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　夜、僕は寝ぼけながら廊ろう下かを歩いていた。

　トイレに入って用を足し、ホッとしながら、眠い頭で自分の部屋に戻る。

　部屋の中は真っ暗だ。

　ベッドに倒れると、すぐ隣に大きくて柔らかいものが転がっていた。

　ん……、なんだろ、これ？　丸めた布ふ団とん……？

　もしかして、抱き枕まくらってやつ……？

　僕は寝ぼけた頭で思い出した。

　――抱き枕。萌もえ花かさんが教えてくれたんだ。

　僕の名前は時任ときとう孝こう一いち。高校一年生だけど、時任零れい路じというペンネームでライトノベルを書いている。

　三流木みつるぎ萌花さんは、そんな僕の担当編集者なんだ。

　こないだ、萌花さんはこんな話をしていた。

『今、抱き枕が流は行やってるのよ』って。

『抱き枕って、何？』

　と、僕は聞いたんだ。

『抱き枕というのは、背丈ほどもある細長い枕なの。両手で抱いて寝ると、落ち着いてぐっすり眠れるのよ』

『そんな枕が流行ってるなんて、寝不足な人が多いんだね。――僕も宿題と小説書くのに追われて寝不足気味だし……』

　会話を思い出しながら、僕はベッドの上で、細長くて柔らかいものに手を触れた。

　目を閉じながら撫なでると、手のひらにざらざらした布の感触があって心地いい。抱きしめたら確かにぐっすり眠れそうだなぁ……。

　僕は思わず両手を伸ばし、抱え込むように抱き枕にしがみついた。

　体中に柔らかく温かい感触が広がる。思わずほおずりしてしまうなぁ……。

　このまま、ぐっすり眠りの底まで落ちてしまいそうだ。

　――だけど、ちょっと違和感があった。

　枕にしちゃ、あちこち固いような。固いところが体に当たって、寝にくい。

　それでも、だんだんうつらうつらしてきた。

　あのあと、萌花さん、なんて言ったんだっけ……。

　僕が『寝不足気味だし……』って言うと、萌花さんはニヤリと笑ったんだ。

『孝一くんも抱き枕使ってみる？　ちょうど今、カタログ持ってるから見せてあげる』

　萌花さんは鞄かばんの中から一冊の雑誌を取り出した。表紙には大きく、ギターを持った女の子のイラストが描かれている。アニメの雑誌みたいだ。

『アニメ雑誌に寝具のカタログなんて載ってるの？』

　僕が聞くと、萌もえ花かさんはまっすぐ雑誌を突き出した。

『いわゆるアニメグッズね。どうせ孝こう一いちくんが使うなら、そのほうがいいかなって思って。――八十六ページを開いてみて』

　言われるまま、僕は雑誌を受け取ってパラパラとめくった。

　中ほどにあるカラーページの広告。その瞬間、目に飛びこんできたのは……

『も、萌花さん……？　こ、これって……』

　誌面いっぱいに大きな細長い枕まくらの写真がある。

　その枕の表面に……めいっぱい、女の子の絵が描かれていたんだ。

　脱ぎかけた制服の間から覗のぞく、真っ白なブラジャーとパンツ……。恥ずかしそうにモジモジと顔を赤らめ、じっと見つめている女の子のイラスト。

　女の子の横にふきだしがあって、ピンクの文字ででかでかとこう書かれていた。

『今夜は離さないでね、お兄ちゃん』

『なななな、な、何コレっ!?　も、萌花さんっ!?』

　ハッとして目が覚めた。

　ベッドの上でガバッと体を起こす。背中にびっしょりと冷や汗をかいていた。

「ゆ、夢……か。よかった……」

　萌花さんに見せられた抱き枕のインパクトが強すぎて、夢にまで出てきたらしい。

「……ん？」

　ふと、手のひらに柔らかい感触があるのに気づいた。

　部屋は暗くて、よく見えない。そっと、左手で撫なでてみた。

　布の肌触りと、わずかな弾力。――クッションみたいだ。

「なんだろう、これ……」

　――まさか抱き枕が僕の隣に……？

　でもどうして？　僕、抱き枕なんて買ってないのに……。

「……ぅ……」

　息の漏れるような音がして、抱き枕らしきものがモゾッと動いた。

「ひゃっ!?　な、なんか……いる!?」

　そのとき空の雲が動いたのか、窓から月明かりが射さしこんだ。

　室内がうっすらとした光に照らされ、ベッドの上を青白く浮かび上がらせる。

　僕のすぐ隣に横たわっていた大きなもの。それは――

「お、女の子……!?」

　シーツの上で仰あお向むけに眠り、静かに目を閉じている。

　長くて黒い髪が、ベッドの端に垂れていた。

　体中に白くて長い布……包帯を巻いて、その隙すき間まから肌が覗のぞいている。

「……う……？」

　気がついたのか、女の子がうっすらと目を開けた。

　寝ぼけたように天井を見上げ、それから僕のほうに目を向ける。

「ご、ごめんっ!!　部屋を間違えた！」

　すっかり眠気が吹き飛び、僕はベッドから転がり落ちると、脱だつ兎とのごとく部屋を出た。

　バタン！と後ろ手に扉を閉める。

「すっかり忘れてた……」

　ビックリしてドキドキする心臓を落ち着かせながらつぶやいた。

　ベッドに寝ていた女の子は――輪りん廻ね姫ひめさんだ。

　今、僕の家には、輪廻姫さんが泊まりに来てるんだ……。

　トイレのあと、いつものクセで自分のベッドに戻っちゃったらしい。

　輪廻姫さんは、僕の小説にイラストを描いてくれるイラストレーターだ。僕や萌もえ花かさんと同い年だけど、通ってる学校は違う。

『輪廻姫』というのはもちろんペンネームで、本名は井い中なかトメ子こ……って、『真の名』は言っちゃいけないんだっけ。

「まいったなぁ。輪廻姫さん、今のこと、変な誤解しなきゃいいけど……」

　僕はため息をつきながら、廊ろう下かに座りこんだ。

　輪廻姫さんが突然僕の家に来たのは、今日の夜のことだ。夏休みもあと十日ほどで終わってしまい、僕は大急ぎで宿題をかたづけていた。

　インターホンが鳴って、出ると輪廻姫さんが立っていたんだ。

　こんな時間にどうしたんだろう？って戸惑ってると、突然、輪廻姫さんは言った。

『姫は今夜からずっと、レイジの家で暮らすからな！』

　僕の家で、暮らす？

　僕の両親は英文学の学者で、一年以上前から仕事でイギリスの大学に行っている。帰ってくるのは早くても来年になるそうだから、今、この家に住んでいるのは僕一人だ。

『いきなり暮らすなんて言われても困るよ』って僕は言い返した。

　けど輪廻姫さんはちっとも聞いてくれなかった。なんだか固い決意でも秘めているみたいな顔で、絶対家には帰らないって言い張った。

　それで結局、夜に女の子一人で帰すわけにもいかないし、しょうがないから今晩だけ泊めてあげることにしたんだ。

「はぁ……。だからって、なんで僕の家に……」

　耳を澄ましても、部屋は静まり返っている。輪廻姫さんはまた眠ってしまったみたいだ。

　僕はとぼとぼ立ち上がると、廊ろう下かを歩いてリビングに向かう。

　部屋のベッドを輪りん廻ね姫ひめさんに貸したから、僕はリビングのソファで寝るしかないんだ。

　輪廻姫さん、明日には帰ってくれるかなぁ……。
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「むぅ～、ゆっくりぐっすり眠れたぞ。さすがはレイジのベッド。はるか中世の王宮にあったベッドの寝心地だ」

　朝、リビングのテーブルで朝食の準備をしていると、大きく伸びをしながら輪廻姫さんが入ってきた。

「おはよう、輪廻姫さん……って」

　輪廻姫さんの姿を見るなり、運んでいたインスタントみそ汁をこぼしそうになった。

　輪廻姫さんの格好は――素肌に包帯を巻いただけの姿だったんだ。

「新たな生命の息い吹ぶきを感じる朝だな、レイジ」

「ふ、服！　服くらい着なよっ！」

「姫は朝はいつもこの格好だ。生命の息吹を体中で吸収するのだぞ」

「一人でいるときならいいけどさ。僕もいるんだし……」



    

  
    
      



    

  
    
      「それがどうした！　レイジとは、七百二十六巡前の生でフィアンセであった仲ではないか。今さら何を隠し合う必要がある!?」

「最初に会ったときは、五百二十七巡前に出会ったって言ってなかったっけ？」

「よいか、レイジ！　輪りん廻ね転てん生せいとはな、宇宙の揺らぎをたゆたう生の流る転てん！　確定した数字に惑わされては本質を見失うのだぞ！」

「はぁ……。とにかく、朝ごはん食べる？」

　話が長くなると面倒そうなので、僕は話題を反らした。

　本当はちゃんと服を着てほしいけど、しょうがない。体中に包帯を巻いてるから、裸ってわけじゃないし。

　みそ汁の香りにつられたのか、輪りん廻ね姫ひめさんのおなかがきゅ～って鳴った。

「……むぅ。姫は夢の中で転生を繰り返し、少々腹が減ったようだ」

　輪廻姫さんはうなずいて、おとなしくテーブルに着く。

　まったく、輪廻姫さんって、ひねくれてるんだか素直なんだか。

　今日の朝ごはんは、インスタントみそ汁とごはん、それに野菜サラダと鮭さけの切り身。

「おっ、なかなかよい具合にしょっぱい切り身だぞ。さすが王宮料理だ」

　輪廻姫さんは箸はしで鮭の切り身を口に運ぶ。

「王宮料理って……デイリーマツモトで買ったんだけどね。もしかして輪廻姫さん、洋食のほうがよかった？」

「む？　なぜだ？」

「ほら、いつも王宮がどうとか言ってるから、洋風なのが好きなのかなって思って」

「姫は和食も普通に食すぞ。子供のころは、毎朝和食だったからな」

「へぇ～、意外だね。輪廻姫さんのお母さん、和食が好きなんだ」

　――『お母さん』って言った瞬間、輪廻姫さんが眉まゆをひそめた気がする。

「姫は子供時代をパリで過ごしていてな。そのころ姫の母は、日本の味を忘れないように、などと言って、毎朝和食を出したのだ」

「パリって、フランスのパリ？」

「古代アレキサンドリアにパリはないぞ」

「そりゃそうだけど……。子供時代をパリで過ごしたなんて、ドラマみたいだなぁ」

「姫はフランス語も鬼神のごとくペラペラなのだ！　聞け、ポンジュース！　ボジョレーヌードル！」

「鬼神どころか、普通の日本人よりペラペラじゃないような……」

　もっとも、フランスに住んでたなんて、輪廻姫さんの言うことだから、どこまで本当でどこから空想なのか、よくわからないけど……。

「パリって言えば、輪廻姫さんのお母さんって、ファッションデザイナーなんだっけ？」

「……そうだ」

　輪りん廻ね姫ひめさんは言葉少なに答えた。――また、お母さんのことを言ったからかな？

　それきり話題が途切れちゃって、しばらく僕たちは無言でごはんを食べ続けた。

「ところでな、レイジ……」

　僕がみそ汁を飲んでいたとき、ふいに輪廻姫さんが口を開く。

「姫に夜よ伽とぎを頼むなら……せめて事前に言ってほしいものだぞ……」

　思わずむせかえり、みそ汁を吹き出しそうになった。

　輪廻姫さんはポッと顔を赤らめてうつむいている。

「げほげほっ!!　と、とぎ……っ!?」

「昨夜、姫の寝床に……忍びこんだではないか。いくらかつてのフィアンセとはいえ、その、姫にも心の準備というものが、だな……」

「お、覚えてたの？」

「レイジの決意、忘れなどせぬ！　むろん、心にしかと刻みこんだぞ！」

「い、いやあれは決意とかじゃなくて……トイレに行って、いつものクセで自分の部屋に戻っちゃっただけで……」

「言い訳など見苦しいぞ、レイジ！　そのような煮え切らぬ態度だから、千百八十二巡もの生を経ても姫と結ばれぬのだ！　かつて婚姻の約束を交わしたときは、そんなグダグダした態度ではなかったぞ！」

　なんか、四桁けたいっちゃってるし。

　だいたい僕、輪廻姫さんと婚姻の約束なんて交わしてないのに……。

「前から思ってたけど……何百何十何巡目かでの僕と輪廻姫さんって、なんなのさ？　どうして僕が、前世だかなんだかのフィアンセだったの？」

「忘れてしまったのか？　かつて宮殿に暮らしていたころ、レイジは王子であり、神より与えられたまいしこの地に、二人の王国を造ろうと誓い合ったではないか！　覚えてないか？　ちっとも覚えてないというのかっ!?」

　輪廻姫さんはドンとテーブルを両手で叩たたく。

　どうやら輪廻姫さんの頭の中では、僕と輪廻姫さんはおとぎ話の主人公にでもなってるみたいだ。

「お、お、覚えてる！　なんとなーく僕、王子さまだった……ような気がするよ……」

「そうだろう。決して忘れ得ぬ記憶が、幾多の生を経て姫とレイジを再び邂かい逅こうの運命にたぐり寄せたのだ。もう二度と、忘れるでないぞ」

　輪廻姫さんは一人で納得したように、うんうんと何度もうなずくのだった。



　朝食後、僕はキッチンでお皿を洗いながら、輪廻姫さんが家に帰るよう、なんて説得したものか悩んでいた。

　そもそも、なんで僕の家に来たんだろう……。

　考えてると、輪りん廻ね姫ひめさんが廊ろう下かから顔を覗のぞかせた。

「レイジ！　今生の別れの挨あい拶さつに来たぞ！　次なる生まで姫とは会えぬが、どんなに悲しくとも涙で枕まくらを濡ぬらすでない。強く生きろよ！」

「今生の別れって、縁起でもないなぁ」

　輪廻姫さんは着替えたらしく、真っ白なキャミソールに、大きくて黒いリボンがいくつもついた服を着ている。服の下からは、体中に巻いた包帯が見えていた。

「――相変わらず包帯は巻いてるんだね」

「うむ。この包帯は姫が抱く心の傷を癒いやすもの。決してほどくわけにはいかん」

「はぁ……。心の傷って、どんな傷なの？」

「この世界は姫を傷つける恐ろしい闇やみが渦巻いているのだ。外界はすでに射しや動どう体たいに汚染されておるからな。しかし姫は、使命を果たすべく危険の中に身を投じねばならん。一人旅立つ姫を、決して責めるでないぞ！」

　輪廻姫さんは真まっ赤かな手て提さげ鞄かばんを持っている。じゃあ『旅立つ』ってのは……。

「もしかして、どこか出かけるの？」

「うむ。姫は今から、学校に行かねばならん」

「学校？　輪廻姫さんも夏休みだよね？　登校日とか？」

「文化祭の準備があってな。九月に入って最初の日曜日に文化祭が開催されるから、夏休み中に準備を進めなければならんのだ」

「文化祭かぁ……。夏休みなのに、忙しいんだね」

「心配するでない。昼過ぎにはレイジの家に帰還するであろうぞ」

　僕の家より、輪廻姫さんの実家に帰還してほしいんだけどな……。

　ともかく輪廻姫さんを帰るよう諭さとすのは、学校から戻ってからにするしかないか。

「昼過ぎか。もしかしたら僕も、お昼ごはん食べに出てるかもしれないけど……」

「なんだと!?　姫がレイジの留守中に帰還したらどうすればいいのだっ」

「郵便受けに家の鍵かぎを入れとくから、それで開けてよ」

　僕は輪廻姫さんに、郵便受けのダイヤルの番号を教えてあげた。三桁けたの数字を回して開けるやつだ。あまり人に教えるものじゃないけど、輪廻姫さんなら悪さしないだろうし。

「よし。レイジの魂に刻印されし黙もく示し録ろくの数字、しかと聞き届けたぞ。姫は何があろうと決して忘れはせん。家に入れないのはイヤだからな。――ではさらば！」

　輪廻姫さんはキリッとした顔で敬礼し、サッときびすを返して廊下を走っていく。

　玄関のほうから、バタンと扉を開けて外に出る音がした。

「はぁ……。やっと静かになった……」

　ようやく一人になって、僕はホッと息をつく。

　輪りん廻ね姫ひめさんとの会話って、現実味がないっていうか、とらえどころがないっていうか。

　それにしても輪廻姫さん、いったいいつまで僕の家にいるつもりなんだろう。

　今日中にはなんとか説得して、自分の家に帰ってもらわなきゃ……。

　僕は昨夜のことを思い出した。

　夕べ僕は、寝ぼけてたとはいえ、輪廻姫さんに思いきり抱きついちゃったんだ。

　もし、今夜も輪廻姫さんが家に泊まって、またあんなことが起きたらどうしよう。

　僕の想像の中で、輪廻姫さんの体の包帯が次々にほどけ落ちて、包帯の下から、輪廻姫さんの体が……

　突然、ポケットの中でプルルルルと携帯が振動して、ドキッと心臓が跳ね上がった。

「は、はいっ！　と、時任ときとうですっ！」

『おはよー、孝こう一いちくん』

　電話の相手は、萌もえ花かさんだった。

「あ、あぁ、萌花さん……。う、うん、おはよう」

『……どうしたの？　動揺した声して』

「そ、そんなことないよ！　ちょっと、寝ぼけてて……」

『はは～ん、夏休みだからって遅くまで寝坊してるんでしょ。さっさと起きなさいよ。夏休み、もう残り少ないんだからね』

「そうだね……。――それより、どうかしたの？」

『今日、改稿の打ち合わせができないかなって思うんだけど、時間あるかしら？』



　　　　☆



　僕は昼前に、駅前のハンバーガーショップへ行った。萌花さんとの打ち合わせのためだ。

「どう？　夏休みの宿題。終わりそう？」

　窓際の席に座って、萌花さんは昼食代わりのフィッシュバーガーを食べながら聞く。

　涼しそうなストライプのシャツにジーンズ姿の萌花さん。

　夏休み中だから、会うのは数日ぶりだ。なのに、ずいぶん久しぶりの気がする。

　出会ってから今まで、仕事や学校でずっと一緒にいることが多かったからなぁ。

「うん……。なんとか……」

　僕もポテトをモゴモゴ食べながら、あやふやに答えた。

「孝一くん、眠そうな顔してる。ちゃんと寝てる？　夜更かししてるんじゃない？」

「夜、遅くまで宿題してたんだ……」

　僕はちょっと嘘うそをついた。

　寝不足の原因は、宿題のせいだけじゃない。夕べ、突然家に輪りん廻ね姫ひめさんが来たからだ。

　輪廻姫さんのこと、萌もえ花かさんに相談しようかとも思ったけど……一晩泊めてあげたなんて言ったら、どんな誤解されちゃうんだろう。

「寝不足になるほど宿題？　ほんとに大丈夫なの？　――やっぱり、安眠のために抱き枕まくら買ってみたらどうかしら？」

　ぶはっと、飲みかけていたアイスティーを吹き出しそうになった。

　寝ぼけて輪廻姫さんに抱きついちゃったことを思い出したんだ。

「どうしたのよ、動揺して。――孝こう一いちくんもライトノベル作家として、『萌もえ』な抱き枕くらい慣れるべきだわ」

「ね、寝不足なんて心配ないよ！　夏休み中にはちゃんと宿題終わらせるから。――それより、萌花さんこそどうなのさ？」

　夏休みの最初から八月半ばまで、僕と萌花さんは伊い豆ずの島に小説執筆のための合宿に行ってたんだ。その間は何かと忙しくて、宿題どころじゃなかった。だから萌花さんだって、出された宿題がそのまま残ってるはずなんだ。

「わたしはバッチリよ。自由研究のテーマは『伊豆の野草』。合宿の間に、しっかりサンプル採集やデジカメで写真取ってたから」

「ちゃっかりしてるなぁ……」

「なんだったら、これから家に行って宿題、手伝ってあげようか？」

　萌花さんは身を乗り出し、顔をまっすぐ近づける。

「う……」

　僕は口ごもった。萌花さんが手伝ってくれるなら助かるけど……輪廻姫さんがいる今じゃ、萌花さんを家に呼ぶなんてできない。

「い、いやいいよ。家に来るだなんて。僕一人で平気だから」

「あらそう？　――言っときますけどね、いくら宿題があるからって、仕事のほうもちゃんとやってもらいますから」

「わかってるよ」

「大変だとは思うけど、『ミライちゃん』二巻は十月発売予定。九月の半ばまでに入稿しなきゃならないんだからね」

　フィッシュバーガーを食べ終わると、萌花さんはバッグの中からＡ４サイズの厚い紙束を取り出した。『銀河サイキック少女　ミライちゃん　二巻　初稿』と書かれている。

　僕が書いた小説の原稿をプリントアウトしたものだ。

　小さな出版社『三流木みつるぎ出版』から刊行されている新ライトノベルレーベル『ミツルギファイヤー文庫』。僕はライトノベル作家として、レーベルの第一弾作品『銀河サイキック少女　ミライちゃん』を執筆・刊行した。

　今書いているのは、『ミライちゃん』の第二巻だ。初稿は書き終わり、これから萌もえ花かさんのチェックにしたがって、小説の悪い部分を直していかなければならない。

　僕は原稿を受け取り、最初のほうをパラパラとめくった。

　本文のところどころに、赤ボールペンの文字が書かれている。

　萌花さんが原稿をチェックして、修正すべきところを指摘してくれたものだ。この指摘に合わせて小説を改稿し、三流木みつるぎ編集長のＯＫが出てようやく、小説は完成する。

　三流木編集長は三流木出版の社長にして、ミツルギファイヤー文庫の編集長。そして何より、萌花さんのお父さんでもある。

　とにかく本の売り上げには厳しくて……『ミライちゃん』の一巻も、一度、ボツにされかけたんだ。

　今度は編集長にもすぐＯＫをもらえるよう、ちゃんと改稿しないと……。

『ミライちゃん』二巻は、こんなあらすじだ。

　悪の宇宙帝王を倒し、地球に平和を取り戻したシロウとミライちゃん。平穏な日々もつかの間、遠いアンドロメダより謎なぞの宇宙生命体が飛来する。宇宙生命体は人知れず忍び寄り、人間の衣服に擬態して人々を操る能力を持っていた。ついにミライちゃんのセーラー服にまで擬態し、シロウを敵の手に陥おとしいれようと迫ってくる。だがシロウは敵の正体を見破り暴き出す。地球を狙ねらう新たな敵、それは古代宇宙文明の残党にして復権を狙う宇宙女王、アンドロメダ・メトロだった。

　――ここまでが、だいたい前半の内容だ。

「一巻目よりは、だいぶ書き慣れた感じがするわ。ちゃんと萌もえるシーンやエッチなエピソードも入れてくれてるし。――前のときみたいに、何度も改稿する必要はなさそうね」

　萌花さんが言うとおり、指摘は、細かな描写に対する疑問などがほとんどだった。

『この行、誰だれのセリフかわかりにくいです』とか『この程度の衝撃じゃ服はやぶれないのでは？』とか。

　言われてみればそうだなぁと思うし、書き直す必要がありそうだ。――でも、ストーリーの根本に関かかわるような、大きな指摘は見当たらない。

「これならなんとか、改稿に時間かからなくて済むかな」

　僕はホッと胸を撫なで下ろした。また一巻のときみたいに、何十ページもまるまる書き直さなきゃいけなかったらどうしようって、心配してたんだ。

「前半はほとんどこのままでＯＫよ」

　萌花さんもそう言ってくれた。――ところが直後、ちょっと渋い顔をしたんだ。

「ただ後半がちょっと、ね」

「え、後半、よくなかった？」

　小説の後半は、こんな内容だ。

　メトロたちの仲間が次々と飛来し、人類を意のままに操る作戦を開始する。味方が敵の手中に落ちていき、とうとうミライちゃんまでがシロウの前から姿を消してしまう。一人残されたシロウは孤こ独どくな戦いを強いられ、絶望に陥おちいる。しかしそのとき、ミライちゃんが復活し、絆きずなを深めた二人は敵に立ち向かう。

「プロットは盛り上がりそうなんだけど、読んでみるとイマイチに感じるのよね……」

「話が盛り上がらないってこと？」

「展開が悪いんじゃなくて、描写に迫力が足りないんだわ。特に、ミライちゃんが復活して、再びシロウの前に現れるシーン。大きな見せ場の一つだし、ここから一気にクライマックスに向かう重要な場面なんだけど、どうも淡泊に感じられるのよ」

「離れていた二人が再会して絆を深める、いいシーンだって思うんだけど……」

　シロウが一人、自分の部屋で孤独に陥っていたとき、突然、何事もなかったかのようにミライちゃんが帰ってくる。

　失われた日常を取り戻すいいシーンと思って書いたけど……ダメなのかなぁ。

「なんていうか……演出に欠けるのかしらね」

「演出？」

「ドラマチックに描いてほしい、ってことよ。同じ展開でも、昼か夜か、晴天の下か雨の中かで、ずいぶん印象が変わるでしょ。例えば、月夜の会話はロマンチックになるし、嵐あらしの中の戦いは、激しく感じられる。そういう盛り上げるための演出を工夫してほしいの」

　読み返してみると確かに、僕の書いたミライちゃんの復活シーンって、ずいぶん淡々としてる。これじゃ単に、久しぶりにミライちゃんが帰ってきた、としか感じられないかもしれない。

「普通とは違う、特別なシチュエーションを考えるってことか。難しいなぁ……」

「そこが、今回の一番大きな改稿ポイントかしらね。――どうかしら？　九月の頭ごろには、改稿をもらえると助かるんだけど」

「うん……。なんとかやってみる」

　僕は小さくうなずいた。改稿の期間は十日とちょっと。たまった宿題をかたづけながらの改稿だから、少し大変だけど……。

「よかった！　疑問点なんかがあったら、いつでも相談してくれていいから」

　打ち合わせが終わって、僕は受け取った原稿を鞄かばんに入れる。

「これで原稿の予定はＯＫ、と……」

　萌もえ花かさんはバッグから手帳を取り出して開き、スケジュールを確認した。

「あとは、輪りん廻ね姫ひめさんにイラストの発注をして……」

　輪廻姫さんの名前が出て、僕は一瞬ビクッとしてしまう。

　震えた膝ひざでテーブルを打ち、置かれていたアイスティーが揺れた。

「――どうかした？」

　萌もえ花かさんが手帳から目を上げて聞いた。

「う、ううん、なんでもない。これから、輪りん廻ね姫ひめさんに挿絵を描いてもらうんだよね」

「新キャラのデザインラフはもう上がってるし、前半は大きな改稿はないから、すぐ挿絵に取りかかってもらえるわ」

「輪廻姫さんの仕事は、これから本番なんだね」

　小説の挿絵は、やっぱり原稿がないと描けないだろうしなぁ。

　萌花さんは携帯電話を取り出した。

「どこに電話するの？」

「もちろん輪廻姫さんよ。打ち合わせに都合のいい日、聞いてみるから」

　まずいなぁ。今電話されたら、輪廻姫さんが僕の家に泊まってるってバレちゃうかも。

「ち、ちょっと待って、萌花さん！」

　電話のアドレス帳を操作している萌花さんを、慌あわてて呼び止めた。

「どうしたのよ？」

「輪廻姫さん、今、外に出てるんじゃないかな。電話するなら明日にしたほうが……」

「外でも構わないわよ。輪廻姫さんも携帯持ってるでしょ」

「でもさ、学校に行ってたら迷惑じゃないか」

「夏休み中に、なんで学校行ってるのよ」

「な、なんか、文化祭の準備があるんだって」

　萌花さんは目を細めて、じーっと僕を見つめた。

「……どうして孝こう一いちくんがそんなこと知ってるわけ？」

　しまった、と思ったけど遅かった。

「えっ、い、いや、昨日用事があって、輪廻姫さんと電話で話したんだよ。そしたら、そんなこと言ってたからさ。ははは……」

　萌花さんはますます目を細め……

「アヤシイ」

「あ、アヤシイって、何が……？」

「孝一くん、なーんかいつもと態度が違うのよね。隠しごとしてるんじゃない？」

「か、隠しごとなんて、あるわけないじゃないか」

　……萌花さん、鋭いなぁ。

「ほんとに？　――じゃあ、輪廻姫さんと電話で話した用事って、どんな用事よ？」

「それは、小説のこととか……」

「挿絵のことならまずわたしを通してって言ってるじゃない。わたしが進行を把握できないと、混乱しちゃうからって」

「そ、そうだよね。つい忘れちゃってさ」

　萌もえ花かさんは疑り深そうな目をますます強め、ぐっと身を乗り出して僕を睨にらんだ。

「――白状しなさい」

「は、白状って、何を？　ぼ、僕、なんにも、隠しごとなんてしてないよ……」

　なんだか、どんどん墓ぼ穴けつを掘ってる気がする僕だった。

　萌花さんはじーっと僕の顔を見つめ、言った。

「ね、今から孝こう一いちくんの家、行ってもいい？」



　　　　☆



「まま、待ってよ、萌花さん！」

　僕が住んでいるマンションのロビー。僕はつかつかと大おお股またに歩く萌花さんの腕をつかんで、必死に引き止めていた。

「い、今、部屋が散らかってるから！」

「構わないわよ！　見るだけ！　なんだったら、掃除してあげようか!?」

「だって萌花さん、僕の家に来る理由ないじゃないか」

「行かない理由もないでしょ！　担当編集として、作家の生活を把握するのも仕事よ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　とても、担当編集者として押しかけてるようには思えないんだけどなぁ。

　近所に住むおばさんが、なんの痴話ゲンカかって顔で見ながら通りすぎていく。

「ほらもう、離してってば！」

　萌もえ花かさんはつかんでいた僕の腕を振り払って、階段を駆け上がる。

　僕もあとを追うようにして、とうとう家の扉の前に来てしまった。

　今の時間は午後二時過ぎだ。輪りん廻ね姫ひめさんは学校から戻ってるだろうか。

　一応スペアキーを郵便受けに入れて、輪廻姫さんが先に帰っても家に入れるようにしてあるけど……。こうなったら、まだ帰ってないことを祈るばかりだ。

　家に誰だれもいなければ、萌花さんもそれ以上追及しようがないだろうし……なんとかごまかして、すぐ帰ってもらうしかない。

　萌花さんが玄関扉のドアノブを引く。鍵かぎがかかって、開かない。

「孝こう一いちくん。開けて」

「じゃあ、ほんとに、様子を見るだけだからね」

　僕は萌花さんに念を押すと、しぶしぶポケットから鍵を取り出して回した。

　まるでワナでも仕掛けられてるかのように、おそるおそる扉を開ける。

　そーっと玄関を覗のぞきこむと――ちょこんとそろえられた、小さな黒靴が置かれてる。レースに縁取りされた、まるでお人形さんが履くみたいな靴。

　輪廻姫さんの靴だ。輪廻姫さん、もう帰ってるんだ……。

「これ、女ものの靴……よね？　どうして孝一くんの家に？」

「えっと……下げ駄た箱ばこ掃除してて、母さんの靴を出したままになってたんだ」

「――へぇ。孝一くんのお母さん、こんな少女趣味なんだ」

「う、うん。困っちゃうよね、はははは……」

「まぁいいわ。おじゃましまーす」

　萌花さんは僕の手からドアノブを引ったくって扉を開け、中に入った。

「レイジ！　帰ったのか!?　ちょっとこっちに来てくれ！」

　物音に気づいたのか、奥から輪廻姫さんの声が飛んでくる。

　ピクン、と萌花さんの全身が固まった。

　すぐさまダッシュで部屋の前に走り――声のしたほう、僕の部屋の扉をバッと開ける。

「萌花さんっ、待ってってば！」

　僕は慌あわてて追いかけ、萌花さんの腕をつかむ。

　けれど、遅かった。萌花さんは立ちすくんで部屋の中を見つめ……

　そこに、輪廻姫さんがいた。

　後ろ姿で床にペタンと座り、服を脱ぎ捨て、体に包帯を巻いただけの姿で。

「レイジ、ちょうどいいところに帰ったぞ。包帯が汗でびっしょりでな。これでは心の傷にまで汗が染みてしまう！　新しい包帯巻くから、手伝ってくれ」

　言いながら、包帯姿の輪りん廻ね姫ひめさんが振り返って立ち上がる。

「おっ？　モエカか？」

　驚いた顔で立った輪廻姫さんの体から、包帯がはらりとほどけ落ちた。

　輪廻姫さんの胸が、僕の目の前で露あらわになって……

「こ～ぉい～ち、く～んっ!!」

　……しまう前に、萌もえ花かさんの強烈な平手が飛んできたのだった。



　三十分後。僕と萌花さんと輪廻姫さんは、リビングのテーブルを囲んで座っていた。

　三人それぞれ向かい合って、気まずそうに黙りこんで……なんだか、テストで〇点を取った生徒の三者面談みたいな雰囲気だ。

「だから、僕は突然輪廻姫さんが来たから、追い出すわけにもいかなくて泊めてあげただけなんだってば」

「……ほんとに、それだけなんでしょうね」

　萌花さんはまだ納得いかなさそうだけと、しぶしぶ僕の主張を聞き入れている。

「むぅ。いったいなんなのだ、モエカ。怖い顔しとるぞ。――せっかくレイジに包帯を巻いてもらおうと思ったのだが……。自分で巻くのは手間がかかってならんのだ。モエカは姫の心の傷が広がってもよいのかっ!?」

「心の傷ってねぇ……。そもそも、どうして輪廻姫さんが孝こう一いちくんの家に泊まりに来るのよ!?　おかしいじゃない！」

「モエカは姫とレイジが共に暮らすのを認めぬのか？　よいか、姫とレイジは、六百六十六巡前の生でフィアンセだった仲なのだ。切っても切れぬ関係なのだぞ」

「五百二十七巡前なんじゃなかったっけ……」

　不吉な数字に、僕は思わず突っこんだ。

「何巡前でもいいわよ。今の二人には関係ないでしょ」

「関係なくないぞ！　姫は姫の生まれ変わりであり、レイジは王子の生まれ変わりである！　共に再び王国を築き上げるまで、二人は何度でも出会うのだ！」

「はいはい。出会うのはいいけど、だからって一緒に暮らす必要ないでしょ！」

「何を言うか！　モエカだって別荘でレイジと一つ屋根の下だったろうが」

　別荘ってのは、夏の合宿で行った萌花さんの別荘だ。

「うっ……。でもあれは、仕事で必要だったからでしょ……」

　一瞬、萌花さんが怯ひるんだ。

　その隙すきに、僕も萌花さんに反論した。

「僕だって、小説を書くために何日も萌花さんの家に泊まったんだし……。それと同じだってば。萌もえ花かさん、なんでそんなに怒るのさ」

「わ、わたしは、孝こう一いちくんや輪りん廻ね姫ひめさんが心配だから……。じゃ孝一くん、輪廻姫さんが家に来た理由、説明してよ」

　理由……。確かに僕も、どうして輪廻姫さんが押しかけてきたのか、わかってない。

　そうだ。まずはそれをちゃんと聞かなきゃ。

「――そもそも輪廻姫さんは、どうして僕の部屋に来たのさ？」

「む、だからそれは、姫とレイジはフィアンセで……」

「でも、今までは突然来ることなんか、なかったじゃないか。なのに昨日になって、どうして……」

　聞くと、輪廻姫さんは答えにくそうにうつむいた。やっぱり、何かあるんだろうか。

　朝の、輪廻姫さんとの会話を思い出す。

　輪廻姫さん、家族の……お母さんの話題が出るたびに、不機嫌そうになってたんだ。

「もしかして家出してきた、とか……」

「…………」

　図星なのか、輪廻姫さんは黙ったまま答えない。

「ほんとなの？　家出って」

　心配そうな顔になって、萌花さんも聞いた。

　輪廻姫さんはしばらく黙りこんだのち、小さくうなずく。

「――姫は帰る家を無くし、この東京砂漠で流る浪ろうの民となったのだ」

「いったい、何があったのよ。――だったらせめて、わたしの家に来ればよかったのに。わたしも今は一人暮らし状態なんだし」

「モエカに助けを求めたら、母に連絡するのではないか？」

「そりゃするわよ。放っておけないでしょ」

「むー。だからモエカのところには行きたくなかったのだ」

「ははぁ……。それで、僕ならかくまってくれるって思ったんだね」

　萌花さんならこういうこと、しっかりしそうだからなぁ。

「さっき『母に連絡』って言ったけど、やっぱりお母さんが家出の原因なの？」

　僕はさらに聞いてみた。

　するとうつむいていた輪廻姫さんは、ようやく話す決心がついたように顔を上げた。

「母はな、姫がレイジのアートを顕けん現げんせしめることを快く思っておらぬのだ！」

　怒ったように、バン、と両手でテーブルを叩たたく。

「つまり……孝一くんの小説のイラストを描くの、反対されてるってこと？」

　萌花さんが聞くと、輪廻姫さんはうなずいた。

「そんな、まさか僕の小説に、エッチな場面がたくさん出てくるから……とか？」

「母は、姫がアーティストになることを認めようとせんのだ！　母はアートというものを理解しておらん！　だから姫を国外へ追放しようと企たくらんでおるのだぞ！」

「国外に追放ってどういうこと？　もうちょっとわかりやすく話してくれるかしら？」

「母は、姫をファッションデザイナーの修業のため、海外に留学させようとしている。姫はアートの道を志しておるというのにだ！　――何度もそう言っておるのに、ちっともわかろうとしないから、こっちから飛び出してやったのだぞ！」

「ははぁ……。要するに将来のことでケンカして、それで家出してきた……ってわけね。輪りん廻ね姫ひめさんはイラストレーターになりたいのに、お母さんはファッションデザイナーとして育てたい……ってことね」

　萌もえ花かさんはようやく状況が見えた、という顔で小さくうなずいた。

　なるほど、別に、僕の小説がエッチだから……ってわけじゃなかったんだ。

　その点はホッとしたけど――輪廻姫さんのことが心配なのには変わりない。

「将来のことでケンカするなんて、輪廻姫さんのお母さん、けっこう厳しいんだなぁ」

　僕は輪廻姫さんのお母さんを思い返した。一度、会っている。以前、イラストに行き詰まった輪廻姫さんの様子を見に、家までおじゃましたことがあるんだ。

　あのとき見たお母さんの姿は、おっとりしてて優しそうな人だったんだけどなぁ。

「はぁ……。挿絵の依頼しなきゃいけないのに、とんだ問題が起きちゃったわね……」

　萌花さんはテーブルに肘ひじをついて、頭を抱えた。

　――ピンポーン。そのとき、家のインターホンが鳴った。

「ちわーっ。カルガモ便でーす」

　玄関に出て扉を開けると、宅配便のお兄さんが立っていた。

　お兄さんの後ろにはさらに三人、積み重ねた大きなダンボールを抱えている。

「えーと……輪廻姫……さんからのお荷物ですー」

　輪廻姫さんから？　なんの荷物だろう。

「おぉ、着いたか！」

　僕が戸惑っていると、玄関に出てきた輪廻姫さんが返事をした。

「さぁ、こっちだ。中に運んでくれ」

　僕を押しのけ、勝手にお兄さんたちを家の中に案内する。

　まるで引っ越しみたいな大がかりさで、数箱もの大きなダンボール箱を持ったお兄さんが廊ろう下かに上がった。

「この部屋だ。荷物は全部、レイジの部屋でよいぞ」

　お兄さんたちはどやどやと僕の部屋にダンボール箱を運び、梱こん包ぽうを解き始めた。

　僕は廊下に立ったまま、入り口からポカンと自分の部屋を見つめている。

「な、何が始まってるの……？」

　隣に萌もえ花かさんが来て、一緒になって僕の部屋を見た。

「あの……輪りん廻ね姫ひめさん、ここ、僕の部屋なんだけど……」

　言っても、輪廻姫さんはまるで聞こえてないように、てきぱきとお兄さんたちに荷物の置き場を指示している。

　ダンボール箱から出てきたのは、組み立て式のハンガーラックと何着もの着替えの服、学校の鞄かばんや教科書。洗面用具。そして最後に……パソコンと液晶のモニターだった。

「ではこちらにサインをお願いしまーす。――まいどどーも！」

　梱こん包ぽうを解き終わって輪廻姫さんのサインをもらうと、お兄さんたちは潰つぶしたダンボールを抱えて玄関から出ていった。

　部屋を見ると、ハンガーラックに輪廻姫さんの服がズラリと並んでいる。

　黒いドレスのようなワンピースから、ししゅうやフリルに飾られたパジャマ、ピンクに青いドクロの絵が描かれたシャツ……。輪廻姫さんの学校の制服もある。

　僕の部屋の一角が、異様な雰囲気に占領されてしまった……。

　机の上には大きな液晶モニターとパソコンが置かれ、僕の古いパソコンは脇わきの床に下ろされてしまった。

「うむ。姫の暮らす宮殿としては実にちっちゃすぎるが、レイジの顔を立ててガマンしてやることにするぞ」

　輪廻姫さんは自分の荷物が置かれた部屋を見回し、満足そうにニコニコしている。

「ちょっとちょっと、輪廻姫さん、ほんとに孝こう一いちくんの部屋で暮らす気なの!?」

「むろんだ。安心しろ、レイジ！　パソコンを持ってきたから、支障なくレイジの小説をアートで表現できるぞ。替えの包帯もたっぷり用意したからな！」

　それから輪廻姫さんは、キッと萌花さんの顔を見た。

「よいかモエカ！　母に姫の居場所を教えたら、姫はまた流る浪ろうの民になってやるからな。そんなことになったら、レイジのアートも描いてやれぬのだぞ！」

　……お母さんに居場所が知られたら、僕の家からも家出する気らしい。

　萌花さんは小さくため息をついた。

「わかった、わかったわよ、もう。――言わないでおいてあげるわ」

「さすがモエカだ。話がわかって姫はうれしいぞ！」

「――ま、行方ゆくえ不ふ明めいになられるよりはマシかしらね。その代わり、一度家には連絡しておくこと！　居場所は言わなくてもいいから、友だちの家に泊まってる、とだけでも言って起きなさい」

「むぅ。なぜそんなことせねばならんのだ」

「ご両親に、あまり心配かけちゃダメでしょ。それにもし警察沙ざ汰たになったらどうするの？　それこそ居場所突き止められて、連れ戻されちゃうわよ」

「……む、わ、わかった。モエカの言うとおりにしようではないか」

　萌もえ花かさんはうなずき、それから僕を見た。

「と、いうわけよ、孝こう一いちくん」

「と、いうわけって……ほんとに、輪りん廻ね姫ひめさんこれからずっと、僕の家で暮らすの!?」

「ずっとなんてことないわよ。輪廻姫さんと、お母さんのわだかまりが解けるまで。将来の進路が原因っていうから、落ち着いて話し合えば仲直りできるんじゃないかしら。――だから、それまでの間だけ、ね。なんだかんだ言って、輪廻姫さん、孝一くんにはけっこう気を許してるみたいだし」

「で、でも、二人っきりだなんて……」

　すると萌花さんは腰に手を当て、ちょっと首をかしげた。

「あら、二人なんて言ってないわよ」

「えっ？　どういうこと」

「二人っきりよりは、三人のほうが落ち着くでしょ」

　そして萌花さんは、さも当然のように、こう言ったんだ。

「心配しないで。担当命令よ！　わたしも一緒に暮らすから！」



　　　　☆



　萌花さんに借りたノートパソコンのキーボードから手を離し、僕は大きく伸びをした。

　窓の外はもう夜だ。時計の針は九時を回ってる。

　自分の部屋をすっかり輪廻姫さんに取られた僕は、こうして父さんの書斎で改稿を進めることになったんだ。

　普段、あまり入らない父さんの書斎。右側と後ろの壁に、大きな本棚がある。英文学者の部屋だから、英語の本も日本語の本も、難しそうな本がたくさん並んでいる。さらには本棚に入りきらず、床にまで積まれている。

　子供のころ退屈なときなんか、一人この部屋に入って、自分でも読めそうな小説を探して読んでいた。それでも難しくて、たぶん半分も理解できなかったと思う。

　だけどそのおかげで、今、こうして小説を書けるのかもしれないな。

「今日はここまでにしとこうかな」

　ノートパソコンの電源を切り、机の前から立ち上がった。

　結局萌花さんには、輪廻姫さんと同じく僕の部屋で、床に布ふ団とんを敷いて寝てもらうことになった。両親の寝室で寝てもらってもよかったけど、『勝手に使わせてもらうのは悪いから』って言われたんだ。

　電話で父さんや母さんに了解を取るにしても、まさか『女の子が二人、一緒に暮らしてる』なんて説明できないしなぁ……。

　僕はというと、当分、リビングのソファで寝る生活が続きそうだった。

「はぁ……。まぁいいや。お風ふ呂ろ入って早く寝よ」

　書斎を出てリビングに行き、カラーボックスに入れて持ち出しておいたパジャマと替えの下着を手に持った。

　ちょうど、突然輪りん廻ね姫ひめさんがこの家にやってきて、丸一日経たった時間だ。

　なんか、気疲れした一日だったなぁ……。

　廊ろう下かを歩いて風呂場の前に立つ。

　お風呂につかって、ゆっくり体を休めよう。自分の家なんだし、少しは一人になってリラックスしたい。

　そんなことを考えながら脱衣所のドアを開けて……

　僕は、ピクッと固まった。

　脱衣所のカゴには萌もえ花かさんの服やスカートが入っていて、つまり萌花さんは、今、ほとんど裸で――

　ちょうど、ブラジャーを外しかけたところだった。

　そのままの格好で、萌花さんは目を見開き、彫像のように固まっていた。

　僕も突然の光景に、動くことも、目を逸そらすことすらもできなかった。

「き…………」

　やがて萌花さんの顔が真まっ赤かに染まっていき、全身がピクピク震え始めて……

「きゃあああああああぁぁぁっっ!!」

　その瞬間、僕は、この悲鳴がマンションの隣人に聞こえたら、なんて言い訳したらいいんだろう、って考えてたんだ。



「いいことっ!?　わたしがお風呂から上がるまで、入ってきちゃダメだから！」

　バスタオルを巻いた萌花さんはそう叫ぶと、玄関の扉をバタンと閉めた。

「ま、待ってよ萌花さん、わざとじゃないんだ、萌花さんが入ってるって気づかなくて」

　マンションの廊下にほっぽり出された僕は、情けない声を出しながら扉を叩たたく。

　カチャリと、無慈悲に鍵かぎをかける音がした。

　……ここ、僕の家なのに……。

　引っぱたかれてヒリヒリ痛むほおを撫なでながら、僕は――これから先、もっともっと落ち着かない生活が始まりそうな予感がしてたんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      


「それでは、本日の打ち合わせを始めたいと思います」

　萌もえ花かさんがおもむろに言う。

　午後、僕と萌花さん、輪りん廻ね姫ひめさんの三人は、リビングのテーブルに座っていた。

　萌花さんの前には開いたノートパソコンがあり、みんなの中心には『ミライちゃん』二巻の原稿が置かれている。

「そういえば萌花さん。ワッフルはどうしたの？　僕の家じゃ、犬は飼えないけど……」

　気になって聞いてみた。ワッフルは萌花さんの家で飼われているゴールデン・レトリーバーだ。僕同様に一人暮らし状態の萌花さんにとって、家族のような存在なんだ。

「ワッフルなら、近所に住んでる知り合いの人に預かってもらったわ。お父さんから本の制作の仕事を請けてる編集プロダクションの人なの。長い付き合いでワッフルも懐いてるから、安心よ」

　それから萌花さんは、ノートパソコンに映し出されたスケジュール表を見つめた。

「で、孝こう一いちくんはどうかしら？　改稿、順調に進みそう？」

「とりあえず、細かい修正から手をつけてるんだけど……萌花さんに言われた、ミライちゃんの復活シーンをどうしようかなぁって……」

「一度シロウの前から姿を消したミライちゃんが、帰ってくる場面ね。前に言ったとおり、クライマックスへつながる場面だから、印象深いシーンにしてほしいの。かっこいいセリフを言わせるとか」

「うん、なんとか考えてみるよ」

「じゃあ、孝一くんは引き続き改稿をお願いね。――それで、輪廻姫さん。初稿も上がったし、正式に挿絵を描き始めてもらえると助かるわ。まだ改稿途中だけど、前半部分に大きな変更はなさそうだから、そこから描き始めてもらえればいいわね」

「おぅ！　昨日のうちにレイジの文学も読んでおいたからな。準備バッチリだ！」

「じゃあ、よろしくお願いします、輪廻姫さん」

「――でだ、モエカ。姫は何ページのアートを描けばよいのだ？」

　輪廻姫さんが聞くと、萌花さんは初稿の原稿を手に持ち、パラパラとめくった。

「そうねぇ……。孝一くん、どこかイラストに描いてほしいシーンってある？」

「描いてほしいシーン？　僕が決めていいの？」

「最終的にはわたしが決定するけど、せっかくこうして集まったんだから、孝一くんの要望を聞いてみるのも面白いかなって。――作者イチオシの名場面とかないかしら？」

「うーん、そうだねぇ……」

　僕は小説のストーリーを思い返した。

　想像の中ではどの場面もはっきり思い浮かぶけど、特に輪りん廻ね姫ひめさんに描いてもらって、読んでくれる人たちに見てほしい場面は……。

　僕は萌もえ花かさんの手から原稿を受け取り、六十七ページを開いた。

「この、雨の中でシロウがミライちゃんに傘を差してあげるシーン。ストーリー上で重要ってわけじゃないけど、優しい雰囲気が出せたって思って、気に入ってるんだ。きっといい絵になると思うし、輪廻姫さんに描いてもらいたいなぁ」

「あぁ、そこは八ページあとに、シロウが間違ってシャワー浴びてるミライちゃんを覗のぞいちゃうシーンがあるから、そっちをイラストにしてもらうわ」

　萌花さんは僕の意見をあっさり却下した。

　だったら、最初から聞かなきゃいいのに……。

「やっぱりわたしが決めたほうがいいかしらね。イラスト化してほしいシーンは、だいたい考えてあるのよ」

　萌花さんがノートパソコンを開くと、表計算ソフトの画面に『16ページ　ミライちゃん登場』というように、該当するページと内容のリストが書かれていた。

「このイラストの割り振りって、どうやって決めてるの？」

「決める基準はいくつかあるけど……。まずは、キャラクターが初めて登場するシーンね。イラストがあることによってキャラクターのイメージを想像しやすくなるし、キャラクターを強く印象づけることができるわ」

　言われてみると、ミライちゃん登場シーンのほか、新キャラクターであるアンドロイド・メトロが初めて姿を現すシーンもイラストのリストに入っている。

「女の子の登場シーンはあるのに、シロウのシーンのイラストがないんだけど」

「やっぱり『萌もえ』を重視する作品としては、女性キャラクターを優先させたいのよ。女の子のほうが、絵的にも華があるし。――でも主人公はやっぱり重要だから、ミライちゃんの登場シーンに、シロウも一緒に描いてもらうつもりよ」

　ふと、僕は気がついた。なんだか後半部分のイラストが少ない気がする。

　一冊の中にある挿絵の枚数は十枚で、一巻と同じだ。ただイラスト化するページが、前半に偏ってるんだ。

「後半にイラストが少ないのって、ミライちゃんがいなくなるから？」

　ストーリーの後半で、ミライちゃんはシロウの前から姿を消してしまう。ミライちゃんの出番が少ないから、イラストも少ないんだろうか。

「ミライちゃんがいないシーンにも、熱く燃えるシーンがあるって思うけどなぁ」

「イラストが少ないのは、ミライちゃんがいなくなるって理由もあるけど……それだけじゃないわ。あえて意図的に、イラストの量を減らしているのよ」

「どうしてさ？」

「イラストがないことによって、一人残されたシロウの孤こ独どく感を表現できるんじゃないかって思うのよ。こういう心理的な描写は文章の得意とするところ。かえってイラストがないほうが、読者の想像力をかき立てることもあるわ」

「そりゃ……文章だけでも雰囲気を感じてもらえたら、僕もうれしいけど」

「理由はもう一つ。イラストのないページが続いたあと、ミライちゃんが復活するシーンでイラストも復活する。視覚的にも復活をより強く印象づけられるし、読者も、ミライちゃんが戻ってきたという安心感を味わえるの」

「へぇ……そんなとこまで考えて決めるんだ」

「そうよ。だから孝こう一いちくんも、ミライちゃんの復活シーンをイラストに負けないくらい、盛り上げて書いてほしいのよ！」

「わ、わかったよ……。なんとか盛り上げるから、輪りん廻ね姫ひめさんも、お願いね」

「うむ。姫も気合いを入れて描くからな！」

「それじゃあわたしは、表紙の図案を考えておくわ」

「表紙の図案？　萌もえ花かさんが表紙を描くわけじゃないよね？」

「もちろん、描いてもらうのは輪廻姫さんよ。ただ、どんな内容のイラストを描いてもらうか考えるの」

「イラスト化するページの決定とか、萌花さんもいろいろ考えなきゃいけないんだね」

　僕の文章や、輪廻姫さんのイラストははっきり形になって見えるけど……萌花さんは表から見えないところで本を作ってるんだなぁって、僕は思ったんだ。
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　三日ほどして、輪廻姫さんが何枚かのイラストの線画を完成させた。

　さっそく僕たちは、今や輪廻姫さんのアトリエとなった僕の部屋で、製作途中のイラストを見せてもらうことにしたんだ。

「むー、久しぶりにアートを描き続けて、姫はすっかり肩が凝こっておるぞ」

　輪廻姫さんは机の椅い子すに座って、ポキポキと肩を回した。

「大丈夫？　輪廻姫さん、学校から帰って、夜中までイラスト描いてたでしょ」

　萌花さんが心配そうに聞く。

「もしかして文化祭の準備、忙しいの？」

　僕もちょっと心配になった。

　僕の家に泊まりながら、毎日、朝になると輪廻姫さんは学校へ出かけているんだ。

　昨日は帰りも夕方ごろで、戻ってからはずっと、挿絵の仕事を続けっぱなしだった。

「レイジもモエカも、心配するでないぞ。姫は実に順調だ。――それよりほれ、これが姫の新たなるアートの片へん鱗りんである」

　輪りん廻ね姫ひめさんがマウスをクリックすると、パソコンの画面に、線画の描かれた白いカンバスが表示される。

「こうして見ると輪廻姫さんの絵って、きれいな線なんだね」

　僕はパソコンの画面に映し出された線画を見ながら、思わずつぶやいた。

　色はまだ塗られてない。すごく細かい塗り絵みたいな印象だ。

「これはな、姫が新導入した液晶タブレットの賜たま物ものであるぞ」

「タブレット……って何？」

「これだ」

　輪廻姫さんは液晶モニターの上端を持ち、くいっとモニターのスタンドのレバーを引いた。モニターを押して、水平に倒す。

　続いて輪廻姫さんは、モニターの横のペン立てから、ペンを手に取る。

　そのままペンでモニターをなぞると……

「あっ、すごい」

　と、僕は思わず声を上げた。

　ペンの動きに合わせて、画面の中のカンバスに線が引かれたんだ。

　まるで本物のペンで紙に描いたみたいに。

「タブレットというのはな、マウスの代わりにペン型の入力デバイスでカーソルを動かす装置なのだ。――液晶タブレットは、タブレットと液晶モニターを組み合わせることで、あたかも画面に直接描くがごとく扱える、神の与えたもうし偉大なる神具である。液晶タブレットを扱うことは、アーティストにとって誉ほまれ高き栄誉なのだ！」

　輪廻姫さんは得意げに、液晶タブレットを見せびらかした。

「へぇ～、こんな便利そうな機械があるんだねぇ」

　感心する僕の横で、萌もえ花かさんも興味深そうに覗のぞきこんでいる。

「これだけ大きな液晶タブレット、かなり高額だと思うけど……よく買えたわね」

「うむ。一巻でもらった原稿料を使い果たしたからな。スズキカメラのポイントも残らず使い切ってしまった……」

「え……輪廻姫さん、これ買うために原稿料全部使っちゃったの？」

　驚いて聞き返した。一冊のイラストの原稿料って、けっこうな金額だと思うけど……。

「しかしレイジ！　これで姫は思う存分アーティストの実力を発揮できるからな！　待っておれ、次は一巻以上に素晴らしい神のアートを表現してみせる！」

　せっかくもらったお金を使い果たしてまで、絵の道具を買いそろえるなんて……。輪廻姫さんって、思ってた以上に絵に対して熱心なんだなぁ。

　そして僕たちは、いよいよ輪廻姫さんの線画を見せてもらった。

「線画が完成しているのは五枚なのね」

　輪りん廻ね姫ひめさんは『うむ』とうなずいた。

「全部できたわけじゃないの？」

「改稿で大きく変更される可能性のあるシーンは、後回しにしてもらってるの」

　確かに、せっかく描いてもらったのに、本文が変更になったから描き直しなんて、輪廻姫さんに悪いもんなぁ。

　僕と萌もえ花かさんは、一枚一枚線画をチェックしていった。

「――どれもいい出来だわ。孝こう一いちくんはどう？」

「うん。僕も何も言うことないよ。小説の文章と違ってるところもないし」

「ＯＫ。じゃあ輪廻姫さん、このまま仕上げてもらえるかしら――って言いたいけど……」

「どうした、モエカ？　姫のアートが不満なのか？」

「不満ってほどじゃないんだけど……。ちょっと二枚目のイラストを見せて」

　輪廻姫さんがペンで画面をクリックして、二枚目のイラストを表示させる。

　共同生活を始めたシロウとミライちゃんの絵。まだ地球は平和で、コミカルなシーンだ。

　階段から足を滑らせて転げ落ちたミライちゃんと、下敷きになったシロウ。ミライちゃんのスカートがまくれて、シロウがパンツを見てしまうシーンだった。

「全体的な構図や雰囲気はすごくいいのよ。この絵なら、一気に読者を引き込めるって思うわ。――ただ、ちょっと違和感あって……」

「違和感だと？　モエカは姫のアートにケチをつけると言うのかっ!!」

　萌花さんは目を細め、じっとまっすぐに線画を見つめる。

　その真剣さに気け圧おされたのか、輪廻姫さんも少し不安そうに黙って見守った。

　もしかしたら萌花さんは、僕たちが気づかない、重大な問題を発見したのかもしれない。

「そうか。違和感の正体がわかったわ」

　僕と輪廻姫さんが固唾かたずを呑のんで見守る中、萌花さんはイラストの一点を指さした。

「――パンツよ」

　萌花さんの指さす先は……まさに、ミライちゃんのまくり上がったスカートの中に見えているパンツ。

　細かなししゅうの模様まで描きこまれている。しかも、布というより紐ひもなんじゃないかって思うような、面積の小さいパンツだ。

「パンツがきわどすぎるんじゃないかしら」

「言われてみれば……。ちょっと、エッチすぎる気もするかなぁ……」

　僕も萌花さんに同意した。僕の小説は、そりゃちょっとはエッチな場面もあるけど、基本的には熱くて燃える戦いのストーリーなんだ。

「ふふん、モエカもレイジも何を言っておるのか。姫はこのパンツをな、黒いせくすぃ～な下着に描くつもりだ！」

「く、黒って……。ミライちゃんは清純なキャラクターなのよ。汚けがれのない白のパンツを穿はいてるイメージなの！　だからパンツのデザインだけ、描き直してほしいわ」

「純白の下着がいいなど、モエカは子供なのだな」

　輪りん廻ね姫ひめさんは椅い子すから立ち上がり、ビシッと萌もえ花かさんに指先を突きつける。

「よいか、モエカ！　オトナのオンナはな、男と一つ屋根の下に暮らせば、せくすぃ～な下着を身につけ、勝負に備えるものなのだ！」

「勝負って……ミライちゃんは、そんなこと考えません！」

「モエカにはミライちゃんの声が聞こえぬのかっ」

「何よ、ミライちゃんの声って」

「いいか、モエカ。姫にはな、常にミライちゃんたちの声が聞こえておる！　ミライちゃんの声が姫の中でインスピレーションとなって、アートへと昇華されるのだぞ！」

　萌花さんはムッとした顔で輪廻姫さんを睨にらんだ。

「このシーンは純白のパンツを描いてこそ、ミライちゃんの日常性を表現できるのよ！」

「違うぞ！　黒いせくすぃ～下着を描かなければ、ミライちゃんは表現できぬのだ！」

「そこまで言うなら、作者である孝こう一いちくんに決めてもらいましょ」

「よいだろう。レイジは文学世界の創造神たる存在。必ずや、姫の主張が正しいと認めるであろう」

「あらそうかしら。孝一くんって、絶対、白パンツが好みなんだから！」

「いーや、レイジは黒せくすぃ～下着に悩殺されるに決まってるぞ！」

「いいわ、どっちが正しいか勝負よ。ふふふふふ」

「ふふん、望むところだ。負けても泣くでないぞ、モエカ。くくくくく」

　お互い不敵な笑みを浮かべ、萌花さんと輪廻姫さんはバチバチと視線の火花を散らした。

　――ていうか、なんで僕の下着の好みって話になってるの？

「孝一くん！　どっちの下着を描くべきか決めて！　白がいいに決まってるでしょ!?」

「レイジのインスピレーションを示すのだ！　はっきり、黒だとな！」

　二人が一斉に僕のほうを向いた。

「急に聞かれたって……。だいたいこのシーン、萌花さんが『エッチなシーンを入れて』って何度も言うから仕方なく書いただけで、パンツの色なんて考えてないよ……」

「じゃあ、今ここで考えてよ」

「考えてよって……。ええと、白か黒でしょ……」

　目を閉じ、頭の中で必死に白いパンツと黒いパンツを思い浮かべてみる。

　脳裏に、何度か見ちゃったことのある萌花さんの下着姿が思い浮かんだ。

　いやいやいや、今考えなきゃいけないのは、イラストのパンツで……。

　女の子二人に挟まれて、僕はどうしてパンツのことなんか考えているんだろう……。

「考えるなんてできないよ……。僕、女の子の下着なんてよくわからないし……」

「よくわからないって……孝こう一いちくん、それでも『萌もえ』作家なの!?」

　萌もえ花かさんがたしなめるようにビシッと叫ぶ。

「いや、ライトノベル作家だとは思うけど、萌え作家だとは……」

「ほれ、目を開いてよく見るのだ！」

　輪りん廻ね姫ひめさんが叫んで……ぐいっと萌花さんのスカートをつかみ、一気にまくり上げた。

　たちまちさらけ出される、真っ白なパンツ。

「……………っ!!」

　萌花さんは真まっ赤かになって絶句した。

「ほほ～おぅ、モエカは白いパンツを穿はいているのか。だからあれほど黒せくすぃ～下着を嫌うのだな」

「そ、そんなんじゃないわよっ!!」

　萌花さんは両手でスカートを押さえた。

「ならば、姫のせくすぃ～下着を見るがいい！」

　輪廻姫さんが叫んで、スカートのボタンを外す。

　ふわっとスカートが床に落ちた。

「り、輪廻姫さんっ……」

　僕は輪廻姫さんから目を逸そらそうとして……。

「って、包帯？」

　思わず、輪廻姫さんのスカートの下から現れた体を見つめた。

　輪廻姫さんは黒くて小さなパンツを穿いているけど……そのさらに下に、真っ白な包帯をぐるぐる巻いていたんだ。

「……………」

「……………」

　僕はなんて言ったらいいかわからず、萌花さんも反応に困った様子で、パンツ姿の輪廻姫さんを見つめる。

「姫のせくすぃ～な下着姿に、レイジもモエカも釘くぎ付づけであろう！　うわっはっは」

　腰に手を当て、一人高笑いする輪廻姫さんだった。

「と、とにかくわかったから、輪廻姫さん、スカート穿きなよ……」

　僕はどっと疲れた気分で言った。

「黒下着がいかにせくすぃ～か、理解したか？」

「う、うん。よくわかった……気がする……」

「レイジもこう言ってるぞ！　ミライちゃんには黒せくすぃ～下着がふさわしいのだ！」

「そ、そんなの認められるわけないでしょ！」

　輪りん廻ね姫ひめさんって、結構頑固なとこあるんだなぁ……。

　さすが、将来のことでお母さんとケンカして家出するだけのことはある。

「まぁまぁ、萌もえ花かさん。ここは輪廻姫さんの言うとおりでいいんじゃないかな」

　またも言い合いを始めそうな萌花さんを僕は押しとどめた。

「どうしてよ？　さっきは孝こう一いちくんだって、エッチすぎるって言ったじゃない」

「そうだけど……。輪廻姫さんがここまで言うんなら、きっと輪廻姫さんのイメージのほうが合ってるんだよ」

　僕が輪廻姫さんを支持するのには、もう一つ理由があった。

　確かにエッチに描かれたパンツだけど、すごく細かく描いてくれてる。せっかく輪廻姫さんがこんなにきれいに描いてくれたのに、直してもらうのも悪い気がしたんだ。

　文章だったら、『黒』いパンツでも『白』いパンツでも、ワープロで一字書き換えれば済んでしまう。

　でもイラストは、何時間もかけて描き直さなきゃならないんだ。

「ほれ見よモエカ！　レイジはやはり姫と心が通じておるのだ！　これからはモエカもミライちゃんの声に耳を傾けるがいいぞ！」

「まぁ……孝一くんが言うなら……。輪廻姫さんの案どおりでいいけど」



    

  
    
      



    

  
    
      　萌もえ花かさんは不満の残るような顔で、しぶしぶ了承した。

　それから、僕の顔をちょっと恨めしそうに見つめる。

　――萌花さん、そんなに黒い下着、イヤだったのかなぁ？

「だいたいだな、モエカ！　文句を言う前に表紙の案を早く出せ！　これではいつまで経たっても姫はインスピレーションを得られぬぞ！」

「う……。わ、わかってるわよ」

　珍しくたじろぐ萌花さんだった。

「萌花さん、表紙の案、行き詰まってるの？」

「うん……。なんとか二巻は、一巻のときよりも店頭で目立って、手にとってもらえるような表紙にしたいんだけど……。どうすればいいのかなって……」

　ちょっと自信なさそうに、萌花さんは困った顔をした。



　　　　☆



　三人の共同生活も何日か過ぎ、僕は改稿を、輪りん廻ね姫ひめさんはイラストの仕事を続けていた。そんな夏休みも終わりかかった日の夕方、僕たちは近所の河か川せん敷じきでおこなわれた花火大会に出かけたんだ。

　僕の住むマンションから歩いて二十分ほど。近くには静かな住宅街が広がり、畑や小さな雑ぞう木き林ばやしも点在する東京の郊外だ。

　会場に来てみると、土手の上の道にはいくつもの屋台が並んで、賑にぎわっている。河原では大勢の人がごった返して、早く花火が上がらないかなと、薄暗い空を見上げていた。

「すごい人だねぇ……」

「今年最後の花火大会だものね。みんな、夏の見納めをしたいのよ」

　僕の隣に立って、萌花さんが言った。

「でも、遊んでていいのかな……。改稿だって終わってないし」

　実のところ、改稿はちょっと行き詰まってた。

　肝心の、ミライちゃん復活シーンを盛り上げるアイディアが、まだ出てないんだ。

「わたしも、まだいい表紙案思いついてないけど……」

「そうなんだ。萌花さんも大変だね」

「でもアイディアが出ないときは、こうして頭を一休みさせるのも重要よ。それに夏の思い出を作るのだって大切なこと。こういう経験が小説のネタになるんだから。――わたしだって夏の間に、浴衣ゆかたを着ておきたかったし」

　萌花さんは今、花柄の赤い浴衣を着ている。足は素足に下げ駄た履きだ。いつもは活動的な服装の萌花さんだけど、今夜は和風な雰囲気が漂っていて、なんだか新鮮だった。

　思わず見つめると、萌もえ花かさんは照れたように両手を胸元に当てた。

「どう？　似合うかな？」

「う、うん。よく……似合ってる」

　いつもと違う萌花さんに、僕はうまく言葉が出ない。

「どうよく似合ってるの？」

「え、なんていうか……清せい楚そな感じがするっていうか……」

「じゃあ、いつもは清楚じゃないのかしら」

「い、いや、そういう意味じゃないよ！　いつもよりもっと清楚に見えるっていうか」

　慌あわてて言いつくろうと、萌花さんはいたずらっぽく、うふふと笑った。

「おいこらレイジ！　どうだ！　姫も似合っとるか!?」

　くいっと腕を引っ張られ、僕は振り向かされた。

　萌花さんの隣には輪りん廻ね姫ひめさんが立っている。

　輪廻姫さんのイラスト仕事もまだ続いている。朝は毎日、学校に文化祭の準備に行って忙しそうだ。夜もずいぶん遅くまで描いているみたいだし……。

「ずっと描き続けだものね。輪廻姫さんにも、たまには息抜きしてもらわないと」

　輪廻姫さんは白地に、金魚の柄の浴衣ゆかたを着ていた。

「なんか元気があってかわいらしい浴衣だね」

「うむ。昼間モエカの家に行ってな、借りてきたのだぞ」

　輪廻姫さんはうれしそうにくるりと一回りした。

　いつもは黒いフリルやらリボンやらが、やたらとついた服を着てる輪廻姫さん。でも長い黒髪だから、浴衣姿だといかにも和風美人って感じになる。

「孝こう一いちくんも、着物とか着ればよかったのに」

　僕一人、あいにくＴシャツに長ズボンっていう、いつもの普段着だ。

　おめかしした女の子二人の前で、少しばかり自分の格好が情けなく感じてしまった。

「わほっ」

　と、萌花さんと輪廻姫さんの間で吠ほえ声がする。

　見ると、萌花さんの持つ引き紐ひもにつながれて、ワッフルが座っていた。

　しっぽを振って屋台のほうを見ている。漂ってくる焼き鳥の匂においにつられたみたいだ。

「ほーらワッフル！　物欲しそうな顔しないの。さっきごはん食べたでしょ」

「わふぅ……」

　萌花さんにたしなめられて、ワッフルはしょぼんと耳を垂らした。

　確かに萌花さんの言うとおり、たまにはみんなで息抜きも必要かもしれないな。

　そのとき河原のほうから、ヒューッと甲高く空を切る音が響き……

　ドーンと、夕刻の紺色の空に、大きな紅白の花火が打ち上がった。

「きれ～い！」

　萌もえ花かさんが目をキラキラさせながら見上げた。

「おぉ～、これぞ神のインスピレーションの炸さく裂れつだ！」

　輪りん廻ね姫ひめさんも見上げながら、感嘆した声を出す。

「ねぇねぇ、もっと近くで見ましょうよ！」

「よし、河原に下りよう」

　僕は萌花さんと輪廻姫さん、それにワッフルも一緒に、土手の斜面を下り始めた。

　人ひと混ごみは斜面にまで広がっている。人と人の間をかき分けるように、僕たちは空のよく見える場所を探した。

「あ、待って、孝こう一いちくん」

「萌花さん、人が多いから、はぐれないように気をつけて……」

　言いながら振り返ったとき――僕の手が、そっと握られた。

　……えっ？

　立ち止まると、萌花さんがちょっとうつむきながら、僕の手をちょこんと握っている。

　またドーンと花火が上がり、チラチラと明滅する光の中に、ほおを赤らめた萌花さんの顔が見えた。

「こ、これなら、はぐれないわよ……」

「うん――。じゃあ、行こう」

　僕も、そっと力を入れて萌花さんの手を握り返した。

　萌花さんの指先は細くて、ちょっと冷たくて、強く握ったら折れてしまいそうだ。

　そのまま萌花さんの手を引いて歩き出そうとして……

　ドンッ。

　萌花さんのほうを見てたせいか、うっかり、誰だれかの背中にぶつかってしまった。

「あっ、す、スミマセン」

　慌あわてて謝りながら前を見る。

　同時に、僕がぶつかった人も振り返った。

「って、風かざ見み鶏どりさん……？」

「と、時任ときとうどの……？」

　僕の目の前にいたのは、学校の制服を着た風見鶏さんだった。

　腕には風紀委員の腕章。そして右手には、いつも持ってる長い木刀。

　風見鶏さんは僕たちの学校の風紀委員なんだ。

「風見鶏さんも、花火を見に来たの？」

　聞くと、風見鶏さんは腰に手を当て、ドンと木刀で地面を叩たたいた。

「風紀委員として、花火大会の監視をしている。賑にぎわいに浮かれて、『一夏のケイケン』などとほざきながら、も、も、『萌もえ』な行為に走る男女があとを絶たんからな！」

「そ、そうなんだ……。風かざ見み鶏どりさん、相変わらずがんばってるね……」

「しかるに、時任ときとうどの」

　風見鶏さんはじっと疑わしげな目で僕と萌もえ花かさんを見た。

「時任どのたちも、『一夏のケイケン』などをしに来たのではないだろうな!?」

「ち、違うよ！　ほら、僕たちは小説を書く仕事してるって、前に言ったじゃない。だから今日は……その、し、取材なんだよ！」

「そ、そうよ！　ほら、こうして輪りん廻ね姫ひめさんも一緒なんだし……あら？」

　振り返ると、いつの間にか輪廻姫さんの姿が見当たらない。

　人ひと混ごみではぐれちゃったのか……風見鶏さんの危険を察知して、先に逃げたのか……。

「二人きりで花火大会だと!?　もも、も、『萌え』だ。『萌え』の臭においがするぞッ！」

　風見鶏さんはますます目を細めて僕たちを睨にらみつけた。

　ゆっくりと木刀を持つ手を上げ、構えようとする。

「誤解だってば、風見鶏さん！」

　僕は両手で風見鶏さんを押しとどめようとした。

　すると、上げかけた手が萌花さんの手を握ったままで……。

　風見鶏さんは目を見開いて、握られた僕と萌花さんの手をわなわなと見つめた。

「き、き、き、貴様らぁ ッ……」

　あまりの気迫に、周囲の人たちが何事かと振り返り、恐れおののいて後ずさった。

「か、風見鶏さん、話せばわかる、話せばわかるからっ！」

「う、うるさいッ！　そこに直れぇッ!!」

　風見鶏さんが一歩踏み出し、僕に向かって斬きりかかった――

「待って！」

　そのとき、萌花さんの叫び声がした。

　妙にせっぱ詰まった叫び声に、風見鶏さんが思わず手を止める。

　見ると、萌花さんはちょっと青ざめた顔で辺りをキョロキョロ見回していた。

「萌花さん……？　どうしたの？」

「いない……。いないの……」

　萌花さんは焦った様子でつぶやく。

「いないって、輪廻姫さんのこと？　だったら、携帯で連絡すれば……」

「違うの……。ワッフルがいないの……」

　言われてみると、萌花さんの足元にいたはずのワッフルの姿がない。

　綱を離してしまったんだ。

「どうして……。さっきまで、ちゃんと綱を持ってたのに……」

　信じられない、という顔で、萌もえ花かさんは自分の両手を見つめた。

「もしかして、風かざ見み鶏どりさんに気を取られて離しちゃったとか……」

「なっ！　わ、わたしの……せいだというのか？　そもそも時任ときとうどのが、も、も、『萌もえ』な行為をだな……」

　風見鶏さんはバツが悪そうな顔で唇を尖とがらせ、言い訳するようにぶつぶつつぶやいた。

「ワッフルー！　どこにいるのーっ!?」

　萌花さんは叫ぶが、声はすぐに人ひと混ごみの中にかき消えてしまう。

「もしかして、輪りん廻ね姫ひめさんと一緒かもしれない。聞いてみるよ」

　僕は携帯電話を取り出し、輪廻姫さんの番号に電話する。

　プルルル……と呼び出し音が鳴って、輪廻姫さんが出た。

『レイジか!?　おいこら！　姫を置いていくでない！』

「ごめん、ついはぐれちゃったみたいで。それより、ワッフル、そこにいないかな？」

『ワッフルだと？　知らぬぞ。ここにはおらん。――どうしたっていうのだ』

　僕は心配そうに見ている萌花さんに、首を横に振ってみせた。

「実は、ワッフルもはぐれちゃったみたいなんだ。なんとか捜さなきゃ」

『よし、姫も捜してやる！　見つかったら連絡するから安心しろ』

　輪廻姫さんにお願いして、僕は電話を切った。

「とにかく、急いで捜さなきゃ。そんな遠くには行ってないはずだよ」

「――むぅ、や、やむを得んな。このまま時任どのを見逃すわけにもいかんし、わたしも犬を捜してやるか……」

「風見鶏さんも手伝ってくれるの!?」

「その代わり、あとで二人ともじっくりしぼってやるからな！」

「ありがとう。――じゃあ、手分けして捜そう！」

　僕は連絡を取り合うため、風見鶏さんと携帯の番号を交換した。

　それから三手に分かれて、ワッフルの姿を捜しまわった。



　それから三十分ほどあと。

「どう、孝こう一いちくん!?　見つかった!?」

　土手の道を、萌花さんが息を切らせながら走ってくる。

「いや……。見つからない……」

　ずっと人混みの中を捜しまわり、何人もの人にも聞いてみたけど、ワッフルの行方ゆくえはちっともわからない。

「人混みにまぎれちゃってるだけだと思うけど……」

　僕は河原の人波を見渡した。

　花火大会はますます盛り上がり、ドドーン、ドドーンと何発もの花火が立て続けに打ち上がっている。そのたびに、観客から上がる歓声が響き渡っていた。

「ワッフル……どこに行っちゃったんだろ……」

　萌もえ花かさんはガックリうなだれた。とても花火どころじゃない。

　僕は川上を指さした。少し離れたところにある暗い河の上に、小さな橋がかかっている。

「あの橋のたもとに派出所があるみたいだから、聞いてみようよ」

　萌花さんは力なくうなずき、僕と一緒に歩き始めた。

　花火大会の会場をちょっと離れただけで、辺りはたちまち人通りのない夜道になる。脇わきに立てられた街灯が、ぽつぽつとコンクリートの道を照らしていた。

　途中、土手の右手に小さな雑ぞう木き林ばやしがあった。

「まさか……ワッフル、この中に迷い込んじゃったなんて……」

　萌花さんが足を止め、暗い雑木林を見つめた。

「どうだろ……。暗くて危ないから人を呼んで捜してもらったほうが……」

　僕が言いかけたとき、萌花さんがハッと息を呑のむ音がした。

　萌花さんが、木に立てかけられた看板を凝視している。

『立ち入り禁止　野犬に注意!!』

　大きな赤文字と、牙きばを剥むき出した、怖そうな犬のイラスト。

「ワッフル……っ!!」

　息が詰まったような叫びを上げ……萌花さんは一目散に、雑木林に向かって駆けた。

「も、萌花さんっ！　危ないよっ！」

　けれど萌花さんは立ち止まらず、暗い雑木林の中へと入っていく。

　中は街灯の光も届かず、ただ月明かりがほのかに照らしているだけだ。

　萌花さんの姿もうっすらとしか見えず、表情もわからない。それでもワッフルを心配して不安な気持ちは、僕の胸にはっきり伝わってきた。

「ワッフルーっ！　いたら返事しなさーい！」

　萌花さんは静まり返った暗くら闇やみに向かって叫ぶ。

　なんの反応もなく、ジージーと地面の草むらから虫の音ねが聞こえるばかりだ。

「萌花さんってば。危険だから、いったん戻って人を呼んできたほうがいいよ」

　懐中電灯すら持たずに暗闇に入って、野犬に襲われたらひとたまりもない。

「戻ってる時間なんかないわ。もしほんとに、ワッフルが迷い込んでたら……」

　萌花さんは震えそうな声で言う。

　人を呼びに行こうにも、萌花さん一人、こんなところに残すわけにいかないし……。

　でもほんとに、野犬が出たらどうしよう……。

「ちょっと待ってて」

　僕は辺りの地面をまさぐった。落ちていた、太い枯れ枝を拾い上げる。なんだか頼りないけど、もし野犬に出くわしても、威嚇くらいはできるかな。

　萌もえ花かさんは林の奥へと歩く。僕もすぐあとについて歩いた。

　小さな雑ぞう木き林ばやしのはずだけど、懐中電灯もない暗くら闇やみの中では広く感じられる。

「――ワッフル、いないわね……」

「ここには来てないのかな」

　暗いとはいえ、そんなに広い林じゃないはずだから、もしワッフルがいるならすぐ見つかると思うんだけど……。賢いワッフルのことだから、萌花さんの声が届いているなら、なんらかの反応があるはずだ。

　でも、ワッフルが、既に野犬にやられてしまったのだとしたら……。

　不吉な想像をしてしまい、僕は身震いしそうになった。

「ワッフル！　萌花さんが呼んでるよ！」

　想像を打ち消すように、僕は叫んだ。

「ワッフルっ！　お願いだから返事して！」

　萌花さんも両手を口に当てて叫ぶ。

　それでも、雑木林は不気味なほど静まり返って――

　ふいに、カサッと草を踏む音がした。

　人間の足音じゃない。もっと小さな――そして野蛮な足音。

「ワッフル!?」

　萌花さんの声と同時に、僕も足音のほうに振り返る。

「グルルルル……」

　声がした。犬のうなり声だ。

　――でも、ワッフルの声じゃない。重苦しくうなる、僕たちに向かって敵意を剥むき出しているような声。

　月明かりに反射して、両目が黄色く光っていた。

　シルエットの中で、乱れた毛並みが逆立っている。

　一匹の、体長数十センチほどの犬が、僕たちをまっすぐ睨にらみつけながらのそりのそりと歩いてきた。首輪はついてない。

　――野犬だ。看板に注意書きされていた、危険な犬……。

「ひ……」

　萌花さんが身をすくませ、小さな悲鳴を上げた。

「う、動いちゃダメだ。刺激しないで……」

　僕は萌花さんをかばうように立ち、野犬と向かい合う。

　野犬は値踏みするような目で僕たちを見つめ、軽く左右に行き来した。

「ほ、ほら、あっちいけ。シッシッ」

　僕は持っていた枯れ枝を両手に構え、軽く振ってみせた。

「グウウウゥ……」

　野犬は動じることもなく、少しずつにじり寄ってきて……

「グゥワッ!!」

　吠ほえ声を上げたかと思うと、一気に大きくジャンプした。

「うわっ！」

　僕は反射的に飛とび退のこうとして、後ろに立っていた萌もえ花かさんにぶつかってしまった。

「きゃっ」

　萌花さんの小さな悲鳴が聞こえ、バサッと草の中に倒れる音が響く。萌花さんに重なり合うように、僕の体も仰あお向むけに倒れた。

　野犬は僕のすぐ前をかすめ飛び、斜め横に着地した。すぐさま後ずさり、再び攻撃の機会をうかがうように間合いを取る。

「も……萌花さん、大丈夫……？」

　萌花さんが苦痛そうに荒く息をしている。――ケガしちゃったのだろうか？

　僕は身を起こし、野犬を睨にらみつける。まずは、この犬をなんとかしないと……。

「グウウウゥ……ガウッ!!」

　野犬が再度飛びかかってきた。

「く、来るなっ!!」

　慌あわてて枯れ枝を握り締め、無我夢中で横に大きく振った。

　バシッ！とムチ打つような音が響く。枯れ枝が野犬の腹を打ちつけたらしい。枝は乾いた音を立てて割れ、木片を飛ばしながら雑草の中に突き刺さった。

　野犬の体は横にはじかれ、地面に落ちて転がる。ズサッと鈍い音が響いた。

「グウッ！」

　しかし、大したダメージは与えていないらしい。野犬はすぐさま立ち上がると、再び間合いを取って倒れている僕たちを見つめた。

　野犬はじっと僕の顔を見つめたのち――きびすを返すと、林の奥へと戻っていった。

　僕は固まったように、野犬の消えた暗くら闇やみを見つめる。獣の足音も遠ざかり、今はもう、静かな虫の音ねが響き渡るばかりだ。

「行っちゃった……のかしら……」

　上半身を起こしながら、萌花さんが言った。

「なんとか、追い払ったみたいだね……」

　僕はようやく胸を撫なで下ろした。折れた枯れ枝を地面に置く。

　とにかく、無事に済んでよかった。僕は立ち上がりながら、萌花さんのほうを向いた。

「萌もえ花かさん、大丈夫？　ケガしてない？」

「痛いたっ……」

　萌花さんが小さく苦痛の声を漏らした。

「大丈夫!?」

「う、うん。――大したことないわ」

　暗くて、萌花さんの様子ははっきりとはわからない。声の調子からして大きなケガじゃなさそうだけど、ちょっと心配だな。

　突然僕のポケットで携帯が震えて、ついビクッとしてしまった。

　電話の相手は輪りん廻ね姫ひめさんだ。

『おっ、レイジか!?』

「輪廻姫さん？　そっちの様子はどう？　ワッフル、見つかった？」

『ワッフルなら今ここで、姫と一緒だぞ。今、お面屋の屋台におる。むしろレイジとモエカのほうが行方ゆくえ不ふ明めいだ！』

「見つかったんだ！　よかった。――萌花さん、ワッフル、見つかったってさ」

　萌花さんがホッと胸を撫なで下ろす声がした。

「まったく、ワッフルったらどこで遊んでたのかしら……」

「今、萌花さんも一緒にいるから、すぐ戻るよ。輪廻姫さんは、そこで待ってて」

　輪廻姫さんに言って電話を切る。

「僕たちも戻ろう。――萌花さん、立てる？」

　上半身を起こした萌花さんに向かって、手を差し出す。

　萌花さんも手を伸ばし、そっと僕の手を取った。

　そのまま萌花さんの手を引こうとしたとき……

　ヒュウ～と、遠く河辺から花火の上がる音が聞こえた。

　花火大会も佳境に入って、ひときわ派手な花火が上がっているらしい。

　直後、ドドドーンと立て続けに炸さく裂れつする花火の音が振動とともに響き……

　夜空に満開の光の花が咲いた。光は雑ぞう木き林ばやしの中にまで届いて、僕たちの姿を照らす。

　僕の目の前の萌花さんも、明るく浮かび上がって――

「うっ……」

　僕は一瞬、固まってしまった。

　照らし出された萌花さんの姿は……浴衣ゆかたが着崩れ、胸元が大きくはだけ、胸の谷間がくっきりと影を作っている。浴衣の裾すそも広がるようにめくり上がって、腰のところまで肌が見えていた。

　萌花さんの下着が剥むき出しになって……ブラジャーもパンツも、黒かった。

　紐ひもで結んだだけのような、かろうじて面積の小さい布が張ってあるだけのような……。

「ひ……」

　下着が丸出しなのに気づいて、萌もえ花かさんは真まっ赤かな顔で目を見開いた。

　固まる僕の前で花火の光が薄れ、萌花さんの姿は再び闇やみに溶けこんでいく。

「と、とにかく外に出よう。萌花さん、立てる？」

　僕は握っている萌花さんの手を引っ張った。

「あ、い、痛い……」

　立ち上がりかけた萌花さんが、小さなうめき声を漏らす。

「萌花さん!?　やっぱり、ケガしてるの!?」

「きゃっ」

　体から力が抜けたように、萌花さんは尻しりもちをついてしまった。

　握ったままの僕の手が引っ張られた。踏ん張ろうとするもバランスを崩し、僕は萌花さんに向かって、顔から突っこんでしまう。

「むぐぐ……」

　胸を草地に打ちつけ、ようやく僕の体は止まった。

　顔が何か、柔らかいものに押しつけられている。

「や、こ、孝こう一いち……くんっ……」

　萌花さんが小さな悲鳴を上げた。



    

  
    
      



    

  
    
      　この感触……。顔を、萌もえ花かさんの体にぶつけちゃったんだろうか……。

「ご、ゴメン……痛かった？」

　僕は地面についた両手に力をこめて、顔を萌花さんの体から引き離した。

　そのとき、再び河原のほうで大きな花火が打ち上がり、ドドーンという響きとともに、周囲が明るく照らし出された。

　僕のすぐ目の前にありありと浮かび上がったのは……

　半開きになった、萌花さんの白い両足……っていうか、太もも……。

　そのまん中にある、黒いパンツ……。

　細い紐ひもに、かろうじて小さな布が張りついただけのような、やたらと面積の小さなパンツ……。心なしか、うっすらと透けてるような気が……。

　いよいよ花火も最高潮なのか、絶え間ないほどに次々に打ち上げられる。何発もの軽快な破裂音がとどろき、周囲はいつまでも明るかった。

「ひ……」

　萌花さんは両目に涙を浮かべながら、口元を震わせて僕を見下ろしている。

「ち、ち、違う……違う……の……」

　萌花さんは小さく首を横に振りながら言った。まるで、いたずらを見つかって言い訳する子供みたいな口く調ちようで。

「ち、違うって……？」

「わ、わたし、別に、こんなパンツ、穿はきたいわけじゃなくて、あの、その……そうじゃなくて、その、わたしだって……勝負のときくらい、すごいの、穿くんだもん……」

「勝負の……とき……？」

「そ、そうよ……。勝負、なんだから……」

　萌花さんはごくりとつばきを飲みこみ、意を決したように言った。

「下着だけじゃなくて……浴衣ゆかただって、見てほしくて、着たんだから……」

「見てほしいって……誰だれに……？」

「き、決まってる……でしょ……」

　萌花さんはちょっと睨にらむような目で、僕を見た。

「えっ、も、もしかして……僕……？」

　萌花さんは答えず、ただじっと僕を見下ろしている。

「だけどどうして、僕に浴衣を？」

「――女の子は、いつもと違った服を見てほしいときだって、あるんだから……」

　いつもと違った服……。それを見てほしいときが、勝負のときってことなのかな。

「だけど、なんでパンツまで……」

「そっ、それは……だって孝こう一いちくん、こういうのが……好きって言うから……」

「ぼ、僕、いつそんなこと言ったの!?」

　すると萌もえ花かさんはちょっと口を尖とがらせた。

「言ったじゃない……。輪りん廻ね姫ひめさんと、ミライちゃんのイラストのパンツをどうするか決めてるとき。孝こう一いちくん、黒いほうがいいって……」

「あれは、輪廻姫さんに描き直してもらうのも悪いかなって思っただけで、好きとか、そういうわけじゃ……」

　萌花さんは疑わしそうな目で僕を見た。

「――ほんと？」

「ほんとだよ。別に僕、黒いパンツが好きだとか、そんなこと……」

「じゃあ、何色が好き？」

「なっ、何色って……」

「……白とか……ダメ……？」

「い、いや、ダメとか、そういうんじゃ……」

「そう……よかった……」

　萌花さんは恥ずかしそうに小さく笑った。

「よかったって、何が？」

「ううん。――孝一くん、それじゃ、こんなパンツ穿はいてるわたしなんて、嫌いよね」

「いや嫌いっていうかなんていうか……。ビックリしちゃったけど……」

「こんなパンツ嫌いだったら――孝一くん……」

　萌花さんはじっと僕を見つめた。

「脱がしても……いいよ……」

　――萌花さんの言葉の意味がわからなかった。なんて答えたらいいのかわからず、頭が空白になった。

　脱がしてもいいって……パンツを……？

「だって、こんなパンツ穿いてるわたしじゃ……イヤでしょ……」

「だからって、そんな、脱がすだなんて……萌花さんがかわいそうだよ」

「いいの。言ったでしょ、勝負だって。ねぇ孝一くん。――勝負、してもいい？」

「えっ？　し、勝負？」

　萌花さんが何を言ってるのか、さっぱりわからない。

「とにかく萌花さん、早く輪廻姫さんのところに戻らなきゃ」

　僕が立ち上がろうとすると、萌花さんが僕の手を引いた。

　ほおを膨らませて睨にらみつける。

「――立てないの」

「立てない？」

「サイズの合わないパンツ無理して穿はいたから、締めつけられて痛くて、立てないの」

「じゃあ萌もえ花かさんが起き上がれないのって、そのせい？」

「――パンツ脱がなきゃ、ここから動けない」

「動けないって、そんな……。じゃあ、僕、あっち向いてるから――」

「わたし、このままじゃ動けないから……孝こう一いちくん、お願い……」

「お、お願い……？」

「脱が……して……」

　そ、そんな……。僕が萌花さんのパンツを……。

「できないよ！　そんなこと、僕に、できるわけないよ……」

　萌花さん、パンツが締めつけて苦しくて、よくわからないこと言っちゃってるんだ。

　だったらパンツを脱いで楽になったほうがいいって思うけど……でも、僕が脱がさなきゃならないなんて……。

　せめて暗くら闇やみに戻ってくれればいいのにって思うけど、花火は派手に上がり続けている。

「ね……。早く……して……」

　萌花さんの懇こん願がんするような声。

　少しでも早く、萌花さんは楽になりたいんだ。

　こんなところでいつまでも、萌花さんを苦しませるなんてかわいそうだし……。

「わ……わかったよ……。萌花さん、楽にしてあげるから……」

　僕は小さくうなずいた。

　そっと萌花さんのパンツに目を向け、気持ちを落ち着けるように深呼吸する。

　それでも、浴衣ゆかたの間から覗のぞく萌花さんの肌を見て、僕の心臓は、ますますドキドキ高鳴って仕方ない。

　このままじゃ……心臓が爆発しちゃいそうだ……。

「じ、じゃあ、すぐ、済ませるからね」

「ん……」

　僕は両手を伸ばし、指を萌花さんのパンツの紐ひもに触れさせた。

　指先から入ったシルクのような肌触りが全身を駆けめぐったとき――

　ザッ、と、背後から不吉な物音がした。

　聞き覚えのある音に、僕も萌花さんもビクリと身を固まらせる。

　僕はおそるおそる振り返る。

「グルルルルル……」

　林の木の陰に、花火の明かりに照らされた野犬がいた。

　一匹じゃない。二匹……三匹……全部で五匹の野犬が、僕と萌花さんを見つめている。

　そのうちの一匹に見覚えがあった。さっき僕が追い払った野犬だ。

　仲間を連れて、戻ってきたんだ。

「や……やだ……」

　萌もえ花かさんが怯おびえた声を出す。

　浴衣ゆかたがはだけて肌を露出した萌花さんが噛かみつかれたら、大きな傷になっちゃう。

　なんとか守ろうにも、五匹もの野犬を相手にどうやって……。

　しかも萌花さんは、立ち上がることもできない状態だ。

「グウウウゥ……」

　野犬たちは僕たちに向けて怒いかりを露あらわにしたうなり声を出し、一歩、また一歩とにじり寄ってきた。

　殺意のようなものすら感じる。さっき追い払ったせいで、僕を強力な敵だと思ってるのかもしれない。

「萌花さん、じっとしてて」

　僕は萌花さんをかばうように立ち上がった。

　さっき置いた、半分に折れた枯れ枝を手に持つ。

「こ、孝こう一いちくん!?　危険よ！」

「大丈夫。別に狼おおかみじゃないんだ。なんとかなるよ」

　そうだ。あくまで野犬。噛みつかれたって引っかかれたって、死ぬことはないだろう。

　もちろん怖いけど……迷ってるヒマはない。とにかく今は、萌花さんを守ることだけを考えなきゃ。

　五匹の野犬は、僕たちの前方に立たち塞ふさがった。

「さ、さぁ、来るなら来い！　来なければうれしいけど……」

　短い枯れ枝を構える。こっちが抵抗さえ示せば、きっとまた逃げていくはずだ。

　だから、なんとか噛みつかれないように気をつければ……。

　そのとき、立て続けに上がっていた花火がやみ、周囲の明かりが急速に薄れていった。

「ま、まずい――」

　暗くら闇やみの中じゃ、相手の姿もよく見えない。しかも今は、五匹もいるんだ。夜目の効く野犬に襲われたら、ひとたまりもない。

　早く、次の花火が上がってくれ……。

　そんな祈りも空むなしく、うっすらとした月明かりの中、野犬たちのシルエットが――

「ガルルルッ!!」

　一斉にうなり声を響き渡らせ、僕のほうに飛びかかってきた。

　僕は、抵抗すらできなかった。さっきまでの意志はどこへやら、闇にまぎれた相手を前に足がすくみ、腕を振ることすらできない。

　野犬たちが一気に僕の体に迫り――

　突然、疾風のごとき風が僕の前を走り抜けた。

「バウッ!!」

　野犬たちが吹き飛ばされ、地面に叩たたき付けられる。

「な、なんだ……？」

　何が起きたのかわからず、僕は目を凝こらした。

　叩き付けられた野犬たちが起き上がり、風の吹いてきた方向に憎々しげな目を向ける。

　一斉に走り出し、風上に向かって飛びかかった。

「地ち龍りゆう風ふう列れつ斬ざんッ!!」

　叫び声と共に、地面から火山のように噴き上がる土煙の柱が野犬たちをはじき飛ばした。

　再度、野犬たちは地面に打ちつけられ、ふらふらと立ち上がり……

「きゃうんきゃうんきゃうんっ！」

　悲鳴のような鳴き声を上げて、五匹ともてんでバラバラに林の奥へと逃げていった。

「た、助かっ……た……」

　全身から力が抜け、持っていた枯れ枝を取り落とした。

　それにしても、いったい何が起きたんだろう。さっきの叫び声は……。

　暗くら闇やみの中、僕たちのほうに向かって人影が歩いてくる。

　一休止していた花火が再び上がり、林を照らし出した。

　僕たちの前に浮かび上がったのは……

「風かざ見み鶏どりさん……？」

　手に木刀を持った風見鶏さんが立っていた。

「あ、ありがとう。風見鶏さんが助けてくれたんだ」

「風見鶏流奥義を野犬相手に使ってしまうとは、わたしもまだまだ修行が足らんな。――しかし、やはり時任ときとうどのと三流木みつるぎどのであったか。表の看板に気づかなかったのか？　この雑ぞう木き林ばやしは野犬の縄張りで、不用意に入っては危険なのだぞ」

「風見鶏さんこそ、僕たちがここだって、よくわかったね」

「二人でこの林に入る男女がいたと聞いてな、まさか、も、『萌もえ』な行為にふけるのではないかと思って来たのだが……」

　風見鶏さんの眉まゆがヒクヒクと動き始める。

「い、いや、ワッフルを捜してたんだよ！　もしかして林に迷い込んだんじゃないかって。そしたら別の場所で見つかったみたいで、今は輪りん廻ね姫ひめさんと一緒にいるけど」

「……ではなぜ、三流木どのはあのような破は廉れん恥ちな格好で寝ている？」

　風見鶏さんは、キッと倒れてる萌もえ花かさんを睨にらみつけた。

　萌花さんが慌あわてて、はだけた浴衣ゆかたを直す。

「ワッフルを捜してたら、野犬に襲われて転んじゃったんだ！　それで萌花さん、パンツが締めつけら」

「わっっっ!!」

　萌もえ花かさんが僕の声をかき消すような大声を上げた。

「ちち、違うのよ。転んだ拍子に足をケガしちゃって……」

「……えっ？　足のケガ……？　だって萌花さん、僕にパンツ脱がせ」

「わぁっっっ!!」

　また萌花さんは真まっ赤かな顔で大声を出した。

「……どうしたんだ三流木みつるぎどの。さっきからうるさいぞ」

「い、いえ、わたし、足を擦りむいちゃったみたいなのよ。ね、孝こう一いちくん！」

「――まぁいい。とにかくケガをしたのなら、時任ときとうどの、歩けるように肩を貸してやれ」

「う、うん……。――萌花さん、立てそう？」

　僕は釈然としないものを感じながら、萌花さんに手を差し出した。

「なんとか……っ！」

　立ち上がろうとして、また萌花さんがうめいた。

　やっぱり、萌花さんは足にケガをしてるみたいだ。

　結局、僕は萌花さんを背に負おぶって歩くことになった。

「孝一くん、ごめんね……」

　僕の背中で、萌花さんが申し訳なさそうに言う。息が首筋にかかってくすぐったい。

「ううん、いいよ。それより、足のケガは平気？」

「ちょっと足首を擦りむいただけだから、すぐに痛みも引くと思うわ」

「まったく、花火大会でおんぶとは、実に、も、もも、『萌もえ』でけしからんが……ケガ人ならやむを得んか……」

　風かざ見み鶏どりさんは、今すぐ僕たちに斬きりかかりたくて仕方なさそうに震えている。

　それにしても萌花さん、なんでパンツ脱がせてなんて言ったんだろう……？



　僕たちは河原に設置された、花火大会の緊急医療用のテントに行き、萌花さんのケガを診みてもらった。幸いケガは大したことなく、擦りむいた箇所を手当てしてしばらくすると、萌花さんの痛みも引いて、歩けるようになった。

　それから、やっと僕たちは輪りん廻ね姫ひめさんと合流したんだ。

「こらレイジ！　モエカ！　いつまで待たすつもりだ！　姫はすっかり待ちくたびれたぞ！　ずっと花火見上げてたら首が痛くなったぞ！　た～まや～！」

「わ～ほほ～」

　片手に綿アメを持ち、もう片手に水風船のヨーヨーを持った輪廻姫さんは、僕たちと再会するなり文句を言った。

　隣にはワッフルがいて、頭にバルタン星人のお面を載せている。輪りん廻ね姫ひめさんに買ってもらったんだろう。

　――待ちくたびれた割には、ずいぶん楽しんでるように見えるんだけど……。

「わふっわふっ♪」

　ワッフルは、僕たちと一緒に来た風かざ見み鶏どりさんの顔を見るなり、しっぽを振ってトコトコ駆け寄ってきた。

　ワッフルと風見鶏さんって、夏休みの前半に伊い豆ずの島に行ったとき以来なんだな。

「ぬぉあっ！　――で、では時任ときとうどの！　わたしは花火大会の監視で忙しいのでな。い、いいか、くれぐれも、も、もも、『萌もえ』な行為などするではないぞ！　では！」

　言って、風見鶏さんは逃げるように人ひと混ごみの中へ去ってしまった。

　――風見鶏さん、犬が苦手なんだっけ。

「わふぅ？」

　ワッフルは、なんで風見鶏さんがいなくなったのかわからないような顔で座りこむ。

「もうっ！　ワッフルったらどこ行ってたの！　心配したでしょ！」

「そうだ輪廻姫さん、ワッフル、どこで見つかったの？」

「うむ。焼き鳥屋の屋台の前でよだれを垂らしながら、へばりついておってな。焼き鳥屋のオヤジが困った顔しとったから、姫が買い与えてやったのだ。もちろん焼き鳥代は、あとでモエカに請求するからな」

　よく見ると、輪廻姫さんの口元にも焼き鳥のタレがついている。

　ちゃっかり、自分も食べてるんじゃ……。

「ごめんね、輪廻姫さん。ワッフルが迷惑かけちゃって……。ほらワッフル！　こっちにいらっしゃい！」

　萌もえ花かさんが呼ぶけど、ワッフルはトコトコ歩いて輪廻姫さんの隣に戻った。

　輪廻姫さんが屈かがんで、手でワッフルの背を撫なでてやる。

「見よ！　ワッフルはモエカが相手してくれないから、すねとるぞ！」

「くーん」

　ワッフルは萌花さんに対して、ぷいっとそっぽを向いた。

「まったくもう……。ワッフルったらほんとワガママなんだから」

　腰に手を当て、萌花さんは困った子を見る母親のようにため息をついた。

「ペットは飼い主に似るって言うよね」

「――孝こう一いちくん、なんか言った？」

「い、いやなんでもないよ。――ワッフル、すっかり輪廻姫さんに懐いたみたいだなぁ」

　ワッフルは輪廻姫さんに撫でられて、うれしそうにしっぽを振っている。

　結局、花火大会の間ずっと一緒にいたんだもんな。

「輪りん廻ね姫ひめさんも、なんかうれしそうね」

　萌もえ花かさんがおかしそうに笑った。

　ワッフルを撫なでる輪廻姫さんの表情は、自分のペットを世話してるような顔だ。

　きっと忙しい輪廻姫さんにとって、いい息抜きになっただろう。

「そうだ萌花さん。今度また、輪廻姫さんも一緒に、どこか遊びに行こうよ」

「それ、いいわね！」

　萌花さんはうれしそうにうなずく。

「おぉ、それならレイジ、モエカ！　姫の学校の文化祭に来てくれ！　皆で人類の文明を称たたえる祭りに参加しようではないか」

「毎日準備のため登校してるもんね。輪廻姫さんも出し物とかするの？」

「うむ。姫は、所属している部活の催もよおしに参加する」

「輪廻姫さんって、なんの部活やってるんだっけ？」

「姫は、ピクチャーをクリエイトする部に所属しておるぞ。かっこいいだろう！」

　ピクチャーをクリエイトって……絵を描く部活のことなのかな。絵画部とか。

「それなら見てみたいけど……学校ってものすごいお嬢さま学校なんでしょ？　僕たちが行ってもいいのかな？」

「もちろんだ。姫がチケットを用意してやる。残念ながらペットは連れて行けぬが……」

「わふぅ……」

　ワッフルが残念そうに耳を垂れ下げた。

「そんな顔しないの。ちゃんと、おみやげ買ってきてあげるから」

「わふんっ！」

　萌花さんが言うと、ワッフルはうれしそうにしっぽを一振りした。

　そのときまた、河原でひときわ大きな花火が打ち上がる。

　僕たちはしばし仕事のことも忘れて、夜空の花火に魅入った。

　そうして、この夏最後の花火大会は終わっていったんだ。



　　　　☆



　花火大会の翌日、僕たち三人は、家のリビングで恒例になった打ち合わせをした。

　打ち合わせで僕は、寝床の中で練った案を萌花さんと輪廻姫さんに話したんだ。

「ミライちゃんのコスチュームを変えるってこと？」

「萌花さんが言ってた、ミライちゃん復活シーンの演出なんだけど――読者が気分を盛り上げるには、まず、主人公であるシロウの心が高揚することが大切だって思うんだ」

　花火大会で浴衣ゆかたを着た萌花さんたちを見て――僕は思った。

　女の子って、着てる服でこんなに印象が変わるんだなぁって。

「絶望の底にあったシロウは、ミライちゃんとの思い出の地を訪れるんだ。そのとき、突然シロウの前に、パワーアップして新しいコスチュームを着たミライちゃんが降こう臨りんするんだよ！　その姿はとても新鮮で神こう々ごうしくて、目を見張るばかりなんだ」

「なるほどね。視覚的な変化というのはわかりやすい要素だわ。ミライちゃんのパワーアップを強く印象づけることで、クライマックスの逆転劇を期待させられる……」

「萌もえ花かさんもそう思う!?」

「いいアイディアだわ。前にも言ったでしょ。復活シーンでは久しぶりにイラストを挿入して、視覚的な効果も狙ねらおうって。そこでミライちゃんが新コスチュームを着ているとなれば、ますます気分も盛り上がる……」

　萌花さんは編集者の顔になって、輪りん廻ね姫ひめさんのほうに向き直った。

「輪廻姫さん、新コスチュームのデザイン、今からお願いできるかしら」

「姫は新たなインスピレーションを得なければならんのだな。――心配するでない！」

　よかった。輪廻姫さんに任せられれば、僕も安心だ。

「――モエカ」

　ふと、輪廻姫さんが思いついたように言った。

「姫は思うのだが……その新コスチュームを、表紙のイラストにするのはどうだ？」

「表紙の……？　表紙でいきなり、新コスチュームを見せちゃうってことかしら？」

「ほれ、モエカは表紙のインスピレーションで悩んでおっただろ？　姫は前巻にも増して、素晴らしきコスチュームをデザインしてみせる。姫の至高のアートを見せれば、さぞや人々はレイジの文学に注目するに違いないぞ！　今こそ、姫と王子の王国をこの世に広く顕けん現げんせしめようではないか！」

　輪廻姫さんはなんだか陰謀を企たくらむ魔法使いみたいに両手を上げる。

「つまり輪廻姫さん、新コスチュームを表紙にすれば、書店さんの店頭で目立つに違いない、って言いたいみたいね」

「そうか……。輪廻姫さん、僕の本が売れるようにって思って、提案してくれたんだ」

　輪廻姫さんの言葉っていつも空想めいていて、わかりづらいけど……でも、僕たちの本のこと、考えてくれてるんだなぁ。

　イラストだって、文化祭の準備もあって忙しい中、一生懸命描いてくれてるし……。

「わたしも、いい表紙の図案、なかなか思い浮かばないし……。思いきって、表紙の図案を輪廻姫さんに任せるのも、いいかしら」

「そうだね……。きっとイラストに関しては、輪廻姫さんが一番よくわかるんだよ」

「じゃあ輪廻姫さん、一度、表紙のラフ案も描いてもらえる？」

　萌花さんが依頼すると、輪廻姫さんは力強くうなずいた。

「任せるがよいぞ！　今も姫の心で、ミライちゃんが語りかけておる！　必ずや素晴らしいアートが生み出されるであろう！」

「なんか、僕たちすっかり輪りん廻ね姫ひめさんに頼りっぱなしだね」

「何を言う。姫と王子が交わした約束ではないか。共に、二人の王国を築き上げようとな！　今こそ約束を果たすときが来たのだぞ！」

　二人の王国、か。

　でもきっとそれは、萌もえ花かさんも一緒の、三人の王国なんだ。三人、誰だれがいなくても完成しない本なんだ。

「ではモエカ、レイジ。姫はさっそく神のインスピレーションに身を委ゆだねるからな」

　輪廻姫さんは言って、さっそくアトリエ――というか、僕の部屋に歩くのだった。



　夜、今日もそろそろ寝ようと、僕はパジャマに着替えてリビングの明かりを消すと、すっかり寝床となったソファに横たわった。

　毛布を被かぶって目を閉じる。

　――キィ。静かに、リビングの戸が開く音がした。

　ハッとして目を覚ます。

「も、萌花……さん……？」

　薄暗いリビングに、パジャマ姿の萌花さんが入ってきた。

「ごめん、起こしちゃったかしら？」

「ううん、今寝ようとしたとこだから……。どうしたの？」

　萌花さんはちょっと困った顔で、ソファの前に歩いてきた。

　起き上がってソファの横を空けてあげると、僕の隣に腰を下ろす。

「輪廻姫さんのジャマになったら悪いから、部屋を出てきたの」

　萌花さんは輪廻姫さんと一緒に、僕の部屋で寝泊まりしてるんだ。

「輪廻姫さん、まだ、絵を描いてるの？」

「『無理しないでそろそろ寝ない？』って言ったんだけど、調子が出てきたって……」

「そうなんだ。――じゃあ萌花さん、寝られないね。他ほかに部屋、用意するよ」

　立ち上がりかけた僕の腕を取って、萌花さんは引き止めた。

「ううん、いいの。もうちょっとしたら輪廻姫さんも寝ると思うから、それまで――」

　僕はソファに座り直し……しばらく、二人とも無言になった。

　カチカチという時計の秒針の音だけが響く。

「ね、孝こう一いちくん。――夏休み、もうおしまいだね」

「そうだね……。なんか、あっという間だったなぁ……」

「夏休みが終わって、わたしたちの仕事も終わったら……また、元の生活に戻るのかな」

「元の生活？」

「輪りん廻ね姫ひめさんは家に帰って、わたしと孝こう一いちくんは、一人暮らしになって……」

　一人、か……。確かに、いつまでも三人の共同生活が続くわけじゃない。

　でもこの夏ずっと、賑にぎやかな日々が続いてたから……一人になる実感がわかない。

　こんなふうに聞いてくるなんて、萌もえ花かさんも同じ気持ちなんだろうか。

「ね……孝一くん……」

　萌花さんが、静かな声を出した。

　いつもの『萌もえ』で『エッチ』な『ラブコメ』を書きなさい！なんて叫ぶ、編集者の声じゃない。繊細で優しそうで、ちょっとさびしそうな、普通の女の子の声。

　萌花さんは薄暗い部屋でじっと僕を見て、顔を寄せてきた。

「これからもずっと、一緒に暮らそうか……」

「え……」

　萌花さんがますます顔を近づける。

　一緒……。ずっと、萌花さんと一緒……。

　こんなふうに、昼も夜も、ずっと隣に萌花さんがいてくれて……。

「孝一……くん……」

　気がついたとき、僕の両手は、萌花さんの肩に置かれていた。

　手のひらに、パジャマを通して、萌花さんの丸い肩のぬくもりが伝わってくる。

　柔らかくて、ふにふにしていて――

「萌花……さ……ん……」

　萌花さんの吐息が僕の唇をかすめ、僕のすぐ間近に、萌花さんの顔が迫って……

「ウララララアアアアアアアァァッ!!」

　突然の奇声に、僕と萌花さんはビクウウッ!!って、全身を強こわばらせた。

「な、何!?　輪廻姫さんの声だよね……？」

　僕が耳を澄ますと、廊ろう下かの向こうから断続的に、輪廻姫さんの叫びが聞こえてくる。

「輪廻姫さん、イラストの調子が絶好調なんだわ」

　あと一時間もしたら日付が変わる時間だ。まだ描き続けてるんだろうか。

「もしかしてイラストのスケジュール、遅れてるとか……？　ほら、輪廻姫さんって毎日文化祭の準備で登校してるじゃない。あっちも忙しそうだし……」

　最初のころは昼過ぎには帰ってきてた輪廻姫さんだけど、最近は、夕方になることもあったんだ。それでも、帰ってから『ミライちゃん』のイラストを描き続けているんだ。

「スケジュールは平気なんだけど、輪廻姫さん、すごく気合い入ってて。――でも、あまり根を詰めすぎるのもよくないわ」

　萌花さんが心配そうな顔になる。

「ちょっと、様子を見たほうがいいかしら……」

　僕と萌もえ花かさんは、輪りん廻ね姫ひめさんがいる、僕の部屋の前にやってきた。

「ウラアアアアァァッ!!」

　部屋の前に来たとたん、中からまた輪廻姫さんの奇声が響いてくる。

　扉をそっと開け、僕と萌花さんは隙すき間まから中の様子を見た。

　液晶モニターの前で、輪廻姫さんはタブレットのペンを大きく振り上げている。

「行くぞ！　ミライちゃん!!　射しや動どう体たいなんかに負けるな！」

　ペンをモニターに叩たたき付ける勢いで、激しく振っていた。

　――なんか輪廻姫さんオリジナルの設定が混ざってる気がするけど……。僕の小説に、射動体は出てこないんだ……。

「輪廻姫さん、一巻のイラストを描いてもらったときより張りきってる気がするのよ」

「へぇ……。どうしたんだろう」

　原稿料をはたいて高価な絵の道具を買ったり、毎晩夜遅くまで描き続けたり……。なんか、僕よりもがんばってるんじゃないかってほどだ。

「プロ意識に目覚めた……のかしらね」

　輪廻姫さんって、いつも空想めいたことばかり言ってとらえどころがないけど、責任感が強いのかもしれないなぁ。



　次の日――夏休み最後の日。輪廻姫さんはさっそく、ミライちゃんの新コスチュームのデザイン画を見せてくれた。

　リビングのテーブルに置かれた、Ａ４の紙にプリントアウトされたデザインイラスト。新しいバトルコスチュームを着たミライちゃんが、ラフな線と彩色で描かれている。

　ピンクのラインが鮮やかな新コスチューム。大きなリボンやフリルがアクセントになって、センスよくまとまっている。

「ほんとに強そうでかっこいいなぁ……。萌花さん、どう？」

「いいわねぇ！　ちゃんとこう、食いこみなんかもツボを押さえている感じよ！」

「……食いこみ？　萌花さん、食いこみって、なんの？」

「そりゃもちろん……って、何言わせるのよっ！」

　なぜか赤い顔になって怒る萌花さんだった。

「気に入ってくれてよかったぞ、モエカ、レイジ！　――こっちも見てくれ」

　輪廻姫さんは、もう一枚持っていた紙をテーブルに置く。

　やはりＡ４サイズの、プリントアウトされたイラスト。

「えっ、これは……なんの絵？」

　一目見て、思わず口ごもった。とっさに、言葉が出なかった。

　ラフ画にはとにかく何本もの線が細かく描かれていて、一瞬、何が描いてあるのかすらわからなかったんだ。

「表紙イラストのラフを描いたのだ。神のインスピレーションが強すぎて、描線が勢いづいてしまったがな。――よいか、この、まん中にいるのがミライちゃんだ」

　輪りん廻ね姫ひめさんは、ひたすら描きこまれたラフの中心を指さす。

　なるほど、イラストの中央、一番目立つ位置にミライちゃんらしい形が描かれている。

「この、手前で見上げているのがシロウ。そしてこの背後にいるのが、アンドロメダ・メトロと部下の三将軍だ。バックは廃はい墟きよのビルを描きこむ予定だぞ」

「廃墟？　でも別に、地球が廃墟になるわけじゃないけど……」

　小説のクライマックスで、地球に今巻の敵であるメトロの総攻撃が迫る。人類も滅亡かと思われたとき、ミライちゃんの復活が起こり、総攻撃を食い止めるんだ。

「これは地球ではなく、メトロの故郷を描いてみたのだ。イメージイラストのつもりなのだが……よくなかったか？」

　小説の設定では、メトロが地球を狙ねらう理由は、遠い昔に滅びた彼女たちの故郷に代わり、新たな住み家を求めていたためだ。そして小説の最後、ミライちゃんに負けたメトロたちは、遠いアンドロメダにある故郷を再生するため帰っていく……っていう筋書きなんだ。

「いや……。いい、それ、すごくいいよ！　ほら、小説はシロウの目線で書いているから、メトロの故郷がどんなところか、直接描写できなくて。ちょっと心残りだったんだ。――でもこんなふうにイラストに描いてもらえたら……うれしい」

　僕は改めて、表紙イラストのラフを見る。

　こうして輪廻姫さんの説明を受けた今なら、一枚の絵に描かれた世界が浮かび上がってくるようだった。

　なんていうか、この絵には……戦いも絆きずなも憎しみも許しも、全部表現されてるんじゃないかって感じがした。僕が小説一冊かけて書こうとしたことを、たった一枚の絵で描ききってしまってる気がした。

「じゃあ表紙の案も決まりね。――ただ……」

「萌もえ花かさん、何か不満でもあるの？」

「いえ、不満じゃないんだけど……このイラスト、相当な描きこみでしょ。輪廻姫さん、スケジュール的に大丈夫？　締め切りまであと十日もないけど、まだ残りのモノクロイラストと、カラーページ用のピンナップイラストも残ってるのよ」

　萌花さんの心配は、もっともだった。

　夏休みももう終わってしまうし、輪廻姫さんは毎日、文化祭の準備で学校に通っている。

「任せよ！　姫はアートの力で、レイジの文学を必ず皆に示してやるぞ！」

　頼もしい言葉だった。僕は、輪廻姫さんを信じていいって確信したんだ。

「大丈夫だよ、萌もえ花かさん。輪りん廻ね姫ひめさんなら」

「そうね。――それじゃあ、孝こう一いちくんは改稿の終わりまでもうあと一息、輪廻姫さんはこれから山場だけど、二人ともがんばって！」



　そうして輪廻姫さんのイメージに助けられ、僕は二巻で最も苦労したミライちゃん復活シーンの改稿を終わらせることができた。

　最後に改稿したシーンは、こんなふうになったんだ。

『――風が吹いて雲が流れ、大きな月が顔を出す。

　月が夜の闇やみを切り裂き、光を降り注がせる。

　立っている人影が、顔が、明るく照らし出された。長い髪が大きく揺らめいていた。

　神こう々ごうしく、力強く、忘れかけていた勇気と希望が結晶となって現れたかのように、彼女は、静かにたたずみ見つめていた。

　月明かりの中に浮かぶ、見たこともないコスチューム。ピンクのラインは鮮やかで、大きなフリルとリボンが美しく舞っている。

　それでも彼女の姿に、間違いはなかった。決して忘れることのない、大切な人だった。

　そこに立っていたのは――まぎれもなく、ミライちゃんだった。』



　　　　☆



「ふぁ～、眠いわ……」

　金曜日の朝、家の廊ろう下かですれ違った萌花さんは、大きくあくびをした。

　慌あわただしかった夏休みが終わり、僕たちはもう二学期に入っていた。学校が始まって数日、遅くまで寝てるわけにいかない。萌花さんも制服姿で眠そうな目をこすってる。

「萌花さん、大丈夫？　昨日遅くまで起きてたみたいだけど……」

　僕は改稿を夏休み中に終わらせて、原稿から解放されていた。でも萌花さんは新学期に入ってからも、原稿のチェックやイラストのチェックで忙しそうだったんだ。

「輪廻姫さんのカバーイラストとカラーページのイラストが完成したから、アトリエデップさんに送る準備してたのよ。それも終わって、次は校正が上がるのを待つ状態ね」

「アトリエデップさんって、ＤＴＰとかデザインをしてくれる会社……なんだよね」

　ＤＴＰってのは、僕の書いた文章を実際の本の体裁に整えることだ。

「そうよ。他ほかにも装丁も手がけていて、本のカバーもデザインしてもらってるの」

　じゃあこれから、僕の書いた文章や輪廻姫さんの描いてくれたイラストが、いよいよ本の形になるんだ。

「そうそう、孝一くん。上がったわよ」

　萌もえ花かさんは言って、持っていた一枚のＡ４用紙を渡してくれた。

　僕は紙に印刷されたイラストに目を落として――

「……すごい……！」

　言葉も出ないほど、魅入ってしまった。

　輪りん廻ね姫ひめさんが描いてくれた、『ミライちゃん』二巻の表紙イラストだ。

　最初に見たときはラフな絵だったけど、今はきちんと色まで塗られている。

　シロウもミライちゃんも敵のメトロも、いや、細かく描かれた脇わき役やくたちまでが生き生きと表現され、今にも飛び出してくるようだ。背景に描かれた廃はい墟きよのイメージには戦いの激しさと滅びの悲しさが同居して、物語の壮大さを感じさせる。

「輪廻姫さん、少ない時間でここまで描いてくれたのよ……」

　萌花さんもしみじみとイラストを見つめた。

「そうだ、輪廻姫さんにお礼言わなきゃ！」

　僕は絵を持って、輪廻姫さんがいる僕の部屋に駆け出そうとした。

「待って。――輪廻姫さん、まだ寝てるわ。深夜過ぎまで、この絵を描いてたの。だからギリギリまで寝かせてあげましょう」

「そうなんだ……。じゃ、起こしちゃかわいそうだね」

　夏休みが終わってからも、輪廻姫さんは忙しそうだった。

　新学期と、文化祭の準備の追い込み。学校から帰る時間は夜近くになってしまうのに、それからさらに、挿絵の残り作業にカラーピンナップのイラスト。

　そんなに忙しいにもかかわらずここまで描きこんでくれた、表紙イラスト。

「これなら……本屋さんで表紙を見た人、みんな驚くね」

「えぇ。売れる……必ず、売れるわ、わたしたちの本」

　僕はお礼の言えないもどかしさを感じながら、もう一度イラストを見つめた。

「それにしても、どうして輪廻姫さんのお母さん、イラスト描くのに反対するのかなぁ」

　そもそも輪廻姫さんが家出してきた理由は、将来イラストレーターになりたいという希望に反対されてケンカしたからだ。

「――輪廻姫さんのお母さんって、ファッションデザイナーなんだよね」

「井い中なかガネシャさんっていう、海外でも名の知れた前衛ファッションデザイナーよ。斬ざん新しんな服飾デザインを次々に発表して、注目を集めてるの」

「そんな人だったら、もっと輪廻姫さんのこと認めてもよさそうなのになぁ」

「むしろ、だからこそ見る目が厳しいとか……」

「輪廻姫さんってこんなに絵が上う手まいのに？」

「うーん……。もしかしたらお母さんって、輪廻姫さんがここまで絵が描けるって知らないのかしら。わたしだって、ここまで描けるんだってビックリしたくらいだし」

「ねぇ、萌もえ花かさん。もしいつまでも輪りん廻ね姫ひめさんがお母さんに認めてもらえなかったら、僕たちでお母さんのところに行かない？」

「わたしたちで輪廻姫さんの家に行くの？」

「この絵を見せて、輪廻姫さんってこんなに上う手まいんですよって、教えてあげるんだ」

「そうねぇ……。いいかもしれないわね。わたし気になってたのよ。わたしたちの仕事をしてもらったことが原因で、輪廻姫さん、お母さんとケンカしたんじゃないかって」

　僕たちが輪廻姫さんの絵を見せてあげて、こんなにもがんばってくれたんだって教えてあげれば――きっと、輪廻姫さんのお母さんだって認めてくれるはずだ。

　いや、いつか必ず、認めさせてあげなきゃ。

　僕はそう、心に誓ったんだ。

「それと忘れないでね、孝こう一いちくん。あさっては、輪廻姫さんの学校の文化祭なのよ」

「もちろん忘れてないよ。輪廻姫さん、文化祭の準備もがんばってたんだ。必ず見に行こう！」



    

  
    
      



    

  
    
      


　夏の暑さも薄れて、澄んだ青空の広がる、天気のいい朝だった。

　今日は輪りん廻ね姫ひめさんの学校で、文化祭がおこなわれる日だ。花火大会の日に約束したとおり、僕と萌もえ花かさんは文化祭に遊びに来たんだ。

　僕たちが住む町の駅前から、バスに揺られて三十分ほど。

「……輪廻姫さんの学校って、すごいんだねぇ」

　僕は目の前に広がる学校の敷地と建物を見渡し、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　まるでヨーロッパの古い屋敷かと思うほどの、古こ色しよく蒼そう然ぜんとしたレンガ造りの西洋建築物。三階建ての壁に出窓が並び、窓ガラスを秋の日ひ射ざしに反射させている。

「お嬢さま学校、とは聞いてたけど、こんなに風格ある場所とはね……。わたしたちの学校とは別世界だわ」

　萌花さんも僕の隣に立って、唖あ然ぜんとして建物を見上げていた。

　学校の敷地を、あちこちツタのからまる古びた塀が取り巻く。

　どっしりと構えた正門の脇わきに、大きな看板が立てかけられていた。

『第九十三回　私立ミシェル女学院文化祭』

　九十三回……。もう、百年近くもの伝統がある文化祭なんだ。

「わたしたち、制服着てきてよかったわね」

　僕も萌花さんも、休日だけど学校の制服を着ていた。私服にしようか迷ってたけど……こんな威厳のある学校だったら、制服で来たのは正解だったな。

「とにかく、中に入ろう」

　僕は萌花さんをうながして、正門のほうに歩き始めた。

　正門の脇に長机が置かれ、学院の制服を着た、長い髪の女の子が座っている。

　ちょこんと膝ひざをそろえて座り、いかにも大和やまと撫子なでしこって感じだ。

「ごきげんよう。お兄さま、お姉さま。このよき日に出会え、うれしゅう存じますわ」

　女の子は静かに立ち上がり、スカートの端をつまんで軽く持ち上げ、お辞儀をした。

「ご、ごきげんです……」

　僕はなんて返事をしたらいいのかわからず、へこっと頭を下げた。

「チケットを拝見しても、よろしゅうございますか？」

　受付の女の子は、両手のひらを僕の前に差し出した。

　輪廻姫さんからもらったチケットを渡す。青い紙に白しら樺かばの木がうっすらと描かれた、上品なデザインだ。

「それではどうぞ、文化祭をお楽しみください。わたしたちの学業の成果を、心にとどめていただければ幸いにございます」

「は、はい、お楽しませていただきます……」

　僕と萌もえ花かさんは正門をくぐり、校内の敷地に入る。

「なんだか緊張しちゃうね……」

「こんなに格式張った文化祭だなんて思わなかったわ。さすが名門お嬢さま学校よねぇ」

　校内の敷地に入ると、正門から校舎まで、まっすぐ石畳の道が伸びていた。

　左右には、白しら樺かばの並木に囲まれた芝しば生ふが広がっている。

　文化祭ってことで、大勢の人で賑にぎわっていた。半分くらいはこの学校の制服を着た女の子だ。やっぱり学校の生徒が一番多く参加してるんだな。

　他ほかにいるのは、この地域にある中学校や高校の制服を着た女の子たちだった。おしとやかな学院の生徒と違って、楽しそうに笑ったりはしゃいだりしてる。

「女の子ばっかりだなぁ……」

　もちろん中には、男の人や大人、子供の姿も見えるけど……人数はずいぶん少ない。

「女子校の文化祭だし、チケットがないと入れないものね。――わたしは来たの初めてだけど、中学生のころ、クラスの女子たちの憧あこがれだったのよ。この学校の文化祭って」

「女の子が憧れそうな、西洋チックな雰囲気だもんね。ほら見て」

　芝生を見ると出店が並んでいた。出店っていっても、花火大会のときみたいな屋台じゃない。芝生の奥に白い屋根のお洒落しやれな小屋があって、その手前にいくつもの、白い丸テーブルと椅い子すが置かれている。カフェテリアになってるんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　学院の生徒たちがテーブル席に座って、紅茶を飲みながら談笑していた。

「まぁ、たいへんおいしいお茶でございます」

「この味がおわかりになるとは、素晴らしい味覚の持ち主でいらっしゃいますわ」

　さすがお嬢さまともなると、日常会話まで上品なんだなぁ……。

　と、話し声を聞いていた僕の背筋に、ふいに悪お寒かんが走った。

「……どうしたの、孝こう一いちくん。ビクッとして」

「いや、なんでもないよ。あの話し言葉を聞いてたら、なーんか忘れてる気がして……」

「なーんかって？」

　上品なお嬢さま言葉……。でも、何も思い出せない。

「うーん……。気のせい、かなぁ……？」

「ヘンな孝一くんね。――それより、校内の様子をよーく目に焼き付けておくのよ」

「校内の様子？　どうしてさ」

「お嬢さま女子校なんて乙おと女めの園は男子禁制の場所。まさに『萌もえ』の楽園よ。『萌え』作家としては、女子校に入れるなんて、またとないチャンスなんだから」

「いや僕、ライトノベル作家ではあっても、『萌え』作家ってわけじゃ……」

　そんなことを話しながら、僕たちは校舎に向かった。

　輪りん廻ね姫ひめさん、学校ではどんな生徒なんだろう。

　僕は輪廻姫さんが口に手を当てながら、おしとやかに『ほほほほほ』って笑ってる姿を想像して……つい、鳥肌が立ってしまった。



「輪廻姫さんの部活って、どれかな」

　僕と萌もえ花かさんは校舎に入り、廊ろう下かの掲示板に貼はられた文化祭の案内図を見上げた。

　二館に分かれた三階建ての校舎。ほとんどの教室に、何らかの部活の名前が書かれている。その部が、展示をしているってことだ。

　舞台演劇部、日本画部、西洋絵画部など、なんだか本格的そうな名前が並んでいる。

「この学校はね、特にアート・美術系の部活動が活発なのよ」

　案内図を見上げながら、萌花さんが言った。

　他ほかにも近代漫画批評部とか、無声映画研究部とか、石せつ膏こう彫刻部とか、ちょっとマニアックそうな部活まである。

　運動部ももちろんあるけど、文化祭だからか部活動の展示ではなく、もっぱらカフェなどの出店を開いているみたいだ。

「輪廻姫さん『ピクチャーをクリエイトする部』なんて言ってたけど……」

「まったく輪廻姫語も困ったものよねぇ。部の名前くらい、ちゃんと教えてほしいわ」

「建築設計部じゃなさそうだし、写真現像部……って輪りん廻ね姫ひめさん、写真は撮らないよね」

　北側校舎の一階、二階と指さしながら、輪廻姫さんがいそうな名前の部活を探した。

　そして三階の一番端に……

「あ、『ピクチャーをクリエイトする部』って書いてある」

「……正式名称だったのね」

　僕たちは、案内図に示された教室を目指して階段を上った。

　いよいよ学校での輪廻姫さんに会えるんだ。

　こんなおしとやかなお嬢さまばかりいる学校で、どんなふうに過ごしているんだろう。

　――みんなと仲よくやってるのかな。周りから浮いたりしてなきゃいいけど。

　階段を上りながら、僕はつい、まるで輪廻姫さんの親みたいに心配してしまった。

「ここみたいだね」

　三階の端にある教室の扉の前で立ち止まった。閉まった扉に紅白のモールで飾りつけされ、部の名前が書かれた看板がかかっている。

「じゃあ萌もえ花かさん、入ろう」

「えぇ。――輪廻姫さん、いるかしらね」

　正門での受付みたいに、また粛々とお辞儀をされたらどうしよう。

　僕はちょっと緊張しながら、扉に手をかけた。

　扉を開けたとたん、びっくり箱のごとく、ウェイトレス姿の女の子が飛び出してきた。

「いらっしゃいませーっ！　『ピクチャーをクリエイトする部』、通称『ピクす部』にようこそ～っ！」

「ひっ！」

　僕は思わず後ずさった。

　こ、この子も……この学校の生徒なんだよね……？

　女の子は長い髪で緑色のカツラを被かぶっている。ツインテールっていうんだっけ。

　前に萌花さんに『「萌もえ」の中でも特に人気の高い髪型よ』って教えられたんだ。

「わたし部長の『発はつ熱ねつ』っていいまーす。部の後輩には『発はつ姉ねぇ』って呼ばれてまーす。特技は歌を歌うこと！　よろしくねっ」

　女の子……発熱さんは僕と萌花さんの背を押しながら、教室の中に案内してくれた。なんか、テンションの高い人だなぁ……。

　中は、僕たちの学校と同じくらいの広さの教室だった。黒板の隣には小さな戸があって、向こうが準備室になってるみたいだ。

　教室の机はかたづけられ、代わりにレストランみたいなテーブルが十脚ほど並んでいる。そのうち三つの席が埋まって、他校の女の子がサンドイッチを食べている。軽食屋さんになってるみたいだ。

　でも、とにかく目についたのは……壁中に貼はられたイラストの数々だ。どれもマンガのようなタッチで、女の子の描かれているものが多い。

「発はつ熱ねつさん、あのイラストは何？」

「ここのイラストは、ぜーんぶ部のメンバーが描いたイラストなんです！」

「じゃあ、ここってイラストを描く部なんだ」

「そうでーす。本日は軽食も出しますから、お食事しながらイラストを見てください！」

「萌もえ花かさん、ちょうどおなかも空すいてきたし、なんか食べてかない？」

「そうね。もうお昼前だものね」

「はいは～い、二名さまごあんなーい！」

　発熱さんが、僕と萌花さんをテーブルに案内してくれた。

　僕たちは窓際のテーブルについて、メニューを広げる。

「はいどーぞ！　わたし、発熱が考案した特製料理をたんと召し上がれ！」

「どれどれ……特製ネギ入りカレーに特製ネギ入りチャーハンに特製ネギサンド……」

「よろしければドリンクも一緒にどうぞ！　特製ネギコーヒーに特製ネギコーラ、特製ネギのだし汁ジュースもありますよ！」

「奇妙なメニューだね……」

「でも、写真はおいしそうよ。ほら見て」

　萌花さんが、メニューにあるカレーライスの写真を指さした。

　白いごはんとカレー。ソースの鮮やかなブラウン色といい、レストランの料理みたいだ。

　きっとネギの風味をスパイスにした、おいしい料理なんだろうな。

「じゃあ、カレーにしようかな。ドリンクは、お水でいいよ」

「わたしはチャーハンにするわ。これもおいしそう」

　発熱さんが、店の奥にいた、魔女の帽子を被かぶったメイドみたいな姿の女の子に叫ぶ。

「かしこまりましたぁ～。マリさ～ん、特製ネギカレーと特製ネギチャーハンお願いしまーす！　ゆっくりしていってね！！！」

　食事を待つ間、僕は改めて店内に貼られた数々のイラストを見回した。

　女の子のイラストだけじゃなく、男性を描いたものもあるし、ＳＦ風の建物が並ぶ光景が描かれたイラスト、リアルな動物が描かれたイラストもある。

「……みんな、けっこう上う手まいんだね」

　もちろんプロが描いたイラストほど……ってわけじゃない。でも僕は絵なんて描けないから、素直に感心してしまった。

「ありがとうございます！　わたしたち『ピクす部』では、描いたイラストをインターネットのＳＮＳに投稿して、全国のイラスト仲間と交流するのも目的なんですよ！」

「それじゃあ、発熱さんの名前もネットでのペンネームなのね。輪りん廻ね姫ひめさんと同じだわ」

「ご名答！　あれ？　お客さんたち、輪りん廻ねっちのお友だちさんですかぁ!?」

「うん。その……僕、輪廻姫さんがイラストを描いてくれる本の小説を書いてて……」

　すると、発はつ熱ねつさんが身を乗り出して目をキラキラさせた。

「うわっ、ウソ！　すご～いっ!!　今、輪廻っち呼んできますから！」

　発熱さんはタタタと、教室の隣にある準備室のほうへ駆けていく。

「輪廻姫さん、このお店のために、毎日登校して忙しそうにしてたのね」

　萌もえ花かさんがしみじみと言った。

　しばらくして、両手にカレーとチャーハンを持ったウェイトレス姿の輪廻姫さんが、発熱さんと一緒に準備室から出てきた。

「おぉ！　レイジ、モエカ、来てくれたのか！　姫はうれしいぞ！」

「輪廻姫さんも、文化祭のチケットありがとう」

「礼には及ばぬ。――ほれ、注文の品だ。よく噛かんで食せよ」

　輪廻姫さんがカレーとチャーハンをテーブルに置く。

　……いかにもレトルトっぽい色のカレー。しかもその上に、乱雑に刻んだ生ネギが山盛りになっている。

　萌花さんのチャーハンも、やっぱりネギが山盛りで緑色になっていた。

「なんか、メニューの写真と違うんだけど……」

　発熱さんは、ちっちっち、と人差し指を横に振った。

「サムネマジックです！」

「さむね……？」

「見本と実物が違って見えるなんて、よくあること！　気にしない気にしない！」

「違って見えるっていうか、全然別物のような……」

　僕はスプーンでカレーを一口すくって食べた。ザク切りの長ネギがごろごろしてる。噛むたびに生ネギの汁が口の中に広がった。

「ネギの風味が新鮮だね……」

「チャーハンってより、ネギをバリバリ食べてる感じだわ……」

　萌花さんはちょっと涙目になっている。

　僕は壁にかけられた数々のイラストを見回した。

「ところで、輪廻姫さんのイラストはどれ？」

「姫のアートは、ここにないぞ。部の代表として、コンクールに出展されておる」

「コンクールって？」

「文化祭のメインイベントとしてな、講堂で学院主催のアートコンクールが開かれているのだ。姫はずっと、コンクールのためのアートを描き続けてたのだぞ」

「部の代表なんだ！　すごいなぁ」

「輪りん廻ねっちは、今や部の英雄なんですよーっ！」

　発はつ熱ねつさんが身を乗り出した。

「なんてったって、プロデビューしたんですからっ！『ピクす部』でも輪廻っちのイラストの人気は急上昇！　もはやミクも東方もＢ★ＲＳも敵じゃありませんっ！」

「ず、ずいぶん強気ねぇ……」

「なんだとモエカッ！　姫にケチつけるとは、奈な落らくに落ちるがいいぞっ!!」

「い、いえ、ケチつけてるわけじゃないけど……」

「コンクールの優勝も間違いなし！　部の将来は、今や輪廻っちにかかってるんです！」

「部の将来って？」

　気になって、僕は聞いてみた。

「『ピクす部』は、まだ発足したばかりの部活で、活動予算も少ないんです。でもコンクールで優秀な成績を収めれば活動が評価されて、予算を増やしてもらえるんです！」

「じゃあ輪廻姫さん、責任重大なんだね」

「輪廻っち、学校に来てずーっと一人で、カンバスに向かってたんですから！」

　発熱さんが『お疲れさま』って言いたそうに、輪廻姫さんの肩を揉もみ揉みした。

「でもイラストの仕事と並行で、大変だったでしょう？」

「心配するでない、モエカ。今の姫は絶好調だ。大いなる神の加護が降り注いでおる。射しや動どう体たいの攻撃にもビクともせん」

　輪廻姫さんは自信満々に胸を張った。

　この自信はきっと――納得のいくイラストを描き上げた証拠なんだろうな。

「そうだ、これからコンクールの会場に行って、輪廻姫さんの絵も見に行こうよ」

　提案すると、萌もえ花かさんもうなずいた。

「賛成！　わたしも絵、見てみたい。――どうせなら輪廻姫さんも一緒に行かない？」

「むー。そうしたいところだが、姫は喫茶店の手伝いで大変忙しいのだ。夕方になれば当番の時間も終わるから、自由に動けるが……」

「せっかくだからみんなで見に行きたいよね。コンクールっていつまで開いてるの？」

「文化祭のメインイベントだから、最後までやっとるぞ。閉会前に受賞作の発表と表彰式がおこなわれるのだ」

「だったら、その表彰式に合わせて行くことにしない？　輪廻姫さんの晴れ舞台が見られるかもしれないし」

「いいわね。夕方くらいに集まって行きましょう」

　そうして僕たちは、輪廻姫さんの絵と表彰式を見に行く約束をしたんだ。

「あら～、どこへ行くんですの？」

　突然、後ろから声が聞こえた。

「どこへって、コンクールに……」

　僕が振り返って答えようとすると……

　むにゅっ。突然、顔中が柔らかいものに包まれる。

　誰だれかが僕の頭を包みこむように抱きかかえていた。

「ぶはっ……な、何!?　苦しいよ……」

　僕は顔を引き離した。

　……すぐ目の前に、制服姿の女の子の胸がある。

　ごくりとつばきを飲みこんで、見上げた。気の強そうな目が、じっと僕を見つめてる。

　特徴のある、縦巻きロールの髪型。

「孝こう一いちさん、わたくしのために、わざわざ文化祭にお越しくださったのですね！」

　目が合うと、女の子……二に刀とう華か撫なでさんは僕の横顔に手を添えたまま、にっこりと笑った。

　華撫さんは、二刀出版販売っていう出版取次会社の社長の一人娘だ。本の流通を担う、大きな会社だ。しかも将来の社長候補として、ライトノベルの流通に関かかわっているんだ。

　夏休みの前半、伊い豆ずの島にある華撫さんの別荘の屋敷でお世話になったのを思い出す。

「ど、どうして、華撫さんがここに……？」

「どうしてって、わたくし、この学院の生徒ですのよ？」

　すっかり忘れてた。言われてみれば、そうなんだっけ……。

「あっ、華撫お嬢さまいらっしゃいませー！」

　発はつ熱ねつさんが声を上げた。――華撫さん、学校でも『お嬢さま』って呼ばれてるんだ。

「ちょっと華撫さんっ！　いいかげん離しなさいよっ！」

　仇きゆう敵てきに出会ったような剣幕で立ち上がり、萌もえ花かさんは僕の横顔に触れていた華撫さんの腕を取った。

「あら。何か余計なものが見えますわねぇ。目の錯覚かしら」

　華撫さんはペシッと萌花さんの手をはたき落とし、目をゴシゴシこする。

「だーれが余計なものですってぇっ!?」

「いいですか、三流木みつるぎさん。この由緒正しき学院は、わたくしのような清せい楚そで気品あるお嬢さまにこそふさわしい舞台。あなたのような一般ピープルが足を踏み入れるべき場所じゃありませんのよ。おほほほほ」

「どこの誰が『清楚で気品あるお嬢さま』よっ！　言っときますけどね、孝一くん、華撫さんのことなんか、すーっかり忘れてたんだからねっ」

　華撫さんがギロッと僕を睨にらんだ。

　も、萌花さん、余計なこと言わなきゃいいのに……。

「あら孝一さん。わたくしのことをお忘れになるなんて、ありえませんよねぇ……」

「ももも、もちろん、もちろん忘れてないよっ！」

「よかったですわぁ。やっぱり孝こう一いちさん、わたくしに会いたくて、わざわざ来てくださったんですのよね！」

　華か撫なでさんが、がっしりと僕の両手を握る。

「むー、レイジとモエカにチケット渡したのは、姫であるぞ」

　見ていた輪りん廻ね姫ひめさんが不満げに言った。

「ああんもう！　言ってくださればチケットの百枚や二百枚、すぐにでも用意して差し上げましたのに！」

「いや、そんなにもらっても……」

「やっと会えたんですもの！　さっそく二人で文化祭を回りましょ！」

　華撫さんは僕の手首をつかんだまま、教室の外へと駆けていく。

「も、萌もえ花かさん、助けて……」

「待ちなさいっ!!　どこ連れてくのよっ！」

　萌花さんが走り出そうとしたとき……発はつ熱ねつさんが萌花さんの腕をつかまえた。

「特製ネギカレーと特製ネギチャーハンで千五百円でーすっ！」

　ニコニコしながらしっかり請求は忘れない発熱さんだった。



　　　　☆



　結局、萌花さんが支払いを済ませてる間に、僕は華撫さんに連れ出されてしまった。

　渡り廊ろう下かを通り、やっと華撫さんが立ち止まったのは、南側校舎の階段の踊り場だ。

「――ようやく二人になれましたわねぇ。さ、一緒に文化祭を楽しみましょ」

　華撫さんは、まるで舞踏会みたいな仕草で僕の手を取る。

　まぁいいか……。コンクールに行く時間は、まだ先だし。

「孝一さん、見て回りたい展示などありますか？　ご案内して差し上げますわよ」

「うーん、そうだねぇ……。華撫さんは、なんの部活に入ってるの？」

「わたくしは乗馬部ですが、運動部ですし、今回の文化祭には特に出展しておりません。ですからわたくしも一般参加ですの」

「華撫さん、乗馬部なんだ」

　ふと僕は、馬にまたがってうれしそうにムチ打ってる華撫さんを想像してしまった。

「他ほかに見て回りたいところっていってもなぁ……。何かオススメの部活とか、ある？」

「そうですわね、わたくしのオススメは……」

　華撫さんは上着のポケットから、折りたたまれた紙を取り出した。

　薄桃色の紙を広げると、どうやら文化祭の案内図が書かれたパンフレットらしい。

「案内図なら掲示板に貼はられてたのを見たんだ。どんな部があるか、だいたいわかるよ」

「いいえ、これはただの案内図ではありませんのよ」

　華か撫なでさんはニヤリと笑って、僕の前にパンフレットを広げた。

「文化祭の裏案内図ですわ」

「裏案内図……？」

　パンフレットを覗のぞきこむ。物々しいイバラの枠が描かれた、妙に怪しいデザインだ。

「選ばれた者にしか配られない、秘密のパンフレットです。――この学院には、公式に認可された部活動のほかに、非公式に活動する無数の『同好会』が存在するのです。そうした同好会が極秘に出展している場所が、余すところなく記されているのですわ」

　僕はパンフレットに書かれた同好会とやらのリストを見た。

『居眠り倶く楽ら部ぶ』『早弁競争理事会』『咲き乱れる百ゆ合りの花』『ムチ打ち愛好会』……。

「わたくしのオススメは、特にこの『ムチ打ち愛好会』ですわぁ。どうです？　今から二人で見学に行きませんか？」

　華撫さんは目をランランと輝かせた。

「い、いや、普通の部活動でいいよ……」

「あら、張り合いがありませんのね」

「――そうだ、聞いたんだけど、この学校って美術系の部活動が盛んなんだよね。学院主催のアートコンクールも開かれてるほどだって」

「そうですわ。アートコンクールは最初の文化祭のときから開催されてますから、九十年以上の歴史があるんです。歴代コンクールの入賞者から、プロの芸術家となった卒業生も少なくないんですの。毎年マスコミも取材に来るほど、注目を集めているんです。――コンクールが、どうかしましたか？」

「そんなに美術が盛んなら、本のイラストのことがわかる部活って、ないかな？」

「本のイラスト、ですか？」

「二巻を作りながら、いろいろ考えさせられることが多くてさ。僕もイラストに負けないような文章を書かなきゃって。――だから、勉強になるような展示はないかなって」

「そうですわねぇ……。イラストとは少々違いますが、グラフィックデザイン部などどうですか？　今年の発表は、本の装丁デザインがテーマだそうですし」

「装丁か……。面白そうだね。行ってみたいなぁ」

　そんなわけで、僕は華撫さんに案内されて、二階にあるグラフィックデザイン部の展示教室にやってきた。

　教室に入ると、中はいくつものブースに仕切られている。

　ブースの中央には小さな木の机があり、それぞれ一冊の本が置かれていた。どれも普通に本屋さんで売っている本だ。ハードカバー、文庫本、雑誌もある。

　左右と前方のブースの壁に、ポスターほどの大きさのデザイン画が、額に入って展示されていた。デザイン画にはそれぞれ、中央にある本のタイトルや著者名が描かれている。

「これは、なんの展示なんだろう？」

「実際にある本を基にして、グラフィックデザイン部の生徒が独自の装丁デザインをして発表してるんです」

　なるほど、あのデザイン画は、本の表紙としてデザインされたものなんだ。

　大きく展示されているから、すぐには気づかなかったけど、確かにタイトルロゴや著者名の表示は本の表紙を思わせる。小さくして本に貼はりつけたら、そのまま本屋さんに並べられそうだ。

　ブースの一つに、見覚えのある本があった。

「うっ……こ、この本は……」

　中央の机の上でライトアップされている文庫本。――百万部売れているというライトノベル『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』だ。

『一撃ファンタジー文庫』というレーベルから発売され、『天あま之の川がわ光璃ひかり』さんが著者の、アニメ化も決まったほどの大人気作品らしい。

　小説を書く参考にと、萌もえ花かさんに言われて一巻と二巻を読んだけど……思い出すだけで頭が熱くなっちゃいそうな、とにかくエッチな作品だった。

「部活動の題材にも使われるとは、さすがは今一番人気のライトノベルですわね」

　僕は近づいて、本をおそるおそる手に取った。

　タイトルは『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス　Ｌｏｖｅらぶ×３スリー　蠱こ惑わくのホワイト・スノゥ』。

　文庫本の裏表紙を見ると、小説のあらすじが書かれていた。



「身も心も溶かして、お兄ちゃん……」

　最愛の妹、愛ま菜なからバレンタインの愛のチョコを渡された純じゆん也やは、想いに応こたえるため、ホワイト・ディのプレゼントを探し求めていた。幼き日の愛菜との別れから十年、凍りついていた純也の心が解けかかった早春の日、氷結の人魚ブリザード・セイレーン・ホワイト・スノゥの歌声を聴いた愛菜は雪の結晶スノウ・クリスタルへと変えられてしまった！　天使の愛に体の芯しんまで癒いやされる、えっちさおーばーひーとな愛とぬくもりの神世界一大ロマンチックラブコメ叙事詩、愛の雪解けはＩ Ｌｏｖｅ☆Ｙｏｕ!!



　……やっぱりどんな話なのかイマイチ想像がつかないなぁ。

　もう一度本の表紙を向け、描かれているイラストを見つめた。

　背景は一面の雪原。白い羽の生えた女の子が仰あお向むけに横たわっている。ヒロインの『愛菜』だ。潤んだ目でまっすぐ正面――僕のほうを見つめている。

『愛菜』は裸で、大きな雪の結晶を抱きしめていた。胸や腰は結晶に隠れてるけど、ガラスのような表面に体のシルエットが透けて見える。

「なんか、巻を追うごとにエッチな表紙になってく気が……」

　頭がクラクラしそうだ。文庫本を机に戻し、周りを見た。

　この、本屋さんで手に取るのも勇気が入りそうな表紙を、グラフィックデザイン部の生徒が独自にデザインし直したポスターが展示されているんだ。

　三枚の、新しい『聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス』三巻の表紙が展示されている。

　正面に展示されているのは、絵画のような雪景色の表紙だ。タイトルロゴは黒字で、左側に縦書きで書かれている。派手なオリジナルのロゴに比べると、大人っぽくて落ち着いた印象だった。

「なんだか、本格的な西洋のファンタジー小説って感じだね。――こっちのほうが安心して買える気がするなぁ。この表紙にしたほうが、たくさん売れそうな気がするけど……」

「でも、中身のエッチさは変わりませんわよ」

「う……そりゃ、そうだけど……」

「――表紙にどんなイラストを使用するか。それだけでも本のイメージは大きく変わります。特に、店頭で初めて本を目にしたお客さまには、表紙のイメージはとても大切なんですのよ。表紙と中身のイメージがまるで違ってたら、困ってしまいますわ」

「なるほど……。西洋ファンタジー小説だって思って『愛らぶり～☆エンジェルス』を買ったら、中を読んで、びっくりしちゃうよね」

「それにむしろ、堅い本よりも読みやすくて面白い本がいい、と思うお客さまを、逃してしまいかねませんわ」

　――そう考えると、あのエッチっぽい表紙も、本の内容をよく表現してるんだなぁ。

　次に、右側に展示されている表紙を見た。

　一面真っ黒な紙に、白抜きでタイトルと著者名が書かれているだけだった。

「文化祭に間に合わなくて、手を抜いちゃったのかな」

「いいえ、これはこれで、考えられてデザインされてますのよ」

「そうなの？　だって絵も描かれてないし……」

「そのぶん、インパクトがありますでしょ」

　言われて、僕は改めて黒と白の表紙を見た。

　確かに、こんな表紙が本屋さんに並んでたら真っ先に目に留まりそうだ。シンプルなだけに、一目見たら忘れなさそうだし。

「白と黒という反対色を使用することは、人の目を引くのに役立ちます。また、黒の中の白というのも、なんとなく夜空の雪をイメージさせますでしょ。ちゃんと、小説の内容を踏まえた色づかいになっているんです。――あえて情報量を抑えて、印象的な要素を選び抜くことも、デザインなんですの」

「いろんな方法があるんだね。こっちは、どんなのだろう」

　僕は最後の、左側の表紙デザインを見た。

　マンガチックな少女のイラストが描かれた表紙。

　印象的なのは、女の子が手で書いたような、かわいらしい文字のタイトルロゴだ。

「なんか少女マンガみたいだね」

「これは、手描き風フォントを基に作製したロゴですわね」

「フォント？」

「パソコン上で使用できる『書体』のことです。――ちょうど、あちらに体験コーナーがありますわ」

　教室の片隅にある小さなテーブルに、一台のパソコンが置かれていた。

『デザイン体験コーナー』と、小さな立て札がある。

　華か撫なでさんはパソコンの前に立って、キーボードを打った。

　画面上の白紙に、縦書きで文字が表示される。

『　』

「本の文章のと同じだよね」

「これは『明朝体』と呼ばれるフォントです。フォントの中でも標準的な書体で、本の文章にも多く使われていますわね」

　思い返してみると、さっき見た西洋ファンタジー風の表紙のタイトルロゴも、この『明朝体』によく似ていた。繊細で格調ある雰囲気のロゴだったな。

　それから華撫さんは、またキーボードを売って隣に同じ文字を表示させた。

『　』

「これは『ゴシック体』というフォントです。どうですか、印象は？」

「なんか、明朝体より迫力あるなぁ。――ミライちゃんのタイトルなら、こっちのほうが似合ってるかも」

　さっき二番目に見た、黒白の表紙のロゴは、この『ゴシック体』に近かった。確かにあの表紙も迫力があった。

「そういえばこの『ゴシック体』もよく見かけるよね。確か『ミライちゃん』の背表紙のタイトルも『ゴシック体』だっけ」

「こちらも『明朝体』同様、多く使用される標準的なフォントですわ。――『明朝体』や『ゴシック体』の中に、さらにたくさんの種類があって、それぞれ線の太さや形が少しずつ違ってるんですのよ」

　華撫さんはもう一つ、文字を表示させる。

『　』

「こんなふうに、手描きのような形のフォントもありますのよ」

「なんかかわいらしい文字だね。あんまり、僕が書いてる『熱く燃える小説』ってイメージじゃないかも」

「あら、孝こう一いちさんは『萌もえ』で『エッチ』な小説を書いてるんじゃないんですの？　それならピッタリですのに」

「か、華か撫なでさんまで、萌もえ花かさんみたいなこと言わないでよ……」

「フォントには他ほかにも、何百という種類がありますわ。その中から選び出したものを基に、色や形を加工して、タイトルロゴが作製されることが多いのです。もちろん、デザイナーが一から描いてロゴを作ることだってありますわよ」

「でも、フォントが違うだけでも、ずいぶんイメージが変わるんだね」

「そういうことです。ロゴの形から色、イラストや文字の配置、そうしたものを組み合わせてデザインすることで、様々なイメージを持つ表紙が完成するんですの」

　表紙っていうと、ついイラストばかり見ちゃうけど……デザイン一つでも、大きく雰囲気が変わるんだな。

　それから僕たちは他のブースを見て、グラフィックデザイン部の展示室をあとにした。

「いや～、いろいろ参考になった気がするよ。考えてみれば僕も本屋さんで本を選ぶとき、無意識のうちに表紙のイメージを参考にしてたのかもしれないなぁ。この本なら僕に合いそうだなぁ、とかって」

「表紙というのは、本の世界観を表しているものですからね。一目で本の空気を読者に伝える、入り口のようなものですわ」

「ありがとう、華撫さん。面白かったよ。こんな展示なら、もっと見てみたいなぁ」

「そうですわねぇ……。何か、よさそうなのありましたかしら……」

　思い出すように考えながら、華撫さんは廊ろう下かを歩き出した。

　三つほど教室の横を通りすぎたところで、僕は一つの看板に気がついた。

　一番奥にある扉の横に、小さな立て看板が置かれている。

『前衛芸術部』と書かれていた。

　前衛っていうから、流行の芸術とか、そういうのだろうか。

「ねぇ華撫さん。あの、前衛芸術部ってところ、入ってみない？」

　すると華撫さんは立ち止まり、なぜか渋い顔をした。

「あそこですか……？　あの部は、やめておいたほうが……」

「どうして？　ほら僕、美術とか芸術とかうといから、こんな機会に勉強するのもいいかなぁって思って」

「でも、あの部は何かとよくない噂うわさが……って、孝一さん、お待ちになって！」

　僕は先に立って、前衛芸術部の扉を開けた。

　開けたとたん、そびえ立つ巨大なオブジェが目に入る。

　赤と青の太い針金がぐるぐる回りながら、天井までウネウネと、とぐろを巻いていた。台座には大きく『生命』と書かれたプレートが掲げられている。

「な、なんか、不思議な部活だね……」

　僕は『生命』に圧倒されながら室内に入った。

『生命』のすぐ隣には、笑ってタップダンスを踊ってる骸がい骨こつの模型が置かれていた。模型の台座には『死と再生』ってプレートが置かれている。

「前衛芸術部は、我が女学院の中でも得体の知れない部活として有名なんです。だから、入らないほうがって言いましたのに……」

　華か撫なでさんは踊る骸骨を気味悪そーに見つめながら、しぶしぶ僕のあとについてきた。

「ま、まぁ。これもきっと、表現の一つなんだよ」

　僕は『世界経済』と題された、金ピカに塗られたナウマン象の置物を見ながら言った。

「そのとおりでーすっ!!　この世のありとあらゆる有う象ぞう無む象ぞうを表現する芸術の力！　世の価値観を根底からくつがえす恐るべき表現力っ！」

　突然ハイテンションな声が聞こえて、僕と華撫さんは振り返った。

　学院の制服を着た、三人の女の子が立っている。教室の奥に準備室への扉があって、そこから出てきたらしい。前衛芸術部の部員たちみたいだ。

「って……発はつ熱ねつさん？　どうしてここに？」

　部員の先頭に立っていたのは、さっき輪りん廻ね姫ひめさんの部活にいた発熱さんだった。

「わたし、前衛芸術部の部長もかけ持ちしてるんでーすっ！　ここでは『爆ばく発はつ』って名前で呼ばれてます！　芸術は爆発だっ!!」

　発熱さんは華撫さんの顔を見るなり駆け寄って、ガシッと両手を握った。

「華撫お嬢さま、『ピクす部』のみならず、前衛芸術部にも足を運んでくださったんですね！　光栄ですっ!!」

「い、いえまぁ……孝こう一いちさんが見たいっておっしゃいますから……」

「前衛芸術部も毎年部員が減って予算を削られて、危機的状況なんですっ！　ぜひ、華撫お嬢さまのお力で部を救ってくださいっ！」

「お願いします！　華撫お嬢さま！」

　部員の女の子たちが、取り囲むように華撫さんに詰め寄った。

「そ、そうおっしゃられましても。わたくしにできることなど、何も……」

「いいえ！　華撫お嬢さまが我が前衛芸術部を応援してくだされば、入部希望者もうなぎ登りです！　――そうだわ！」

　発熱さんが、思いついたようにパンと両手を叩たたいた。

「華撫お嬢さまもぜひ、体験アートに参加してください！」

「た、体験アート？」

「はいっ！　華か撫なでお嬢さまの参加したアートとなれば、たちまち学院中の注目の的！　部の予算も倍増間違いなし！　さ、どうぞこちらへ！」

　発はつ熱ねつさんは華撫さんの腕を取り、準備室のほうへと歩き出した。

「あっ、ど、どこへ連れて行きますのっ!?」

　華撫さんはジタバタ抵抗するものの、三人の部員たちにずるずる引きずられていく。

　パタンと準備室の扉が閉められ、華撫さんは準備室に連れこまれてしまった。

　僕は奇妙なオブジェに囲まれながら、展示室に一人、ぽつんと取り残された。

『なな、何をするんですのっ!?』

　突然、準備室の中から華撫さんの悲鳴が聞こえてくる。

『や、やめ、やめてくださいましっ！　こら、パンツ引っ張るんじゃありませんっ!!』

　いったい、準備室の中で何が起こってるんだろう……。

　実にイヤーな予感がした。恐ろしいことが起きそうな気がした。

　このまま、前衛芸術部の部屋から逃げたほうがいいんだろうか。

　でも、一人で逃げ出したら、華撫さんを怒らせちゃいそうだしなぁ……。

「はいはーい、お待たせーっ！　華撫お嬢さま、こっちでーすっ！」

　発熱さんの声がして、部員の女の子たちと華撫さんが出てくる。

　発熱さんたち三人の前衛芸術部員に両手と肩をしっかりつかまれ、まるで連行される容疑者のように華撫さんが歩いてくる。

　制服をすっかり脱がされ、ビキニの水着に着替えさせられていた。やたら布面積の小さい、白い水着だった。

「華撫さん、何……その格好？」

「わ、わたくしが聞きたいですわよっ！」

　すっかり涙目になって、華撫さんは叫んだ。

「発熱さん、いったい、何するつもりなの？」

　発熱さんは奥の壁をビシッと指さす。

「あれです！　我が前衛芸術部、本年の最大の目玉作品！　『躍動する肉体』！」

　見ると、壁に高さ二メートルもありそうな、掛け軸のような和紙が貼はられている。

　白い和紙に、まだら色をした女の子の影が、スタンプみたいに押されていた。

『イェーイ！』って声が聞こえてきそうな陽気にジャンプした姿だ。

「人体からあふれ出る限りなき躍動のエネルギーを活写した新時代のアート！　ちなみにあそこにあるのはわたしのアートです！　名付けて『躍動する肉体・熱気』!!」

　……『魚拓』ならぬ、『女拓』って言葉が頭に浮かんでしまった。

　続いて発熱さんは、隣の壁に貼られている和紙を指さした。真っ白な和紙だ。

「さぁ、華か撫なでお嬢さま！　華撫お嬢さまの美しく優雅なお姿を、ぜひ永遠のアートへと昇華させてください！」

「なな、何を言うんですの!?　わ、わたくしが美しく優雅で気品に満ちあふれているのは事実ですが、とても前衛アートなんか似合いませんことよ。お、おほほほほ」

「――華撫さん。発はつ熱ねつさんは、気品に満ちあふれてなんて言ってないけど……」

「なんかおっしゃいまして？」

　華撫さんがギロッと睨にらんだ。こんなときまで見え張らなくていいのに……。

「まぁまぁ。とにかく、輪りん廻ねっちのお友だちさんも、ぜひご協力を！」

　発熱さんが僕の前に、どかっと大きなバケツを置いた。中にはまだら色に濁った、ドロッとした液体が入ってる。

「これも持ってくださいね！」

　発熱さんが丸太のような棒を投げて寄こした。僕は慌あわてて受け止め、抱きかかえる。

　なんだろ……？と思って見上げると、棒の先に毛の束がついている。

　――人の背丈ほどもある巨大な筆だった。

「こ……これってまさか……」

　僕は、壁にかけられた巨大な和紙と、バケツに入ったまだら色の液体と、大きな筆と、そしてほとんど裸みたいな格好の華撫さんを順に見回した。

「さぁ！　その筆で、塗料を華撫お嬢さまの体に塗りたくっちゃってください！」

「ひいっ!!」

　華撫さんが引きつった悲鳴を上げた。

「だ、ダメだよ！　こんな変なの塗ったら、華撫さんが……」

「大丈夫です！　この塗料は、我が前衛芸術部が化学部と協力して開発した、環境に優しく人体に無害な天然塗料！　もちろん遺伝子組み換えもしてません！　二十一世紀の芸術はエコロジーなのです!!」

　遺伝子組み換えって……。いったい、どんな原料で作られているんだろう……。

　僕は額に汗をかきながら、じっと謎なぞの液体を見つめた。

　逃げ出そうにも、華撫さんは発熱さんたち三人の部員に、体をしっかりつかまれている。僕一人で逃げ出すわけにいかないし……。

　でもこのままじゃ、華撫さんを離してもらえそうにない。

　僕は観念する思いで抱えた筆の先をバケツの液体に浸し……

「華撫さん……ゴメンっ!!」

　筆を持ち上げ、毛先を一気に華撫さんのおなかに押し当てた。

「ひゃぁううううううううぅぅっ!?」

　華撫さんの悲痛な悲鳴が、前衛芸術部の奇妙奇き天て烈れつなオブジェの間に響き渡った。

「す、すぐ終わるから……ガマンして、華か撫なでさん！」

　僕は筆を大きく上下に動かす。

　ペチャッとベタつく音が華撫さんの体から聞こえた。

「ひぁうっ！　な、なんですの、ぬ、ぬるぬるしてますわっ！　は……はうっ！　む、胸を撫なでないでっ」

　筆の先が動くたびに、華撫さんは全身をピクンピクンと痙けい攣れんさせ、真まっ赤かな顔でせつなそうな息を漏らしている。

　トロトロした液体が、華撫さんの体の表面を這はい落ちた。

「ね、ねぇ発はつ熱ねつさん、もうそろそろいいよね？」

「まだまだ全然ですよぉっ！　頭のてっぺんから足のつま先まで、ムラなく隙すき間まなく塗りたくってくださいっ」

「でも華撫さん、苦しそうだし……」

「限界まで突き進まねば、前衛たる芸術は生まれませんっ!!」

　僕はもうやぶれかぶれで、筆で円を描くように、華撫さんの体に走らせた。

「ひ、ひゃっ、ふ、筆の先が、み、水着の……中、中にっ……!!」

　華撫さんは両足を踏みならしてガクガクと震え、恍惚としたような悲鳴を上げ続ける。

　悲痛な思いで筆を左右に小刻みに動かしながら、液体を華撫さんの体に塗りたくった。



    

  
    
      



    

  
    
      「はううぅぅぅっ……、や、やめ、やめれ、くらはいいいいっっ!!」

　華か撫なでさんは絶叫するような声で叫び、激しく背筋をのけ反らせ……直後、力が抜けたようにぐったりとうなだれた。

「だ、大丈夫!?　華撫さんっ」

　僕は慌あわてて筆先を離した。全身にまだら色の液体を塗られた華撫さんは、両腕を発はつ熱ねつさんたちに抱えられ、すっかり上気した様子ではぁはぁと息をしている。

「準備オッケー！　それじゃあ、いきますよーっ」

　発熱さんが叫ぶと、部員たちが華撫さんの体を支え、まっすぐ壁の和紙へと向けた。

「せぇ――――のっ!!」

「ひっ…………」

　華撫さんが顔を引きつらせる。

「いっけええええええぇぇっ!!」

　発熱さんたちに思いきり背中を突き飛ばされ、華撫さんは一気に走り出した。

「ひいいいいいいいいいいいぃぃぃっっ!!」

　ビターン!!と教室の壁を揺るがす勢いで、華撫さんは真っ正面から激突する。

　潰つぶれたカエルみたいな格好で白紙に張りつき……ずるずると床に崩れ落ちた。

　あとに残されたのは、和紙に写し取られた、無様に両手足を広げた華撫さんの姿と、

「大成功～っ!!　『躍動する肉体・華の乱』の完成ですっ!!」

　歓喜に沸く発熱さんたちと、

「きゅうぅ……」

　床に伸びたまま目を回してる華撫さんだった。



「はうぅ……。ひどい目に遭いましたわ……」

「華撫さん、大丈夫……？」

　僕はぐったり背中を丸めて歩く華撫さんに声をかけた。心なしか、やっと着替えた制服までヨレヨレになってる。

　いつもの華撫さんなら僕を睨にらみつけそうだけど、怒る気力すらないみたいだ。

　体中に塗られた液体は洗い落とされたけど……まだちょっと髪についていた。

「あら～っ、時任ときとうさんに華撫お嬢さまではないですか～っ」

　ふいに、後ろから声をかけられた。

「あれっ、本もと谷やさん？」

　振り返ると、僕や萌もえ花かさんの同級生である、本谷真ま帆ほさんが立っていた。

　本谷さんの家は書店を経営していて、本谷さん自身もお店を手伝っているんだ。『ノベラーズＲＵＮ』というライトノベルの専門店で、もちろん僕の本も置いてくれている。

「本もと谷やさんも、文化祭に来てたの？」

「はい～。さっき着いたところなんです～」

　相変わらずのおっとりした口く調ちようで、ニコッと笑った。

「店の参考になるから、ぜひ一度見にいらっしゃいと華か撫なでお嬢さまに誘われまして～」

　華撫さんのお父さんは、本の流通会社の社長さんで、本谷さんの家は書店さんだ。だから二人とも、仕事上でやりとりする機会も多いんだ。

　ピンポンパンポ～ン。そのとき、ちょうど校内放送が流れた。

『間もなく、グラウンドにてアニメ・ゲーム文化研究部主催による、コスプレコンテストが始まります。参加の皆様は、グラウンド東側までお集まりください』

　コスプレ……。アニメやゲームのキャラクターをマネた服を着て、なりきることだ。

　昔の僕だったらわからなかったけど、萌もえ花かさんにいろいろ教えこまれたんだ。

「ちょうど始まるみたいですね～」

「――もしかして本谷さん、このコンテスト見に来たの？」

「今はどんなアニメやゲームが人気なのか、この目で確かめてみようと思いまして～」

「どうです？　孝こう一いちさんも、わたくしたちといらっしゃいませんか？」

　華撫さんが誘ってくれた。

　けど……。僕はちょっと考えた。そろそろ萌花さんたちと合流したほうがいいかなぁ。

　でも、萌花さんが今どこにいるかわからないし……それに、コスプレコンテストなんてあるなら、萌花さんも間違いなく来そうだ。

「じゃあ、僕も行ってみようかな」

　僕は華撫さんたちと一緒に、グラウンドへと向かうことにしたんだ。



　　　　☆



　コスプレコンテスト会場であるグラウンドの東側に着くと、人でごった返していた。

　会場のまん中には特製ステージが作られ、周囲にたくさんの人が集まっている。多くは普通の私服や制服姿だけど、ちらほらと、派手なヨロイみたいな服を着たり、赤や青のカツラを被かぶったりした人たちの姿が目につく。

「さて、わたくしもこうしてはおられませんわ。参加の準備をしますので、孝一さんと本谷さんはゆっくりごらんになってて」

　そう言って、華撫さんはグラウンドの端にある更衣室に向かった。

「華撫さんもコスプレ大会に出るんだ……」

　本谷さんは物珍しそうに、会場を見回している。

　女子校の文化祭だから、コスプレしてるのも女の子ばかりだ。

「コスプレイヤーさんが大勢ですねぇ～」

「けど……みんな、露出度が高いっていうか……エッチな格好が多くない？」

　肩が丸出しで胸の谷間まで見えちゃいそうだったり、水着みたいな衣装で生足をさらけ出してたり……。

　目の前を、一人のコスプレイヤーが通りすぎた。

「ほ、ほら、今の子なんて、ズボンもスカートも穿はかずに歩いてたじゃないか。パンツが丸見えだよ。恥ずかしくないのかなぁ……」

「大丈夫ですよ～。パンツじゃないから、恥ずかしくないんですっ！」

「は、はぁ……？」

　よくわからないけど、コスプレの世界じゃ恥ずかしくないらしい。

「アニメのキャラクターも、露出度の高い衣装が多いですからね～」

「きっとアニメの絵を描いてる人も、萌もえ花かさんみたいな人に『萌もえ』で『エッチ』な『ラブコメ』を描きなさい！って言われてるんだろうなぁ……」

　僕は顔も知らない、アニメを描く人たちに、妙な親近感を覚えた。

「誰だれが誰に何を言われてるんですってっ？」

　コスプレに目を奪われていると、突然萌花さんの声がした。

　校舎から、萌花さんと輪りん廻ね姫ひめさんが歩いてくる。輪廻姫さんは制服に着替えていた。

「まったくもう孝こう一いちくんってば、どこにいるかと思えば、コスプレ見てたの？　――あら、本もと谷やさんも来てたのね」

「はい～。コスプレ大会を見学に来たんです～」

「本谷さんって輪廻姫さんとは初対面だっけ。――こちら、輪廻姫さん。『ミライちゃん』にイラストを描いてくれているイラストレーターさんよ。この学校の生徒なの」

「それはそれは、よろしくお願いしますです～」

「うむ、苦しゅうないぞ。遠慮せず姫に話しかけるがよい」

　萌花さんは、本谷さんと輪廻姫さんをそれぞれに紹介した。

「あ～ら、みなさんおそろいで。そんなにわたくしの華麗な姿をごらんになりたくて？」

　声に振り返ると、華か撫なでさんが戻ってきていた。

　胸元からおへそまで大きな切れ込みのある、真っ黒なボディスーツ。網タイツの足と、鋭いつま先のハイヒール。そして手には、長くて黒いムチ。

　華撫さんが好きな『ビシバ死コアクマさまっ』って小説のヒロインのコスプレだ。

　僕の脳裏にイヤ～な記憶が浮かび上がる。

　夏、伊い豆ずの島にある華撫さんの屋敷でお世話になったとき……。夜、コスプレした華撫さんに、足を舐なめなさいって迫られたときの記憶。

　僕は背筋に悪お寒かんを感じながら、華撫さんを見つめた。

「あぁん、イヤですわ孝こう一いちさんったら。そんなにわたくしが魅力的ですか？　もう、体は正直なんですから。――今回の衣装はコアクマさまのスーパーハイテンションバージョンなんですのよ。ほら、しっぽが二ふた股またにわかれてますでしょ」

　華か撫なでさんは身をくねらせながら、手に持った二股のしっぽで僕の鼻をくすぐった。

「ちょっと、華撫さん!?　いいかげん調子にのらないでくれる!?」

　萌もえ花かさんが間に割ってはいる。

「あら、そんなにカリカリしてどうなさったのかしら？　さては三流木みつるぎさん、わたくしがあまりに魅力的だから嫉しつ妬としてるんですわね」

「何が魅力的よっ！　変態女がよく言うわ！」

「へ、ヘンタ……。三流木さぁん、誰だれに向かってそのような口をお利ききになってるのかしらねぇ、おほほほほ……」

　むにっ。華撫さんが萌花さんの両ほほを思いきりつねった。

「誰に向かってれすって!?　きゃ、きゃなでさん、あなたに決まっへるへしょ！」

　萌花さんも負けじと華撫さんの両ほほをつねって引っ張る。

「負けおひみとは、醜いへすわ。ほういひさんは、わたふひにへろへろなんれす」

　二人とも何を言ってるのかわからないけど、僕のことで言い争ってる気がする。

　僕はそーっと二人から離れ、呆ぼう然ぜんと見ている輪りん廻ね姫ひめさんと本もと谷やさんのほうに向き直った。



    

  
    
      



    

  
    
      「じ、じゃあ僕たちは、あっちに行ってようか。二人とも取り込み中みたいだし……」

　忍び足で歩き出そうとすると、後ろから襟首をつかまれた。

「孝こう一いちくん。話は、まだ終わってないわよ」

「孝一さん。この女と白黒つけるまで、待っててくださいね」

　バチバチと視線に火花を散らせ、逃がしてくれそうにない萌もえ花かさんと華か撫なでさんだった。

　――そのとき、グラウンドのスピーカーから声が流れてきた。

『はいは～い、お集まりのみなさん、お待たせしました～っ！　ただいまより、ミシェル女学院文化祭、大コスプレ大会を始めま～す！　ドンドン、パフパフ～っ!!』

　見ると特設ステージで、司会らしい女の子がマイクを持って叫んでる。

　……って、あの子、発はつ熱ねつさん？

『司会はこのわたし、爆ばく炎えんの異名を持ち部費を自在に操る高貴なるアニゲー部部長、ファイアニングがお送りしますっ！　一本気なわたしに、惚ほれるなヨ!?』

　発熱さん、アニメ・ゲーム文化研究部の部長もかけ持ちしてるんだ……。

　観客やコスプレイヤーたちがステージの周りに集まっていった。

『ではでは～っ、コンテスト参加のコスプレイヤーのみなさんは、ステージに集合してくださ～い！　コンテストのルールはただ一つ！　生きるか死ぬか、のるかそるかのバトルロワイアル！　最後に笑う勝者は果たして誰だれかっ!?　優勝者には豪華賞品もあるよ!!』

「こうしてはいられませんわ。わたくしも参加しなくては。これも世に『コアクマさまっ』の魅力を知らしめるため！」

　華撫さんは意気揚々とした顔でステージを見つめ、それから僕を見た。

「ねぇ孝一さん。わたくしがコンテストで優勝したら、お祝いに今夜一晩、二人っきりで過ごしてくださいますか？」

「ちょっ!?　何を言い出すのよ！　孝一くんがそんなこと、するわけないでしょ!!」

　しかし華撫さんは、萌花さんに挑発的な目を向ける。

「ね～ぇ、孝一さん。一緒に過ごしてくださったら、わたくし、このコスプレ衣装で思いっきりおもてなしして差し上げますわ」

　それって、また足舐なめろとか言ったり、ムチで叩たたこうとするんじゃ……。

「一晩って、僕、そんなことできるわけ……」

「あら、さっき前衛芸術部でわたくしに何をしたか、お忘れじゃないでしょうね～」

　華撫さんがヘビみたいな目で僕を睨にらみつける。

「いいかげんにしなさいっ！」

　萌花さんが僕の腕を引っ張って、華撫さんから引き離した。

「――三流木みつるぎさん。くやしいのでしたら、正々堂々勝負したらどうですこと？」

「勝負って何よ」

「もちろん、コスプレ勝負ですわ。わたくしよりも孝こう一いちさんがメロメロになる魅惑的なコスプレをしてごらんなさい。ま、三流木みつるぎさんには無理でしょうけど」

「なぁんですってぇ？　言ってくれるわね。――面白いじゃない。そこまで言うなら華か撫なでさん、あなたの変態っぷりを思いっきりわからせてあげるわ」

　メラメラと闘志のオーラを燃え上がらせ、萌もえ花かさんはステージに向かって駆け出す。

「萌花さん、挑発されちゃダメだってば！」

　僕は慌あわてて萌花さんを追って、ステージの前に着く。

「孝一くんは黙ってて！　これは女の戦いよ！　発はつ熱ねつさんっ、わたしも参加するわ！」

　萌花さんが叫ぶと、発熱さんがステージから飛び下りて駆けてきた。

「わたしはファイアニングですっ！　過去の名前は捨てましたっ！　コスプレコンテスト参戦ご希望ですね!?　ここにも命知らずな無法者がまた一人!!」

　発熱さんは、ステージの脇わきに置かれたハンガーラックを指さした。ラックには何着もカラフルなコスプレ衣装がかけられている。

「ただいまならこちらのコスプレ衣装を特別無料レンタル中！　特にこの……」

　ハンガーラックのそばに立っていた、アニメ・ゲーム研究部の部員らしき女の子たちが、一着の衣装を手に取り大きく広げた。

「聖セイント!!　愛らぶり～☆エンジェルス・天使降誕バージョンがイチオシですっ!!」

「なっ……」

　衣装を一目見て、萌花さんは真まっ赤かな顔で絶句した。

　それは服っていうか……水着だ。真っ白なスクール水着に、大きな羽がついている。

　真っ白なスクール水着って……ただ露出度の高い水着より恥ずかしいような……。

「こ、これを……着るの？」

　勢いこんでた萌花さんも、ちょっとタジタジとなった様子だ。

「はぁ～、よくできてる衣装ですねぇ～」

　僕たちのあとから駆け寄った本もと谷やさんが、感心したように衣装を見つめていた。

「あらぁ、三流木さん、着こなす自信がないのかしら？」

　隣で、華撫さんが勝ち誇った笑みを浮かべる。

「そ、そんなことないわ。――見てなさいよ。わたしのほうがよっぽど魅力的にコスプレできるって、示してあげるんだから」

　萌花さんは意を決したように、水着みたいなコスプレ衣装に手を伸ばす。

「も、萌花さん……。ほんとに、そんな服着るの……？」

　発熱さんの手から受け取ろうとして――ふいに、萌花さんは手を止めた。

「…………やめた」

　つぶやいて、コスプレ衣装に背を向けたんだ。

「やーっぱり自信がないんですのね」

「ほら華か撫なでさん。ステージに行かないと、コンテストに間に合わないわよ」

「――ま、いいですわ。孝こう一いちさ～ん、優勝したら、約束ですわよ～♪」

　華撫さんは僕に投げキッスをしながら、ステージ脇わきの参加受付に歩いていった。

『おぉっとこれは残念！　参戦する前から棄権者とは、波乱の幕開けかぁ～っ!?　しかし地獄の戦いは容よう赦しやなく続くっ!!』

　マイクに向かって実況しながら、発はつ熱ねつさんはステージの上に戻った。

「萌もえ花かさん、どうしたの？　急に心変わりしたみたいだけど……」

「――考えてみれば、華撫さんが優勝できなければ済む話だもん」

「そりゃそうだけど……」

　すると萌花さんは、僕の隣に目を向けた。

　輪りん廻ね姫ひめさんが立っている。さっきから口数も少なく、じっとステージに立つコスプレイヤーの人たちを見つめている。さびしそうな顔に見えた。

「輪廻姫さん、コスプレとか興味ないのかな？」

　そのとき、僕はハタと気がついた。

　いないんだ。これだけのコスプレイヤーがいても、中に一人もいない。

　――ミライちゃんのコスプレをしてる人が。

「もしかして萌花さん、輪廻姫さんのために……」

「わたしが心から理解できるキャラクターは、ミライちゃんたちだけ。自信持ってコスプレできるキャラは、ミライちゃんだけよ。――そうよね、輪廻姫さん」

　萌花さんが輪廻姫さんに笑いかける。

　輪廻姫さんは振り返り……

「むろんだ。姫も、モエカは誰だれよりもミライちゃんの理解者であると認めておるぞ！」

　そうか……。そうだよね。

　僕たちは他ほかのどんなキャラクターより、まず、ミライちゃんたちのそばにいるんだ。

　でもやっぱり、他のみんながミライちゃんのコスプレをしてくれたら、うれしいな。

　僕は、ちょっと笑顔を取り戻した輪廻姫さんに言った。

「ね、輪廻姫さん。――いつかみんながコスプレしてくれるよう、がんばろうね」

「そうだな。――姫とレイジの約束だ！」

　そのとき周囲で、一斉に歓声が沸き上がった。

『ついにキタ――ッ!!　我らが学院きってのお嬢さま、華撫お嬢さまの登場だぁ～っ!!』

　ステージに上がった、十人ほどのコスプレイヤーの中を、コアクマさま姿の華撫さんが歩く。モデルのようにポーズを取った姿は、周囲の視線を独り占めにしていた。

「きゃーっ、華撫お嬢さまーっ!!」

「こっち向いてくださーいっ!!」

　たちまち会場が黄色い声援と悲鳴に包まれる。他ほかのコスプレイヤーたちはすっかり萎い縮しゆくした様子で、眩まぶしそうな目で華か撫なでさんを見つめていた。

「ま、まずいわね……。なんか、華撫さんが優勝しそうな勢いじゃないの」

　萌もえ花かさんが不安そうにステージ上を見つめる。

「ひ～っ」

　突然、ステージ脇わきから弱々しい悲鳴が聞こえた。

「は～い、参加の方はこちらでーす」

　見ると、さっきハンガーラックのそばに立っていたアニメ・ゲーム文化研究部の部員たちに引っ張られて、本もと谷やさんが壇上に上げられていた。

　いつの間にか本谷さん、愛らぶり～☆エンジェルスのコスプレ衣装を着ている。

　真っ白なスクール水着の背中で、大きな羽が揺れていた。

『これはぁ!!　華撫お嬢さまの独走に待ったをかけるべく、新たな参戦者だぁ！』

　壇上に上げられた本谷さんは、真まっ赤かな顔で涙目になって、ぷるぷる震えていた。

「ひゃあ！　わたしコスプレイヤーじゃありませ～ん。衣装がよくできてるなぁって、見てただけですぅ！　ここ、どこですか？　なんでわたし、着せられたんですかぁ？」

『な、なんだこの破壊力はっ!?　嗜し虐ぎやく心をそそる至高の涙目っ！　今度はメイド服やバニースーツも着せてみたいぞっ!!』

「ひ～っ、勘弁してくださぁい～」

　本谷さんはたまらずステージから駆け下り、泣きながら更衣室のほうへダッシュした。

　……本谷さん、大丈夫かなぁ。

『愛らぶり～☆エンジェルもまさかの敗退かぁ!?　華撫お嬢さまにかなう相手は、どこにもいないのか？　地球はコアクマさまの手に落ちてしまうのかぁっ!?』

　会場はすっかり、華撫さんへの声援で埋め尽くされていた。

「きゃあっ、お嬢さまがおしりを振りましたわぁっ！」

「胸が控えめなところが最高っ!!」

　熱気に煽あおられた声援が華撫さんを包みこむ。

　今や、会場中の視線が華撫さん一人に集中していた。

「こ、こうしてみると……この服、ちょっと、恥ずかしいですわね……」

　さっきまで余裕の笑顔だった華撫さんも、あまりの声援に気け圧おされたのか、戸惑ったように顔を赤らめていた。両手で隠すように、大きく開いた胸元を押さえている。

「み、みなさん！　も、もう少し、落ち着いてくださいませ……」

「いや～んっ、華撫お嬢さまがしゃべったわぁっ!!」

　華撫さんの声も空むなしく、ますます熱狂の渦は広がるばかりだ。

「ほ、ほら、司会の方。もうよろしいんじゃありません？　わたくしが優勝ということで、早くお決めになって」

『つい華か撫なでお嬢さまに見とれてしまいましたぁ！　てへっ!!　それじゃ、華撫お嬢さまのコスプレが一番だと思う人は拍手だ～！』

　会場中から、割れんばかりの拍手が巻き起こり、恥ずかしそうにモジモジしてる華撫さんを包みこんだ。

『この大反響は文句なし！　本年度のコスプレ大会の覇者、並み居る強つわ者ものをものともせず頂点に君臨したコスプレ界の女王、その名は――』

「待つがいい！」

　発はつ熱ねつさんの司会を止める声がした。

　声援にわいていた会場内が、たちまち水を打ったように静まり返る。

　――いつの間にか輪りん廻ね姫ひめさんがステージに上がり、華撫さんに向かい合っていた。

『こ……これは、新たな参戦者かぁっ!?　なんというどんでん返し！　し、しかし輪りん廻ねっち、いくら輪廻っちでも、コスプレしなきゃ参加できないぞぉーっ!?』

　輪廻姫さんは動じることなく、ビシッと華撫さんを指さした。

「カナデのコスプレは、真のコスプレではないっ!!」

　突然の宣告に、会場内がどよめいた。

「な、なんですの……？　わたくしのどこが、コスプレでないとおっしゃるのですか」

「姫は……たった今、モエカに気づかされたのだ！」

「へっ、わたし？」

　ステージの下で、萌もえ花かさんが目をパチクリさせる。

「よいか！　真のコスプレに服などいらぬ！　必要なのは、キャラを愛する心のみッ!!」

　発熱さんが持つマイクを伝って、輪廻姫さんの言葉が会場中に響く。

　静まり返っていた観客席から、どよめきが上がった。

「服なんかいらないって……コスプレの否定だわ」

「でも……、愛する心が大切って、いいこと言ってるわよ」

　会場中の注目が集まる中、輪廻姫さんは高らかに宣言した。

「真のコスプレイヤーは、キャラになりきるもの！　恥ずかしく感じるのは、心からキャラになりきってない証拠っ!!」

「ふ、服がなくてもコスプレだなんて、詭き弁べんですわ。ねぇ、みなさん」

「カナデよ、ならばなぜ、そのコスプレをして恥ずかしがる!?」

「そ、それは、露出度が高いので、あんまり見つめられると、ちょっと……」

「違う！　カナデには、コアクマさまとやらの声が聞こえておらぬのだっ!!」

「で、では、あなたはこの服を着ても、恥ずかしくないとおっしゃるのですか？」

「むしろ服を脱ぎ捨ててこそ真のコスプレイヤー！　服を脱いでこそ、神より与えられし真のイマジネーションが表現できるのだ！」

　輪りん廻ね姫ひめさんは叫び、着ている制服に手をかけた。

「見よ、これこそ真なる姫の心！　パージッ!!」

　はぎ取るように輪廻姫さんは制服を脱ぎ捨てる。

　一瞬、会場の誰だれもが息を呑のんだ。

　服の下から現れたのは……全身にぐるぐると包帯を巻いた、輪廻姫さんの姿だった。

「包帯を巻いただけなんて……なんて、斬ざん新しんな姿かしら……」

　たちまち会場中の視線が輪廻姫さんに釘くぎ付づけになった。

「な、なんて格好ですのっ!?　は、恥ずかしすぎますわっ」

「恥ずかしくなどないっ！　さぁ、カナデも脱ぐのだ！　共に、心をさらけ出す無我の境地へと旅立とうではないか！　ほれ、脱げ！」

　輪廻姫さんは華か撫なでさんの衣装のしっぽをつかんで引っ張った。

「ひ、ひぃっ、引っ張らないでっ！　脱げて、脱げてしまいますうっ!!」

　華撫さんはずり落ちそうになる衣装を必死で押さえ、しゃがみ込む。

「こ、こんなとこ、わたくし、いられませんわぁっ!!」

　しっぽを振り払うと、涙目で逃げるようにステージから走り去ってしまった。

『おおおぉっとおおお！　華撫お嬢さまの棄権とはっ!?　これは、これはまさかの大逆転だぁっ!!　無敵に見えた華撫お嬢さまも陥かん落らく、最後に残ったのは……』

　発はつ熱ねつさんは輪廻姫さんの手を取り、高々と掲げた。

『輪りん廻ねっちの包帯コスプレだああぁ～っ!!』

　その瞬間、会場中が新たな歓声に沸き返った。さっきの華撫さんに向けられた以上の拍手の波が、会場を埋め尽くすほどに響き渡る。

「きゃーっ、こっち向いてくださーいっ！」

「なんてキャラのコスプレなのーっ!?」

　声援やカメラのフラッシュを浴びながら、堂々とステージに立つ輪廻姫さんだった。

「萌もえ花かさん。輪廻姫さんの格好って、コスプレだったの……？」

「……わたしに聞かないで」

　困った顔で答える萌花さんだった。
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「む～、姫はカナデに、キャラの声に耳を傾けよと教えてやっただけなのだがなぁ」

　思いがけず優勝賞品の携帯ゲーム機をもらって、輪廻姫さんはホクホク顔だ。

「輪りん廻ね姫ひめさんのあの包帯姿に勝てる人なんて、そうそういないわよ」

　萌もえ花かさんが少し呆あきれた口く調ちようで言う。

　輪廻姫さんの表彰式やら何やらがあって、僕たちがアートコンクール会場に向かったときには、すっかり夕方になっていた。

　学院の講堂に入ると、そこは賑にぎやかな文化祭とはうって変わって、まるで美術館みたいな厳粛な雰囲気だった。講堂内に仕切りが並べられ、区画ごとに作品が展示されている。

『絵画部門』とか『彫刻部門』とか『服飾部門』とか、様々な部門にわかれていた。

「みんな気合い入ってるわねぇ……」

『彫刻部門』に並べられた彫像を眺めながら、萌花さんがため息をついた。

　人物の全身像や、目が回るほど細かな装飾が彫られた彫刻。

「レベル高いコンクールって聞いてたけど、本当なのね」

　やがて『絵画部門』の区画に着いた。

　額に入った絵や大きなカンバスの絵が何枚も飾られている。

　飾られている絵の大半が、風景を描いたものだった。風景といっても様々で、商店街の大通りを描いたものから、田舎の山並みを描いたものまである。

　ふと、正面にある素朴な絵が目に留まった。『公園の思い出』と題された水彩画。誰だれの家の近所にもありそうな小さな公園と、そこで遊ぶ子供たちを描いたものだ。柔らかい色づかいで、見てて心地いい。

「みんな、風景画を描いてるんだね」

「今年のコンクールのテーマは、『故郷』なのだ。姫もかつて宮殿に暮らしてたころを思い出しながら、アートを完成させたぞ」

「輪廻姫さんの故郷って、どんなんだろう……」

　どのような『故郷』を描いたのか、見るのが楽しみでもあり、怖いようでもあるなぁ。

「輪りん廻ねっち～」

　輪廻姫さんを呼ぶ声がして、発はつ熱ねつさんが走ってきた。

「あれ、発熱さんも来たの？」

「あったりまえじゃないですかーっ！　輪廻っちの勇姿をこの目で見に来たんですよ！」

　輪廻姫さんの絵には、部活の予算もかかってるんだっけ。

「あ、あった！　あれが輪廻っちの絵ですよ！」

　発熱さんが壁の左のほうを指さした。僕たちは一斉に振り向く。

　――そこに、ひときわ大きなカンバスに描かれた、一枚の絵が飾られていた。

　カンバスの下には『前世の王国』という題名と、輪廻姫さんの……いや、本名である『井い中なかトメ子こ』さんの名前。

「はぁ……。よく描いたわねぇ……」

　萌もえ花かさんは感嘆したようなため息をついた。

　高くそびえる、くすんだコンクリートの建築物を見上げた光景。どこか外国の街並みのように思えた。

　細かいところまで描きこまれ、空や街路樹までしっかり手間をかけて描かれている。

　特別にリアルなわけじゃない。繊細なんだ。無数のビルや木や雲が、輪りん廻ね姫ひめさんならではの柔らかな描線で描きこまれている。それこそ、大きなカンバスを埋め尽くすほどに。

「これ、日本の景色じゃないわよね……？」

　絵を見上げていた萌花さんが聞いた。

「そういえば輪廻姫さん、ずっと前、子供時代はパリで過ごしたって言ってたっけ」

「そうだ。これこそ、姫がかつて暮らした、輝ける王国の姿なのだぞ！」

　じゃあこれはきっと、フランスの光景なのかな。

　フランスといっても、エッフェル塔とか凱がい旋せん門もんとか、わかりやすい観光地じゃない。どこかのうら寂れた街角。だからこそ、子供時代の輪廻姫さんが育った『故郷』なんだろう。

　――でも……。そのとき僕は、ふと思ったんだ。

『かつて暮らした輝ける王国』なんて言うわりには、この絵の光景は、ずいぶんさびしい。

　どうしてだろうと考えて、ふと思いあたった。

　この絵には、人の姿が描かれていないんだ。道路には車の影も、歩く人の姿もない。

　廃はい墟きよ……。そんな言葉が、一瞬、頭に浮かんだ。

「孝こう一いちくん！　何ボーッとしてるのよっ。もう表彰式、始まってるわよ！」

　気がつくと、萌花さんたちは先に歩いて、講堂の舞台前に向かっている。

　僕は急いで萌花さんたちを追いかけた。



　講堂の舞台前には、百人近くの人が集まっていた。ほとんどが学院の生徒たちで、コンクールの参加者らしい。舞台の脇わきには、大きなカメラを持つ新聞記者らしき人も見える。

　舞台の上では、数人のおじさんやおばさん、老人がパイプ椅い子すに座っている。

　コンクールの審査員の人たちだ。画家、デザイナー、写真家……。

　さすが、由緒正しきお嬢さま学校のメインイベントなんだなぁ。

『彫刻部門』『服飾部門』と、各部門ごとに一人ずつ審査員の人が進み出て、講演台の前に立ち、講評と入賞者の名前を読み上げていた。

　そして結果発表の最後が、いよいよ輪廻姫さんの出展した『絵画部門』だった。

　壇上に、有名な画家であるらしい、白い長ヒゲのおじいさんが立つ。

　輪廻姫さんを挟んで、僕と萌花さんはそれぞれ両隣に立っていた。すぐ後ろには、発はつ熱ねつさんもいる。画家の講評に静かに耳を傾けていた。

『今年も実に魅力的な作品がそろい、選考は大変難しゅうございましたが……』

「――なぁ、レイジ。長い間、世話になったな」

　ふいに、小声で輪りん廻ね姫ひめさんが言った。

「え？　どうしたの、輪廻姫さん。急に……」

「突然押しかけたりして、悪かったと思っとる。姫は、コンクールで入賞したら――家に帰るつもりだ」

「家に……？　でも、お母さんとケンカしてるんじゃ……」

「姫は母に見せつけてやるのだ。自分の進むべき道をな。――実はな、姫の母も、この学院の卒業生なのだぞ」

「へぇ、そうだったんだ……。でも、それがお母さんを説得する理由になるの？」

「母もかつて、このコンクールの服飾部門で優勝し、ファッションデザイナーを目指すきっかけとなった……と、話しておった。ならば、姫も優勝すれば……母は、姫がアートを追求する道を阻むことはできぬはず」

　輪廻姫さんはお母さんに、自分の絵の実力を示してみせようってしてるんだ。

　だからあれだけ力を入れて絵を描いていたんだ。

　輪廻姫さんは、自信満々だったんじゃない。必死で自信を持とうとしてたんだ。

「大丈夫だよ、輪廻姫さん」

　いよいよ入賞者の発表が始まる直前、僕は言った。

「お母さんは……ううん、みんな、誰だれだって、輪廻姫さんの絵を認めてくれるさ」

　そうだ。一生懸命絵を描いていた輪廻姫さんが、認められないわけがない。

「レイジ……。さすが、五百二十七巡前の生で姫のフィアンセであった、かつての王子。レイジの励ましは、何より姫の心に響くぞ」

　輪廻姫さんはニッコリ笑った。

　どうでもいいけど、五百二十七巡前だったんじゃ……って、あれ、合ってる？

　講評が終わり、入賞者の発表にうつる。まずは四人選ばれる『入選』だ。

　審査員の画家が、入賞者の名前を呼び上げた。

　一人目は――知らない名前だった。離れたところで、歓声が上がった。

　二人目は――やっぱり、知らない名前だった。

　三人目、四人目と続き……輪廻姫さんの、いや、井い中なかトメ子こさんの名前はまだない。

「こ、これは、もしかして……」

　僕は、思わず胸がドキドキ高鳴るのを感じてしまう。

　隣の輪廻姫さんも、ますます緊張した眼まな差ざしで壇上を見上げている。

　残るのは、あと一人。最も上位の賞である『特選』。

「輪廻姫さん、本当に、優勝しちゃうんじゃ……」

　画家がマイクに向かって、最後の受賞者を読み上げた。

　どこか遠くで、女の子の泣き崩れる音がした。

　悲しいんじゃない。――感激の泣き声。

　女の子は友だちに支えられて、壇上へと向かう。

　受賞者の名前に続いて、覚えのある題名がアナウンスされた。『公園の思い出』。

　僕の脳裏に、素朴な水彩画が浮かび上がる。

　――輪りん廻ね姫ひめさんの名前は、最後まで、読み上げられることがなかったんだ。

　コンクールの結果発表が終わっても、僕たちはそこに立ちつくしていた。

　輪廻姫さんは小刻みに震えていた。

　僕たちは誰だれも、輪廻姫さんに声をかけることもできないでいた。
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「ただいまー」

「あら孝こう一いちくん、お帰りなさい」

　玄関で靴を脱いでると、萌もえ花かさんが出迎えてくれた。

　文化祭の翌日。月曜日で、僕は学校から帰ってきたところだ。

「輪廻姫さんの具合、どう？」

「ずっと寝込んだままよ。ごはんもほとんど食べてないし……」

　萌花さんは輪廻姫さんに付き添って、今日一日学校を休んでいたんだ。

　僕と萌花さんはリビングのテーブルに座った。

「僕もなんとか、輪廻姫さんを励ましてあげられればいいんだけど……」

「今はそっとしておくほうが、いいかもね」

　リビングにいると、ゆっくり廊ろう下かを歩いてくる足音がした。

　戸が静かに開けられる。――輪廻姫さんが立っていた。

　パジャマを着たまま、病気にかかったように元気がない。

「輪廻姫さん！　大丈夫？」

「レイジ……。心配かけて済まないな……。姫は……平気だぞ……」

　萌花さんがテーブルの椅い子すを引いてあげると、崩れるように腰を下ろした。

「おなか、空すいてない？　何か食べるもの作るわよ」

　萌花さんの言葉に、輪廻姫さんは小さくうなずく。

　そんな輪廻姫さんの様子を見ながら……僕はちょっと安心した。

　まだ沈んでるけど、起きて、何か食べたいって思うくらいには回復したみたいだ。

「輪廻姫さん、コンクールのこと、気にする必要ないよ」

「そうよ。コンクールなんてエラそーな審査員が勝手に決めてるだけじゃない。――来月には輪りん廻ね姫ひめさんの絵が表紙になって、全国で売られるのよ。大勢の人が、輪廻姫さんの絵を見て本を手に取ってくれるの。賞なんかより、そっちのほうがよっぽど価値があるわ」

　輪廻姫さんはゆっくりと顔を上げ、僕たちを見回す。

「――そうだな……、レイジ、モエカ……」

　そのとき、萌もえ花かさんの携帯が震えた。

「あら――お父さんからね」

　萌花さんのお父さん――三流木みつるぎ出版の社長で、ミツルギファイヤー文庫の編集長だ。

「はいもしもし、萌花です。うん、お父さ……じゃなかった、編集長、何？」

　話の内容はよくわからないけど、出版のスケジュールについてらしい。校了の予定日が何日とか、そんな話をしている。

　初めは穏やかに話していた萌花さんだけど――だんだん、口く調ちようが不穏になってきた。

「うん……。えぇ……。それで……？　そ、そうなの。で、結果は……？」

　眉まゆをひそめて、不安そうにうなずいている。

「それ、どういうことよっ!?」

　突然萌花さんは、電話に向かって怒鳴った。

「だけど、そんなこと言われたって……ちょっと待って、話を聞いてよ！」

　三流木編集長に電話を切られてしまったらしい。萌花さんは携帯を睨にらみつけた。

「萌花さん……？　どうしたの？」

　聞くと、萌花さんは言いにくそうな顔で僕を……それから、輪廻姫さんを見た。

「輪廻姫さん、落ち着いて聞いてもらえるかしら。――今日ね、お父さん、表紙のイラストを受け取って確認したの。それで……なんか、不満だったらしくて――あ、気にしないで。お父さん、絵を見る目とか全然ないから。……だけど、表紙のイラストを変えろって言い出してて……」

　輪廻姫さんの表情がみるみる強こわばった。

「輪廻姫さんのイラスト、すごくいいじゃないか！　どうして変えなきゃなんないの？」

「――お父さんも、すぐにボツって決めたわけじゃないみたい。営業の新しん条じようさんに頼んで、イラストのコピーを持って、何軒か懇意にしていただいてる書店さんを回ってもらったんだって。新刊の表紙の反応を聞きに。そしたら……」

　萌花さんはうつむき、力の入らないような声で続けた。

「イラストを見た書店さんの反応も、あまりよくなかったみたいで……」

「よくないって、何が、どうよくないの？」

「ゴチャゴチャしてるから印象に残らない、とか、本の内容が想像できない、とか……」

「き、きっと、誰だれも、絵を見る目がなかったんだよ！」

「でも……これは、書店さんの反応なのよ！　毎日何百冊も本を取り扱って、売れる本も売れない本もたくさん見ている書店さんがそう言ってるのよ！」

　そう言われてしまえば、僕には反論できない。

　萌もえ花かさんが言うとおり、本屋さんならどんな本が売れそうか、僕たちなんかよりよっぽど身にしみてわかってるに違いない。

「どうして……。何が悪いんだろう……。あんなに力強いイラストなのに……」

　僕の言葉にも答えられず、萌花さんは唇を噛かみしめたままじっと考えこんで……やがて、ハッと思い至ったように、僕の部屋に向かって駆け出した。

「輪りん廻ね姫ひめさん！　パソコン借りるわよ！」

　それからしばらくして、またリビングに戻ってくる。

　萌花さんは手に、一枚の紙を持っていた。青ざめた顔をしていた。

「――こういう、ことだったのね……」

　萌花さんは震える声で言って、紙をテーブルに置いた。

　Ａ４サイズの紙に、輪廻姫さんの描いた表紙イラストが印刷されている。

　僕は一目見て――『ゴチャゴチャしてる』――そんな言葉が頭を駆けめぐった。

　そのとき見た輪廻姫さんのイラストは、確かにゴチャゴチャしてわかりにくかった。

　原因はすぐ思いついた。紙に印刷された絵が、小さすぎるんだ。今までみたいに、用紙いっぱいにプリントされてるんじゃない。二回り以上も小さく印刷されている。



    

  
    
      



    

  
    
      「萌もえ花かさん、こんなに小さく印刷したら、ゴチャゴチャするの当たり前じゃないか。元々描きこまれた絵なんだし……」

　僕は反論する。けど、萌花さんは青ざめた顔のままで――

「これ、文庫本のサイズなの」

　文庫本のサイズ――。

　僕はやっと気がついた。このゴチャゴチャしてるのが、本の実物大のサイズなんだ……。

　バタン！と、突然何かが倒れる音がした。

「輪りん廻ね姫ひめさんっ!?」

　萌花さんが、悲鳴にも似た叫びを上げる。

　輪廻姫さんは椅い子すから転げ落ち――床に倒れて、ガタガタと震えていた。



    

  
    
      



    

  
    
      


「単純なことだったの……」

　萌もえ花かさんはうつむきながら、声を絞り出すように言った。

　僕と萌花さんは、輪りん廻ね姫ひめさんが寝込んでいる僕の部屋に集まっていた。

　輪廻姫さんはベッドで、布ふ団とんを頭まで被かぶっている。

「大きなサイズでならよく見えても、文庫サイズに縮小したら、細かい部分の判別がつかなくなって、わかりづらい絵になってしまう……」

　萌花さんはくやしそうに、プリントアウトされたイラストを見つめていた。

「だけど『本の内容が想像できない』なんて……。このイラストには、小説のテーマが詰まってるじゃないか」

　僕はまだ、輪廻姫さんのイラストが不評だなんて信じられず、萌花さんに反論した。

「パッと見てわかりづらくても、じっくり見てもらえばいいじゃないか！」

「無名な出版社から出てる、無名の作家が書いた本の表紙を、どれだけの人がじっくり見てくれる？　書店さんに行けば、ライトノベルだけでも他ほかにたくさん、面白そうな表紙が並んでる。目移りしないのが難しいくらいに」

　冷静な萌花さんの声に、僕は反論できなかった。

　同時に、くやしかった。何日も何日もかけて書いた小説が、輪廻姫さんが毎日夜遅くまで描いたイラストが、一瞬で判断されてしまうなんて……。

「輪廻姫さんのイラストが悪いんじゃないの。――これは……わたしのミスよ。イラストの迫力に気を取られて、本になったときのことまで想像できなかった、わたしのミス。こんなんじゃ、編集者なんて名乗れないわね……」

　自じ嘲ちようぎみに言う萌花さんの握った拳こぶしが、少し震える。

「ごめんなさい！　お願い、もう一度、表紙のイラストを描いてもらえるかしら。――もちろん、もう一枚ぶんの原稿料は上乗せするわ。無理させちゃったから、多めに」

「…………」

　ベッドに潜ったまま、輪廻姫さんは何も答えない。

　コンクールでの落選に続いて、イラストの描き直し命令。

　繊細な輪廻姫さんのことだから……ずいぶん傷ついてしまったんだろう。

「そうだ、萌花さん、ピンナップのカラーイラストと交換するのはどうかな？」

　僕はふと思いついた。カラーピンナップは登場キャラクターが集合したイラストだ。

「ほら、あれなら表紙用に描いてくれたイラストよりシンプルだし、文庫本のサイズでもゴチャゴチャするなんてこと、ないんじゃないかな」

「それは、わたしも考えたわ。でも無理。ピンナップは左右両ページの見開きイラストで、キャラクター紹介も兼ねてるから、横長のレイアウトでしょ。無理に縦長の表紙に使おうとするなら、左右を思いきりぶった切らなきゃならない。さっき確認してみたけど、どうしてもシロウやミライちゃんの顔が、半端な位置で縦に切れてしまうの。――これじゃ、それこそ表紙の訴そ求きゆう力も何もあったもんじゃない」

　そう言われてしまえば、提案を撤回するしかなかった。

　僕だって輪りん廻ね姫ひめさんのイラストが、中途半端な形で世に出てほしくない。

「今度は、もっとシンプルなイラストでいいわ。気を楽に描いてくれていいの」

　すると、布ふ団とんがもぞもぞと動いて、輪廻姫さんが頭を出した。

　やつれたような目で萌もえ花かさんを見上げる。

「そのようなシンプルなアートで……レイジの文学は、世に、知らしめられるのか？」

「――心配しないで。もしイラストだけで力不足になっても、装丁のデザイナーさんが見栄えするように仕上げてくれるから」

　しかし輪廻姫さんは、再び布団を頭まで被かぶってしまった。

「姫は、アートの力を世に知らしめなければならん……。それが、姫の使命だ……」

「輪廻姫さんっ！　起きて！　お願いよ!!」

　萌花さんは布団の上から、輪廻姫さんの体を揺さぶった。

「ねぇってば！　本の表紙は、輪廻姫さんの作品発表のためにあるんじゃないのよ！」

　しかし輪廻姫さんは、石になってしまったように動かない。

「姫には……もう、ミライちゃんの声が……聞こえぬ……」

「…………っ!!」

　布団を睨にらみつけ……萌花さんは立ち上がり、大おお股またで部屋を出てしまう。

「萌花さんっ！」

　叫んでも、萌花さんは耳に入らないかのように、扉をバタンと閉めてしまった。

　どうしよう……。このままじゃ、輪廻姫さんだけじゃなく萌花さんまで……。

「輪廻姫さん、ゆっくり休んでていいからね」

　ベッドのそばでささやくように言うと、萌花さんを追いかけて廊ろう下かに出た。

　萌花さんはリビングにいた。テーブルの椅い子すに座って、両手で携帯電話を握り締めている。――その手が、少し震えていた。

「萌花さん……？」

　僕が声をかけると、萌花さんはうなだれたようにして携帯電話をテーブルに置く。

「あ、ごめん。電話かけるとこだった？」

　しかし萌花さんは答えない。なんか、様子がおかしかった。

「――萌花さん、どこに電話するつもりだったの？」

「代わりのイラストレーターさんに、依頼するの。表紙だけ描いてくださいって。――もう時間もないから、早くしなきゃ……」

　萌もえ花かさんは、また震える手で携帯電話を持った。

「ま、待ってよ！　それじゃ、輪りん廻ね姫ひめさんは!?」

「だってしょうがないでしょ！」

　怒鳴って僕を睨にらんだ。目に、涙が浮かんでいた。

「わかってる……。わたしのミスだって、わかってる……。こんなこと、したくない……。だけど、こうしなきゃ、本、出せないもの……」

「でも、他ほかの人に描いてもらったら……輪廻姫さんの絵と違っちゃうじゃないか」

「表紙と挿絵のイラストレーターさんが異なるのは、珍しいことじゃないわ。――カラーとモノクロではイラストのスキルも異なるから。それにノベライズ作品の場合は、表紙を原作のイラストレーターさんにお願いする場合もある。他にもイラストレーターさんのスケジュールが合わず、表紙と挿絵を別個に依頼することもあるのよ」

「そりゃ、本当にスケジュールが合わなくて、輪廻姫さんも納得して他の人に依頼するのなら、いいと思うよ。――だけど、輪廻姫さんがあんな状態で交代だなんて……」

「わかってるわよ……。わたしだって、輪廻姫さんが描いてくれたイラストで出してあげたい。描き直せなんて、言いたくない……。できるなら、わたしが責任を取って描き直してあげたい……。わたしに、絵が描けるなら……」

　僕が小説を書いてミスしたら、自分が苦しんで直せばいい。

　だけど萌花さんのミスは……他の人に頼んで、直してもらわなきゃいけないんだ。――たとえ、それで恨まれるとしても。

「イラストって、いつまでに描かないといけないのかな」

「――来週の頭には、土ど鍋なべ印刷さんにカバーのデータを入稿しないといけないの。その前に、アトリエデップさんに装丁のデザインを頼まなきゃならない。だから――遅くとも今週中には、イラストが必要なの」

　今日は月曜日だ。まだ、一週間くらい余裕がある。

「萌花さん、もうちょっと待ってみようよ。しばらくすれば、輪廻姫さんも元気を取り戻すかもしれないし」

「そうなってくれるといいんだけど……」

「いっそのこと、僕たちで励ましてあげない？」

「励ますって、なんて言って？　わたしたち、第一に輪廻姫さんの仕事仲間なのよ。わたしたちが何を言っても、輪廻姫さん、イラストを否定されたこと思い出しちゃうだけよ」

　じゃあ僕たちには、輪廻姫さんを励ますなんてできないんだろうか。

　いや、僕たちじゃなくてもいいんだ。輪廻姫さんが、イラストのイヤなことを思い出すこともなく、気を許せる相手だったら……。

　でも、僕は輪りん廻ね姫ひめさんの友だち関係なんてよく知らない。部活の人たちは、やっぱりイラストのことを思い出させちゃうだろうし……。

　誰だれかいないのかなぁ……。僕は、輪廻姫さんと出会ってからのことを思い浮かべ……

「そうだ！　萌もえ花かさん、いるじゃないか！」

「いるって、誰……？」

「ワッフルだよ！　輪廻姫さん、花火大会でワッフルとずいぶん仲よくなってたし」

　動物なら、仕事のこととか関係ない。損得の勘定なく、輪廻姫さんに接することができるはずだ。無邪気なワッフルと一緒にいれば、心も癒いやされるかもしれない。

「ワッフルか……。いいかもしれないわね」

「でしょ!?　きっと輪廻姫さんだけじゃなく、ワッフルも喜ぶよ！」

「――わかったわ。わたし、今から預け先に行って、ワッフル連れてくる！　孝こう一いちくん、待ってる間、輪廻姫さんにはナイショね。どうせならビックリさせてあげたいし……わたしたちが無理に励まそうとしてるなんて思われたら、逆効果だから」

「じゃあ萌花さん、ワッフルをお願い！」

　萌花さんはすぐさま、外へ駆け出していった。

　バタンと玄関の扉が閉まる音が響く。四十分ほどで、ワッフルを連れて戻れるそうだ。

　――輪廻姫さんはどうしてるかな。

　様子を見に行こうかと思ったとき、廊ろう下かに足音がして、また輪廻姫さんがリビングに入ってきた。

　パジャマを着たまま、さっきよりも顔色が青ざめている。

「輪廻姫さん、調子、どう？」

「レイジ……。モエカとケンカしたのか？」

「ケンカ？　どうして？」

「モエカの怒鳴り声が聞こえたぞ……」

　僕にはすぐ思い当たった。さっき萌花さんが、他ほかの人にイラストを依頼する電話をかけようとして『わたしだってこんなことしたくない！』って叫んだことだ。

　でも他の人に依頼しかかってたなんて、輪廻姫さんには言えない。

「ううん、あれは、ケンカじゃないよ。その……輪廻姫さん、心配しないで」

「――モエカがいないぞ」

　輪廻姫さんはけげんな顔をしたままだ。たぶん、萌花さんが出ていく扉の音を聞いて、心配になって起きたんだ。

「なんでもないよ。萌花さん、買い物に出かけただけ。輪廻姫さんはゆっくりしてて」

　輪廻姫さんはこくりと小さくうなずき、部屋に戻っていく。

　四十分ほどして、僕の携帯が鳴った。

「もしもし――萌もえ花かさん？」

「今、ワッフルと一緒にマンションの前！　輪りん廻ね姫ひめさん、出てこれるかしら」

　僕のマンションはペット禁止だから、犬や猫を部屋に上げちゃいけないんだ。

「わかった。輪廻姫さん連れてくから。そのあと、みんなで夕ごはんを食べに行こう」

「じゃ、待ってるからね」

　僕は電話を切り、自分の部屋に向かった。

　コンコンと扉をノックする。輪廻姫さんは寝てるのか、返事はない。

「輪廻姫さ～ん、入るよー」

　僕は部屋の中に入った。

　――輪廻姫さんの姿が見えない。ベッドに潜り込んでいるんだろうか。

「輪廻姫さ……ん……？」

　ベッドの布ふ団とんは、ぺちゃんこだった。持ち上げると――中には誰だれも寝ていない。

　輪廻姫さんのパジャマだけが脱ぎ捨ててある。

　部屋を見回す。ハンガーラックに目を止めると……輪廻姫さんの私服の一着がなくなっていた。白いキャミソールに、黒い大きなリボンがついた服。

「輪廻姫さん!?　どこにいるの!?」

　慌あわてて部屋を飛び出した。廊ろう下かで叫んでも、返事がない。

　お風ふ呂ろにもトイレにも、家のどこにも、輪廻姫さんの気配がない。

　僕は玄関に出て、見下ろして――頭から血の気が引くのを感じた。

　輪廻姫さんの靴がなくなっていたんだ。



　　　　☆



「いいこと、ワッフル。輪廻姫さんが来たら、思いっきり抱きついちゃってあげるのよ」

「わふっ。わふわふ」

「ワッフルの使命は、輪廻姫さんを元気づけてあげることだからね」

「わほっ！」

　外はもう夕暮れで、空が真まっ赤かだ。僕はマンションの階段を駆け下り、正面入り口前で待っていた萌花さんとワッフルのところへ走った。

「あ、孝こう一いちくん！　ワッフル連れてきたわよ！　――輪廻姫さんは？」

　僕は萌花さんの前で立ち止まって、膝ひざに手をついてはぁはぁと息を切らせ――

「輪廻姫さん、いなくなっちゃったんだ！」

「いなくなったって、どういうこと……？」

　僕は、萌花さんがワッフルを呼びに出てからのことを話した。

「輪りん廻ね姫ひめさんの携帯にかけても、出ないんだ。それに僕、輪廻姫さんが玄関から出ていく物音すら気づかなかった。――輪廻姫さん、こっそり出ていったんだよ」

「どうして、そんなこと……」

「輪廻姫さん、僕と萌もえ花かさんがケンカして、それで萌花さんが家を出てっちゃったって誤解したみたいで……。とにかく、輪廻姫さんを捜そう！」

「えぇ！　――でも、どこを捜すの？　輪廻姫さんが行きそうな場所、わかる？」

　僕は考えこんだ。輪廻姫さんが行きそうな場所……。

「輪廻姫さん、また家出しちゃったのかな」

「家出ってことは、孝こう一いちくんの家に来たみたいに、誰だれかの家に泊まるつもりかしら。――わたし、華か撫なでさんに聞いてみるわ。華撫さんなら同じ学校の生徒だから、輪廻姫さんの友人関係とか、わかるかもしれない」

「華撫さんの電話番号、知ってるの？」

「本もと谷やさんに聞いてみる。華撫さんの連絡先も知ってそうだし」

「わかった、じゃあ萌花さん、お願い」

　萌花さんは携帯を開いて、本谷さんに電話をかける。

　待つ間、僕は他ほかに輪廻姫さんが頼って行く可能性のある人を考えた。

　ふと思い立って携帯を取り出し、アドレス帳の風かざ見み鶏どりさんの電話番号を表示させる。

　風見鶏さんは、夏に伊い豆ずの島に行ったとき輪廻姫さんとも一緒だったから、お互いに顔見知りだ。そしてこの近辺で、僕たちのほかに輪廻姫さんが知っている人と言えば、風見鶏さんくらいしかいない。

　僕が風見鶏さんに電話をかけると、すぐに出てくれた。

「――もしもし、時任ときとうどのか？　珍しいな。いいか？　新学期が始まったからと言って、決しても、もも、も、『萌もえ』な行為にうつつを抜かすんじゃないぞ。秋と言えば、勉学の秋、鍛錬の秋だ。常に己を鍛えることを怠らず……」

「ご、ごめん、風見鶏さん。急な用事なんだ。――輪廻姫さん、知ってるよね？」

「輪廻……？　時任どのと一緒に仕事してるというイラストレーターだな？　あの、体中に包帯を巻いた娘だろう？　――まったく、も、も、『萌え』などという軟弱なイラストを描いているから体が弱ってしまうのだッ！」

「輪廻姫さん、今、風見鶏さんのところに行ってない？」

「あの娘がわたしのところにだと？　来ておらんが？」

　僕は肩を落とした。風見鶏さんと輪廻姫さん、そんな仲よかったわけじゃないしなぁ。

「それならいいんだ。ごめん、突然聞いたりして。――もし輪廻姫さんが来たら、僕に連絡してくれるとうれしいんだけど、お願いできるかな」

「あぁ、それは構わんが」

　戸惑った様子の風かざ見み鶏どりさんに礼を言って、電話を切った。

　しばらくして、萌もえ花かさんも話を終えたみたいだ。

「萌花さんのほうは、どうだった？」

「本もと谷やさんに聞いて、華か撫なでさんに連絡したの。輪りん廻ね姫ひめさん、本谷さんのところにも華撫さんのところにも行ってない。華撫さんは生徒名簿調べて、輪廻姫さんの同級生や部活の人たちに聞いてくれるって」

　輪廻姫さんは見つかってないけど、僕はちょっとホッとした。大勢で捜せば、それだけ見つかる可能性も高くなる。

「でも、まだ安心できないよ。誰だれかの家に行ったって決まったわけじゃないし……」

　すると僕の携帯が鳴った。風見鶏さんからだ。

「もしもし、風見鶏さん？　――もしかして、輪廻姫さんが来たの!?」

「そうではないのだが、言い忘れていてな。――ついさっき、街で風紀委員の巡回をしていたのだが、輪廻姫どのらしき人影を見たのを思い出したぞ」



　僕と萌花さん、それに萌花さんに連れられたワッフルは駅前に走り、風見鶏さんと落ち合った。場所は、駅前から発車するバスの停留所だ。

「それで風見鶏さん、ほんと!?　ここで輪廻姫さんを見たって……」

「道の反対側からだったから、最初は本人とは気づかなかったが……思い返してみれば、あの長い黒髪は輪廻姫どのの姿だと思うぞ。白いキャミソールに黒いリボンなどという、も、もも、『萌もえ』でけしからん服装をしていたから記憶に残っていたのだ」

「そう！　その服、間違いない！　輪廻姫さんだよ！」

「輪廻姫さん、このバス停のベンチに座っていたのね。バスでどこか行ったのかしら……」

　僕はバスの時刻表を見上げ、行き先を確認した。バスが向かう先は――

「このバス、輪廻姫さんの家のほうに向かう路線じゃないか」

　そうだ。僕たちが以前、輪廻姫さんの家に行ったときも学校に行ったときも、このバス路線を利用したんだ。

「輪廻姫さん、自分の家に帰ったってことかしら……？」

「それならいいけど……。でも輪廻姫さんって、お母さんと仲直りしてないよね？」

　僕はなんだか、胸騒ぎがした。あんなに落ちこんでいた輪廻姫さんが、ケンカしているお母さんの元へ戻れるんだろうか。

「萌花さん、輪廻姫さんの家に行ってみよう」

「そのほうがいいかも。――いいわ、わたし、輪廻姫さんのお母さんに会ってくる」

「僕も行くよ。ほら、輪廻姫さんが泊まってるのって僕の家だし……」

「でも、出てる間に輪廻姫さんが孝こう一いちくんの家に戻る可能性だってあるじゃない。輪廻姫さんが家に帰ったって確証はないのよ」

　じゃあ、僕はここで待ってるしかないんだろうか。

　何もできない無力感を噛かみしめていると、聞いていた風かざ見み鶏どりさんが言った。

「なんだか事情が込み入ってるようだが……留守番なら、わたしが街を巡回するついでに、時任ときとうどのの家を確認してやってもよいぞ」

「ほんと!?　風見鶏さん！」

「あぁ。他校の生徒であろうと、女生徒が行方ゆくえ不ふ明めいとあっては放置しておけぬからな。うら若き娘が、もも、も、『萌もえ』の餌え食じきになるなど、断じて許せんッ!!」

　風見鶏さんは『萌え』の部分をやたら憎々しげに叫び、木刀で地面をドンと叩たたいた。

　別に『萌え』の餌食ってわけじゃ……。

「とにかく、ありがとう！　萌もえ花かさん、僕も輪りん廻ね姫ひめさんの家に行くよ」

「わかったわ。――風見鶏さん、ついでといってはなんだけど、ワッフルも預かってもらえると助かるの」

「わほんっ！」

　ワッフルはしっぽをパタパタさせながら風見鶏さんに近づいた。

「うっ！　……で、では、わたしはさっそく巡回に回らねばならんからな！　時任どのに三流木みつるぎどの、また後ほどっ」

　まるで逃げ去るように、走り去ってしまう風見鶏さんだった。



「はぁ……。お父さんになんて説明しようかしら……」

　タクシーを降り、萌花さんは領収書を見ながらため息をついた。

　結局僕たちはワッフルを連れて、タクシーに乗って輪廻姫さんの家の前まで来たんだ。

　高級住宅地の中ほどにある、輪廻姫さんの家を見上げた。

　四ヶ月ほど前に来たときと変わってない。白い塀に囲まれた広い庭。

　並ぶイチョウの木の向こうに、白く四角い邸宅がある。

「輪廻姫さん、家に帰ってるかしら……」

　門のインターホンの前に立ち、萌花さんはつぶやいた。

「もし帰ってなかったら……僕、輪廻姫さんのお母さんになんて言えばいいのかな」

　考えてみれば、ずっと輪廻姫さんを家に泊めたあげく行方不明になったなんて、ものすごく怒られることじゃないだろうか。

「こうしててもしょうがないわ。行くわよ、孝こう一いちくん」

　萌花さんは意を決したように、インターホンのボタンを押そうとした――

「わほんっ！　わほんっ!!」

　突然ワッフルが興奮したように吠ほえたて、綱を持つ萌花さんの手を引っ張り始めた。

「ワッフル、どうしたのよ!?」

　ワッフルは鼻をひくつかせながら、道路の先へ走りたがっている。

「わふっ！　わふわふっ!!」

「や、やめなさいってば。ち、ちょっと、ワッフル!?」

　引きずられるように、萌もえ花かさんは走り出した。

「ちょ、萌花さん、待ってよ！」

　ワッフルは止まらず、萌花さんは引っ張られたままどんどん先へと走る。

　高級住宅地を突っ切り、僕たちは住宅街の横を走る並木通りに出てしまった。

　立ち並ぶケヤキの向こうには、二十階以上もある高いビルの姿が見える。流線の窓の形をした近代的なデザインだ。同じような高さのビルが集まった、新興ビジネス街らしい。

　並木道の周囲は、細長い公園になっていた。レンガ敷きのお洒落しやれな道に、グリーンのベンチが並んでいる。夕焼け空の下、ジョギングをする男の人が駆け抜けていく。

　公園の入り口に着いてようやく、ワッフルは止まってくれたんだ。

「はっ、はっ、はっ」

　公園の中を見つめながら、舌を出してキョロキョロしている。

「なんなのよ、もぅ……。公園……？　ワッフル、今は遊んでる場合じゃないの――」

　しかし萌花さんの言葉も聞かず、ワッフルはまた萌花さんを引っ張って走り出した。

「どうしたんだろう。ワッフルがこんなに言うこと聞かないなんて、珍しいね」

「まったく、反抗期なんだわ」

　ワッフルは細長い公園に沿って走り続け――急にノロノロ歩き出したかと思うと、腰を落としてまっすぐ前方を見つめた。

「はぁ、はぁ……。ワッフル、やっと走るのやめたね……」

　僕は立ち止まって息を切らせながら、膝ひざに手をついた。

「もぅ……あんなに走るから疲れたんでしょ。歩けなくなっても、知らないわよ」

　萌花さんが呆あきれたようにワッフルに近づき、『メッ！』と叱しかるように頭に手を置く。

　そのとき僕は、やっと気づいたんだ。

「萌花さん！　あそこ！」

　少し離れたベンチに座りこんでいる女の子がいた。

　――輪りん廻ね姫ひめさんだった。

「わほっ！」

　ワッフルが吠ほえて、輪廻姫さんのところへ走っていく。僕と萌花さんも後を追った。

　駆け寄るワッフルに気づいたらしい。輪廻姫さんは振り返り、目を見開いた。

　ワッフルは輪廻姫さんの膝に飛びつき、うれしそうにしっぽを振る。

「くぅ～ん」

「おぉ、ワッフルか……」

　輪りん廻ね姫ひめさんはそっとワッフルの頭を撫なでた。

「こんなところにいたの……。輪廻姫さん、みんな心配したのよ……」

「……家に、帰ろうとしたのだ」

　輪廻姫さんはぽつりと言った。

「姫のせいでレイジとモエカがケンカするなど、迷惑はかけられぬ……」

「輪廻姫さん、僕、萌もえ花かさんとケンカしたんじゃないよ。萌花さんが出ていったのは……その、ワッフルを連れてこようとしたんだ。輪廻姫さん、喜ぶかなって思って」

「――わたしが孝こう一いちくんの前で叫んじゃったのも、ただ、自分が許せなかっただけ。単純なミスして、ダメだなあって思って」

「そうか……。それなら、よかった……。姫は帰ろうと家の前まで行ったが……どうしても入れず、ここに来てしまった……」

　それを聞いて、僕はワッフルが急に走り出した理由がわかった。

「ワッフル、輪廻姫さんの家の前で匂においに気づいて、あとを追いかけたんだ。――萌花さん、ワッフルってやっぱり賢い犬なんだよ」

「う～ん、そうね、そういうことにしてあげるわ。――ほらワッフル。よくできました」

　萌花さんは『負けました』って顔で、ワッフルの頭を撫でてやる。

「わふん」

　さも当然だって態度の、ちょっと偉そうに首を傾げるワッフルだった。

　それからもう一度、ワッフルは輪廻姫さんをじっと見つめる。

　なんか、物欲しげな顔をしてるけど……。

「――まさかワッフル、焼き鳥買ってもらえるって思ってるだけだったりして……」

「わふっ！」

　……得意げに吠ほえるワッフルだった。

「むー、また今度買ってやるからな。――なぁ、レイジ、モエカ」

　ふと、輪廻姫さんは上のほうを見上げた。

　並木の向こうに、新興ビジネス街の、高いビルが立ち並んでいる。

「まん中のビルに、絵があるだろう」

　ビルの一つの壁面に大きな垂れ幕がかけられていた。垂れ幕は何かの広告らしく、絵が描かれている。森と空と虹にじの風景画。まるで楽園を思わせるような絵だ。

「すごいよね。近くで見たら、どのくらい大きいんだろうなぁ」

「ふん。しょせん、あの絵もビルも、バベルの塔にすぎんのだ」

　バベルの塔。旧約聖書に出てくる、人間が天国に届く塔を建てようとして神の怒いかりに触れ、破壊されてしまったっていう話に登場する塔の名前だ。

　なんか、不吉なたとえだなぁ。

「あのような金持ちの塔に蹂じゆう躙りんされ――王子は死んだのだ……」

　僕と萌もえ花かさんは思わず顔を見合わせた。

　輪りん廻ね姫ひめさんの言ってる意味がよくわからないけど……王子って、何巡だか前の生で輪廻姫さんのフィアンセだったっていう、僕の前世のこと？

　蹂躙されながら死んだって、どういうことだろう。穏やかじゃないなぁ。

「輪廻姫さん。とにかく、一度家に帰りましょ？　輪廻姫さんのお母さん、心配してると思うの。わたしたちも、一緒についていくから」

「僕からもお母さんに、輪廻姫さんがイラストレーターを続けること認めてくれるよう、頼んであげるよ！」

　輪廻姫さんはうつむいたまま、抵抗することもなくよろっと立ち上がった。

　萌花さんがそっと、輪廻姫さんの肩に手を置く。

　そして僕たちは輪廻姫さんの家に向かって歩き出した。

　去り際、僕はもう一度、なんとなく振り返ってビルを見上げた。

　――そして気がついた。こうして見上げるビルは……輪廻姫さんがコンクールに出展した、『故郷』の絵に似ている気がする。

　もちろん、風景もビルのデザインも全然別のものだ。なのに、なんだか印象が似てる気がしてしょうがなかったんだ。



　　　　☆



　さっきからワッフルは、庭に置かれた、カッパの石像の周りをぐるぐる回っている。

「う～、わほっ！　わほわほっ!!」

　挑戦的な目つきで勇ましく吠ほえたてていた。

　と、風が吹いて、カッパの頭の皿に載っていた小石がころんと落ちる。

「きゃんきゃんきゃん!!」

　……たちまち情けない声で鳴き、庭の木陰に隠れてしっぽを震わせるワッフルだった。

　僕は横目で見ていたワッフルから目を逸そらし、正面に向き直った。

　ここは、輪廻姫さんの家の中。僕たちは客間に通され、ソファに座っていた。

　ガラステーブルの上で、出された紅茶が湯気を立てている。僕の隣には萌花さんが座り、右隣の小さな椅い子すに輪廻姫さんが座ってうつむいている。

　そして僕と萌花さんに向かい合って座る女の人――赤と紫の線がからまるドレスを着て、髪の毛を大きく広げ、頭上で花のように編んでいる。

　その四十歳くらいの女の人が、輪廻姫さんのお母さん、井い中なかガネシャさんだ。

　もちろんガネシャというのは、ファッションデザイナーとしての名前なんだ。

　ガネシャさんは突然帰ってきた輪りん廻ね姫ひめさんを見て驚き、強く抱きしめ、それから一緒にいた僕たちを客間に案内してくれた。

　輪廻姫さんのお父さんはいないらしい。平日の夕方だから、まだ会社なんだろう。

「さぁどうぞ～、冷めないうちに飲んでね～」

　のんびりした口く調ちようのガネシャさんは、僕たちに優しく紅茶を勧めてくれた。

「い、いただきます」

　ちょっと緊張した声で萌もえ花かさんは言い、ティーカップを持って口に運んだ。

「――すみません。ずっと、勝手に娘さんを預かってしまって……」

「いいのよぉ。トメ子こちゃんからメールがあったから、そんなに心配してなかったわ。いいお友だちができたのねって、喜んでたのよぉ～。こちらこそお世話になりました」

　萌花さんはバッグの中から、一冊の本を取り出した。『銀河サイキック少女　ミライちゃん』一巻の文庫本だ。

「わたしたちの作った本です。イラストは、トメ子さん……輪廻姫さんに、お願いしました。初めての本なのに、思った以上にいい出来になったって思って、喜んでるんです。――わたしたちの本には、輪廻姫さんが必要です！　お願いします、輪廻姫さんがイラストを続けること、認めてあげてください」

　ガネシャさんは本を見つめ、にっこり笑った。

「読ませてもらったわ。三人とも、一生懸命作ったのねぇ。――わたしね、何もトメ子ちゃんに、イラストの仕事をするなって言ったわけじゃないの」

「将来の進路でケンカしたって聞いたんですが……」

「トメ子ちゃん、将来はアーティストになるんだって言うから……将来のお仕事は、もう少し考え直したら？って言ったの。ファッションデザインなら、厳しいことには変わりないけど、わたしもいろいろ教えてあげられるわよって。だけど言い合いになっちゃって、トメ子ちゃん、家を飛び出しちゃって……」

　輪廻姫さんの顔をちらっと見ると、ふてくされたようにうつむいている。

「あの……輪廻姫さんがずっとイラストを描き続けることは、ダメなんでしょうか？」

　僕は思いきって聞いてみた。

「輪廻姫さん、僕たちがビックリするくらい、絵が上う手まいんです。だから僕もずっと、小説のイラストを頼みたいんです！」

「ずっと……」

「はい、これから何冊でも描いてほしいくらいなんです！」

　するとガネシャさんは、まっすぐ僕を見つめた。

「時任ときとう零れい路じくん、もし――あなたが小説を書けなくなったり、書くのがイヤになったりしたら、トメ子こちゃん、どうすればいいのかしら」

「え……、僕が……？」

　突然、自分のことを言われて、僕は戸惑った。

「これから小説家として、何冊も本を出せるなんて、保証できないでしょう？」

　――そうだ。僕は今まで、二冊の本を出している。どっちも、あまり売れてない。

　このままいつまでも売れないままだったら……萌もえ花かさんも呆あきれて、本を出してくれなくなってしまうかもしれない。いや、それ以前に、僕自身が小説を書くのを、あきらめてしまうかもしれない。

　そうなったら輪りん廻ね姫ひめさんは……。

「もし、仮に時任ときとう零れい路じが書けなくなったとしても……」

　助け船を出すように、萌花さんが言った。

「わたしが輪廻姫さんに、イラストの仕事を頼みます！」

「仕事って、どんな？」

「えっと……他ほかの本の挿絵とか……」

「具体的に、どんな本？」

「それは……」

　萌花さんは口ごもってしまった。

　萌花さんも実際は、僕の担当として、半ば臨時の編集者をやってるようなものなんだ。もしも三流木みつるぎ社長が輪廻姫さんの絵を使わないなんて言ったら、それまでだ。

　――僕は、ガネシャさんの言いたいことがやっとわかった。

　いくら僕たちが『輪廻姫さんにイラストを描き続けてほしい』って言っても、輪廻姫さんからすれば、無責任な言葉でしかないんだ。

「わたしはねぇ、続けられるかもわからない夢を追い続けることは、賛成できないの」

　ガネシャさんの言葉に、僕たちは何も答えられなかった。

『輪廻姫さんの実力ならたくさんイラストの仕事が来ます！』って言うのは簡単だ。

　でも僕や萌花さんが言っても、やっぱり無責任な言葉にしかならない。僕たちは、僕たちが作る本のぶんしか、輪廻姫さんにイラストを頼むことはできないんだから。

「また……そんなこと言うのか！」

　怒鳴り声がした。

　輪廻姫さんが立ち上がって拳こぶしを震わせながら、ガネシャさんを睨にらみつけている。

「忘れるな！　その言葉がな……王子を……殺したんだぞ!!」

　柔和だったガネシャさんの表情が、一瞬、強こわばった。

　また『王子』か。殺したって、どういうこと？　さっきも『死んだ』って……。

「り、輪廻姫さん、落ち着いて……」

　萌もえ花かさんが輪りん廻ね姫ひめさんの肩に手を置いて、なだめながら座らせる。

　僕は、輪廻姫さんの言葉が気になってしょうがなかった。

　今までだったら、単なる輪廻姫さんの空想なんだって思っただろう。――だけど、本当にそうなんだろうか。

「あの……『王子』って、なんのことなんですか？」

　僕はガネシャさんに聞いてみた。

　ガネシャさんは小さくため息をつき……

「トメ子こちゃんが子供のころ、お世話になった人よ。――画家だったの」

　そしてガネシャさんは、話して聞かせてくれたんだ。

　――輪廻姫さんの『王子さま』の話を。

「十年くらい前、わたしたちはフランスのパリで暮らしてたことがあったのね。夫が大手画商のバイヤーをしていて、その仕事の都合だったの。わたしはまだ半人前のファッションデザイナーで、洋服のメーカーで修業していたわ。わたしたちは自分の仕事に目標を持って、毎日充実してた。――でも今から思えば、そのぶん、トメ子ちゃんにかわいそうなことをしていたのね。

　そのころ、トメ子ちゃんは現地の学校に通ってたの。トメ子ちゃんは簡単なフランス語しか話せなくて、なかなか学校になじめずにいたわ。家に帰っても一人、部屋にこもる毎日だった。トメ子ちゃんは笑うこともなくなって、わたしや夫は心配していた。でも仕事が忙しくて、なかなか構ってあげられなかったの。

　ある日、夫が一人のフランス人青年を連れてきたの。画家志望の青年で、夫の会社に絵を持ちこんでいて、それで知り合ったのよ。『才能ある青年だよ』って、夫は紹介してくれたわ。彼が初めて家に来た日、わたしたちはごちそうを作っておもてなしした。青年は貧乏で、でも感じのいい人でねぇ。絵を描くことに誇りを持っていて、将来はこんな絵を描きたい、あんな絵を描きたいって、夢を語ってくれたのよ。トメ子ちゃんまで珍しく部屋から出てきて、興味深そうに青年を見ていたわ。おもてなしのお礼に、青年はカンバスにスケッチを描いてくれた。トメ子ちゃんの似顔絵よ。トメ子ちゃんはものすごく気に入って喜んで、みんなで家宝にしよう、なんて話してたわ。

　その日から、青年はよくわたしたちの家に遊びに来るようになったの。彼はなかなか画家の夢がかなえられず、いつもお金がなかったから、わたしはうんと料理を作って、おなかいっぱい食べてもらったの。わたしたちが仕事に出ている間、青年はトメ子ちゃんの面倒を見てくれるようになったわ。彼はとても紳士的な人だったから、わたしたちも安心して任せていられた。トメ子ちゃんは笑顔が戻って、わたしが帰ると、青年とどんなことをして遊んだか楽しそうに話してくれた。『将来は彼のお嫁さんになるの！』なんて言い出して、夫を仰天させたこともあったのよ。でもそれは、恋愛感情というより、兄を慕う妹の気持ちのようなものだったけどね。

　青年は家にいる間、ずっとカンバスに絵を描いていたそうよ。トメ子こちゃんは、その絵を見ていたの。青年は日本語ができなかったから、二人ともほとんど言葉は通じなかった。だけど絵があれば言葉は必要なかったのね。トメ子ちゃんは青年のマネをして、自分でも画用紙に絵を描いて、わたしや夫に見せてくれるようになったわ。カンバスに空想の世界を描いて、二人で物語を作っていたみたい。王子さまやお姫さまや、怪獣や宇宙人の出てくる、おとぎ話のような、楽しそうな絵。――トメ子ちゃん、覚えてる？」

　ガネシャさんが聞いても、輪りん廻ね姫ひめさんは不機嫌そうにそっぽを向く。

　その、画家志望の青年というのが、輪廻姫さんの言う『王子さま』なんだな。

　だけど『死んだ』だの『殺された』だのって、どういうことだろう？

「――でもね、だんだんわたしは、心配になってきたの。青年はトメ子ちゃんと空想の世界に遊んで、画家になる夢を見失ってしまったようだった。ある日、彼は酔って『誰だれも僕の絵を認めてくれない』って愚痴をこぼしたわ。彼は夫の会社を通じて、何枚かの絵を売ってた。夫は日本にも彼の絵を持ちこんで紹介した。だけど、一枚も売れなかったの。彼の絵は確かに才能は感じさせたけど……世間にその魅力は伝わらなかった。夫も、まるで売れないとわかると、だんだん彼の絵の取り扱いを渋るようになっていた。――いくら才能を見こんでも、夫も仕事だから、売れない絵ばかり扱えなかったのよ。

　わたしは『広告のイラストや雑誌のカットを描く仕事から始めてみたら？』ってアドバイスした。わたしだって安物のトレーナーのデザインから始めたのよ、って。けど青年は『画家』であることにこだわり、『自分の魂のこもらない絵など描けない』って言い切ったわ。わたしは『でも絵が売れなかったら、生きていけないのよ』って諭さとした。そしたら青年は軽けい蔑べつするような目で、こう言ったの。『日本人はお金のことしか考えてないから、芸術の価値を認めないんですね』って。

　彼は、お酒に酔ってただけだった。ただの八つ当たりだって聞き過ごせばよかったのに、わたしはできなかった。そしてつい、感情的になって――こう言ってしまったの。

『あなたは画家じゃない。あなたの絵は、売り物にすらならないのよ！』って。

　――その日以来、青年は、わたしたちの家を訪れることがなくなった。夫に聞いても、絵を持ちこむこともなくなってたわ。トメ子ちゃんはまた一人になって、部屋にこもるようになった。前と違ったのは、部屋で一人、ずっと絵を描き続けるようになったこと。わたしは、わたしたちの前から去った青年が、どこかで立派に生きていてくれればって願ったわ。たとえ画家になれなくても、ね。――だけど半年ほど経たった、吹雪ふぶきの日の翌朝、新聞の片隅に小さな記事が出ていたの。

　パリの裏通りの片隅で、若い青年が凍死しているのが見つかったって。彼は住む家も身寄りもなく、持ち物はあちこちやぶれかかった服と、ポケットの中の小銭が一枚。そして……最後まで抱えていたカンバス。――カンバスには絵が描きかけで、その絵は、宮殿に住む異国の少女を描いたものだった……って」

　ガネシャさんが話し終えたとき、客間には重い沈黙が流れていた。

　喉のどを潤すのか、ガネシャさんは紅茶を一口飲んで、静かにほほ笑んだ。

「ごめんなさいねぇ。こんな話、聞かせちゃって……。大した話じゃないわ。彼は――バカだったのよ。自分の絵にこだわりすぎて、生きていけなかったの」

「バカじゃないっ！　――お前が……」

　押し殺した、震える声が聞こえた。輪りん廻ね姫ひめさんだった。

「お前が殺したんだっ！　王子を、殺したんだ！」

　母親に向かって叫ぶ。

　ガネシャさんは怒らなかった。怒らなかったけど、毅き然ぜんとこう言ったんだ。

「確かにわたしは、あのとき、なんでもっと優しく言ってあげなかったんだろうって、ずっと後悔しているわ。でも、わたしが言わなくても、誰だれかが言ってた。――彼はね、わたしに殺されたんじゃないの。誰に殺されたのでもない。彼は……自分の夢に殺されたの。自分の夢の重さに耐えられなくて、押し潰つぶされてしまったの」

「なんと言おうと、姫は、王子の夢をかなえてみせるぞ！　姫は……姫は王子と約束したのだ！　二人の王国を、必ずこの世に知らしめてやろうとな！　王子の絵を、皆に認めさせてやろうとな！」

「トメ子こちゃん。――彼はもう、いないのよ」

「わからずや!!」

　輪廻姫さんは激げつ昂こうして叫び……たまりかねたように、客間を飛び出した。

「待って、輪廻姫さん！」

　萌もえ花かさんが慌あわてて立ち上がる。

　僕も追いかけようとソファを立つと、萌花さんが振り返った。

「輪廻姫さんは、わたしが」

　僕とガネシャさんに言って、輪廻姫さんを追いかけて客間から出ていく。

　一人残った僕は、またガネシャさんのほうを向いて座った。

「――わたし、トメ子ちゃんにかわいそうなことをしたと思ってるわ」

　ガネシャさんはうつむきながら僕に言った。

「せっかく仲よくなったお友だちを、奪ってしまったんだもの……」

　さっきは輪廻姫さんに毅然とした態度を見せたガネシャさんだけど……今はちょっとうなだれていた。聞かせてくれた青年の話、今でも後悔しているんだろう。

　ガネシャさんはきっと怖いんだ。輪廻姫さんが夢をかなえられず、潰れてしまうのが。

「ねぇ、時任ときとうくん。――時任くんはどうして、小説家になりたいって思ったの？」

　僕は考え、思い出した。初めての小説『涙の池』を書いたきっかけを。

「中学生のころ、心の中に吐き出してしまいたい気持ちがあって……突き動かされるように、小説を書いたんです。そしたらたまたま、賞の募集が目に入って、誰だれかに自分の思いを読んでもらえたらって……」

　言いながら、ダメだって思った。

　考えてみたら、僕が小説家になりたいと思ったのなんて、てんで行き当たりばったりじゃないか。ちゃんとした考えも、信念もない。

　これじゃ、ガネシャさんに怒られちゃうかも……。

　しかし、返ってきた言葉は意外なものだった。

「人にぶつけたいほどの思いがあるのね。時任ときとうくんは、幸せよ。強い思いがあるってことは、生きてるってことだもの。――でも、伝えるのって、難しいでしょ？」

「そう……ですね。難しいです……」

　思いをぶつけて書いた最初の小説は、ほとんど売れなかったんだ。

『ミライちゃん』だって、そんなに売れてる本じゃない。

　どんなに思いをこめたって、受け止められるとは限らない。認められるとは限らない。

「いつかその難しさを前に、挫ざ折せつしてしまうかもしれないわ」

　ガネシャさんは言った。

　挫折したら、僕も夢に押し潰つぶされてしまうんだろうか。あの青年のように。

「でも……」

　しばらく考えて、僕は言ったんだ。

「僕はやっぱり、小説を書くの、続けたいです。萌もえ花かさんや輪りん廻ね姫ひめさんと本を作るの楽しいし、それに、次はこんな話にしたら面白いかもって考えるの、楽しいですから」

　ガネシャさんはじっと僕の顔を見て――

「その気持ち、忘れないでね」

　と、優しく言ってくれた。

「夢は、楽しむものよ。そりゃあもちろん、苦しみも困難もあるけど、それでも全部まとめて、楽しむためのもの。――潰されてしまうためのものじゃないわ」

「あの……輪廻姫さんは、イラストレーターの夢を見ちゃいけないんでしょうか？」

「わたしの望みは、ただ一つなの。トメ子こちゃんに――楽しんで夢を追ってほしいの。過去に捕らわれるのでなく、今の自分の心で、自分の道を歩いてほしい。それがどんな道でもいい。ただ、自分が楽しんで歩いていける道を、進んでほしいだけ」

　僕も輪廻姫さんに、楽しんで絵を描いてほしい。自分の絵が認められないことを恐れたりしないで、自由に描いてほしい。そんな輪廻姫さんの絵が見てみたい。

　でも今の輪廻姫さんの心は、遠い昔に描いた空想の宮殿に捕らわれたままなんだ。

「ガネシャさん、その、亡くなった青年って、なんていう名前なんですか？」

「どうして？」

「いえ、僕も名前くらいは知ってる画家かなーって思って……」

　ガネシャさんは小さく首を横に振った。

「彼は画家として、名前も絵も残せず死んでしまったわ」

　そうなんだ……。夢を追っても、結局何も残せなかったのか……。

　僕はちょっとさびしい気持ちになって……

　だけど……と、思い直した。

　本当にそうだろうか？　だって、青年に出会わなければ、輪りん廻ね姫ひめさんは、絵を描くこともなかったかもしれないじゃないか。青年との記憶が輪廻姫さんを捕らえているにしても、輪廻姫さんに絵という夢を与えたことは確かじゃないか。

　たとえ押し潰つぶされそうな夢だって、最初は輝いていたはずなんだ。

「いえ……生きてる……って、僕、思います」

「生きてる……？」

「その人が描いた絵は、きっと今も、輪廻姫さんの中で生きてます。そしてきっと――輪廻姫さんの絵を見た人たちの中でも、少しずつ……」

　きっとそうやって、ほんの少しずつ、たくさんの人の心で生き続けるんじゃないかって、そんな気がしたんだ。

「生きてる……ね……」

　ガネシャさんは目を閉じてつぶやいた。

　それから、ちょっと明るい顔になって言った。

「生きてるっていえばね、わたしもトメ子こちゃんの中に、生きてるって思うことがあるのよ。――やっぱりあの子、わたしの娘なんだなって」

「輪廻姫さんって、お母さん似なんですか？」

「わたしの若いころそっくり。わたしもね、トメ子ちゃんくらいの歳としのころ、ずいぶん親や学校に楯たて突ついたものよ。反対を押し切ってファッションデザイナーを目指して、学校では『前衛芸術部』なんて創設して過激な服ばかり作って……」

　ガネシャさんは懐かしそうな顔で笑った。

　若いころのガネシャさんって、今の輪廻姫さんみたいだったのかな。

　――ん？　前衛芸術部……？

　ふと僕の頭の中に、紙に押しつけられた華か撫なでさんのスタンプ画が浮かび上がる。

「前衛芸術部って、輪廻姫さんの学校の文化祭に出てましたけど……まさかその……」

　するとガネシャさんはポンと手を叩たたいて、ちょっと驚いた顔をした。

「まぁ、あの部、まだ続いてたのねぇ～！　感慨深いわぁ～」

　前衛芸術部の創設者って、輪りん廻ね姫ひめさんのお母さんだったんだ……。



　　　　☆



　僕が家に帰ると、萌もえ花かさんも輪廻姫さんも戻っていた。

「輪廻姫さんの話だと、僕の何百何十何巡目かの生が王子さまだ……ってことは、僕ってフランス人の生まれ変わりってことになるんだよね」

「そういうことかしら。おかしくないんじゃない？　前世が昆虫って人もいるでしょうし」

「ねぇねぇ萌花さん。僕って、フランス人っぽい顔してる？」

　僕はキリッとした表情を萌花さんに向けた。

「――別に、フランス人だからって美形とは限らないわ」

「萌花さん!?　それどういう意味っ!?　――輪廻姫さんもなんか言ってやってよ！」

　僕は輪廻姫さんのほうを向いたけど……返事はなかった。

　輪廻姫さんはまた、僕の部屋のベッドに入り、寝込んでしまっている。

「お母さん、言ってたよ。輪廻姫さんには、ただ、自分の心で楽しんで絵を描いてほしいって。それなら、イラストレーターを目指してもいいって」

「よかったじゃない！　大丈夫よ、輪廻姫さんなら、イラストでやっていけるだけの実力、あるんだから！」

　――けれど、そんな僕や萌花さんの声も、今の輪廻姫さんには届かない。

「姫は……姫は、王子の夢をかなえたくて……アートを描き続けたのだぞ……。今さら……なんのために描けというのだ……」

　布ふ団とんの中から弱々しい声が聞こえた。

　遠い昔に散った、『王子さま』の夢を受け継いできた輪廻姫さん。

　輪廻姫さんのイラストが否定されたことは、王子さまの絵まで否定されたものに感じられるんだろうな。

　今はそっとしておくしかない。僕と萌花さんは部屋を出て、リビングに行った。

「輪廻姫さん、ずっとこのままなのかしら……。どうして、わたしたちの言葉も聞いてくれないんだろう……」

「輪廻姫さんの心にはずっと王子さまがいて、今もいるんだ。その王子さまのために、輪廻姫さんは絵を描き続けてきたんだ。――だから王子さまより強く語りかけられる人じゃないと、声が届かないんだよ……」

「わたしたちじゃダメなの？　一緒に本を作った仲間じゃない」

「きっと、誰だれでもダメなんだ。ガネシャさんだって、遠い昔にいた思い出の王子さまには、かなわない。今の輪廻姫さんには、声を届けられないんだと思う」

「お母さんでも、か……。ましてや、わたしたちじゃ『ミライちゃん』がなければ出会うこともなかった仲だものね……」

　萌もえ花かさんはソファに深く座りこみ、ガックリしたようにうなだれた。

　僕は――それでも考えていた。

　誰だれか、輪りん廻ね姫ひめさんに深く語りかけることのできる人。王子さまの宮殿に閉じこもった輪廻姫さんに、声を届けられる人。

　王子さまよりも強く、輪廻姫さんに絵を描く勇気と希望と、意味を与えられる人。

　いるはずだ。いないわけがない。だって輪廻姫さんは、孤こ独どくなんかじゃないはずだ。

　僕は考え、頭を振り絞り……

　長い長い時間に思えたけど、時計の針は三十分ほどしか経たっていない。

　僕は駆け出し、リビングを出ようとした。

「孝こう一いちくん!?　どうしたのよ、突然？」

　萌花さんが驚いて呼び止める。

「今から出かけてくるよ！」

「もう夜よ。どこに行くつもり？」

「いたんだ、輪廻姫さんに声を届けることのできる人が！」

「……誰？　どこにいるの？」

「すぐには来られない場所なんだ。だから協力してもらわなくちゃ。――あとで、萌花さんにもお願いするから！」

「うん……。わたしにできることなら……」

　さっぱり意味がわからない、という顔で、目をパチクリさせる萌花さんだった。



　それからの三日間、僕も萌花さんも、ただひたすら待ち続ける日々だった。

　その間に僕は、萌花さんから渡された校正原稿の著者校をした。校正さんから指摘された、文章のおかしな点や誤字脱字を、赤のペンで訂正していくんだ。二日かかって著者校を済ませ、僕はようやく『ミライちゃん』二巻の原稿を終わらせた。

　でも、全然ホッとした気分じゃない。輪廻姫さんは相変わらず寝込んだままで、表紙のイラストに着手できるような状態じゃなかった。

　もう僕の家から出ていってしまうようなこともなかったし、少しずつ食事も取るようになったけど……やっぱり学校にも行かず、一日中、ベッドにこもっていた。

　輪廻姫さんは、部活のメンバーに顔を合わせたくないみたいだった。

　何しろ文化祭のコンクールで、部活の期待を一身に背負っていたにもかかわらず、入賞もできなかったんだ。

　そんな輪廻姫さんの姿は見ていて痛々しかったけど……それでも僕には、待つしかできなかった。待ち続けた。

　輪りん廻ね姫ひめさんに語りかけることのできる、その人が来てくれるのを。

　そして……予定の、金曜日の夜になった。



　夜。僕は自分の部屋の扉をノックして、呼びかけた。

「輪廻姫さん。起きてるかな？　開けるよ……」

　扉をそっと開ける。部屋の中は、薄暗かった。

　うっすらと射さしこむ月明かりに照らされ、輪廻姫さんはベッドの上で膝ひざを抱えていた。ベッド脇わきに置かれたお皿は空になっている。萌もえ花かさんが作ってくれたサンドイッチ、食べてくれたみたいだ。よかった。

　輪廻姫さんはぼんやりと宙を見上げていた。学校の制服を着ている。さっき、萌花さんが『パジャマを洗濯するから』って言って、着替えさせたんだ。――もちろんこれも、計画のうちだけど。

「ね、輪廻姫さん。今から、一緒に外に出られるかな？」

　輪廻姫さんはわずかに顔を上げて僕を見た。

「――ほんのちょっと。すぐ、そこまでだから」

　輪廻姫さんは動こうとしない。けれど、抵抗もしない。

　僕が手を取って引くと、のっそりと立ち上がった。

「さ、行こう」

　僕は手を引いたまま廊ろう下かに出て、それから輪廻姫さんに靴を履かせて玄関の外に出た。

　蛍光灯の光に照らされたマンションの廊下を、輪廻姫さんの手を引いて歩く。輪廻姫さんは無言でとぼとぼついてくる。

　エレベーターに乗って、行き先のボタンを押した。グゥーンとエレベーターが動き出す。――下へじゃない。上へ。上昇するエレベーターのランプを見て、やっと輪廻姫さんは少しけげんそうに眉まゆを動かした。

　エレベーターは最上階に着き、僕たちはそこで降りる。

「レイ……ジ……？」

　輪廻姫さんが戸惑った声を出した。

「さ、こっちだよ」

　僕は構わず、輪廻姫さんの手を引いて進む。

　さらに上る階段――屋上への階段を駆け上がった。

「お……おい……、レイジ……どこへ行くのだ……？」

「ねぇ、輪廻姫さん。ミライちゃんの復活シーンのイラスト、覚えてる？　僕、あのイラスト、すごく気に入ってるんだ。それでね、なんだか想像力が刺激されて、著者校のとき、小説の文章をたくさん直したんだよ。萌もえ花かさんには『直しすぎ！』って怒られちゃったけど……。元の文章だと、ミライちゃんがシロウを勇気づけるために、いろんなセリフを言ってたでしょ。でも、あれ、ほとんどいらないんじゃないかって思ったんだ。輪りん廻ね姫ひめさんが描いてくれた、凛り々りしく立ってるミライちゃんの姿を見てたら、勇気づけるには、力強い言葉がただ一つあればそれでいいって、そんな気がしたんだ」

「力強い言葉がただ一つ……」

　僕たちは階段を上り、屋上に出る扉を開けた。

　月が雲に隠れてて、薄暗い。

　僕と輪廻姫さんは屋上の中ほどまで歩く。

　そこまで進んだとき、暗くら闇やみの中に見えた。

　屋上の柵さくのところに、人影が立っている。

　人影は僕たちに気づくと、一歩前に踏み出し、近づいた。

　――風が吹いて雲が流れ、大きな月が顔を出す。

　月が夜の闇を切り裂き、光を降り注がせる。

　立っている人影が、顔が、明るく照らし出された。長い髪が大きく揺らめいていた。

　神こう々ごうしく、力強く、忘れかけていた勇気と希望が結晶となって現れたかのように、彼女は、静かにたたずみ見つめていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　月明かりの中に浮かぶ、見たこともないコスチューム。ピンクのラインは鮮やかで、大きなフリルとリボンが美しく舞っている。

　それでも彼女の姿に、間違いはなかった。決して忘れることのない、大切な人だった。

　そこに立っていたのは――まぎれもなく、ミライちゃんだった。

　そう。彼女こそ、僕たちが待ち望んでいた人。誰だれよりも深く、輪りん廻ね姫ひめさんに語りかけることのできる人。

「忘れないで。わたしとあなたは、一心同体――。たとえあなたが絶望に包まれても、孤こ独どくに陥おちいっても、希望がついえたとしても……」

　ミライちゃんは凛り々りしくポーズを取って輪廻姫さんを見つめ――力強く、指さした。

「わたしはいつも、一緒にいるからね！」

　キャラクターの設定を考えたのは僕だ。

　でも、ミライちゃんにビジュアルを与え、この世界に姿を現させたのは、確かに輪廻姫さんだ。

　そのミライちゃんが今、生みの親である輪廻姫さんに向かって、語りかけたんだ。

　輪廻姫さんは呆ぼう然ぜんとした顔でミライちゃんを見つめた。

　大きく目を見開き、信じられない奇き蹟せきを目まの当たりにしたように。

「…………」

　輪廻姫さんは、小さく震える唇を大きく開き……

「ぶっ……ぶははははははははっ！」

　腹を抱えて……笑い出した……。

「うわっははは、も、モエカ！　何をやっておるのだ！　おかしいぞ！」

　ミライちゃんを指さし、足をバタバタさせて笑い転げてる。

「なっ……」

　決めポーズを取っていたミライちゃん……のコスプレをした萌もえ花かさんは、顔を真まっ赤かにした。肩を怒いからせて僕の前に歩いてくる。

「ち、ちょっと孝こう一いちくん！　どういうこと!?　ここで輪廻姫さん、感激のあまり涙を流して泣き出すはずじゃなかったの!?　なんで笑われるのよ!?」

「あ、あれ？　ヘンだなぁ……」

　輪廻姫さんはひーひー笑い続けてる。

「そ……そんなに笑わないでよ……。これ着るの、恥ずかしかったんだから……」

　萌花さんは、コスチュームの大きく開いた胸元とおなかを手で押さえる。

「モエカ、レイジ。姫を笑かすために、わざわざコスプレしたのか？」

「い、いや、笑わせるっていうか……。でも、輪廻姫さん、久しぶりに笑ってくれて、よかったかな。ね、萌花さん」

「う……。輪りん廻ね姫ひめさんが元気になってくれたんならいいけど……」

　釈然としない様子でほおを膨らませる萌もえ花かさんだった。

「――笑い転げたら、なんか気分がスッキリしたぞ」

　輪廻姫さんは、なんか憑つきものの落ちたようなさっぱりした顔で言う。

　ちょっと計画とは違ったけど……でもこれで、よかったのかな。

　ミライちゃんが輪廻姫さんを元気づける作戦、大……じゃないけど、成功だよね。

「しかし……母が、よくコスプレ衣装など作ったな」

「えっ、輪廻姫さん、気づいてたの!?」

　僕は思わず聞き返した。

　ミライちゃんのコスプレ衣装を作ってくれたのは、輪廻姫さんのお母さんなんだ。

　どうしたら輪廻姫さんが、遠い昔にいた王子さまの呪じゆ縛ばくから、解放されるのか。

　僕は、その力があるのはミライちゃんしかいないって思ったんだ。輪廻姫さんの心から生み出されたミライちゃんの声なら、きっと輪廻姫さんに届くはずだって。

　輪廻姫さんに、ミライちゃんのことを思い出してほしい。そう考えた僕は、なんとかしてミライちゃんをこの世界に呼び出す方法を考えた。そして思いついたんだ。

　コスプレするのはどうだろうかって。

　だけど、ミライちゃんのコスプレ衣装なんてどこにもない。だから、誰だれかに作ってもらわなくちゃならない。

　今、僕たちの周りで、衣装を作ることのできる人。

　ファッションデザイナーであるガネシャさんのほかに、いなかった。

「無理を言って頼んだんだ。輪廻姫さんのお母さん、忙しいのに作ってくれたよ。――でもお母さんの作った服だって、よくわかったね」

「ミライちゃんのリボンを見てみろ。模様のデザインが、姫の描いたデザイン画と違っておる。――母独特のアレンジになっておるのだ」

「そうだったんだ……。僕、全然気づかなかった……」

「ね、そろそろ、部屋に戻らない？」

　萌花さんはまだ顔を赤らめながら、モジモジしていた。

「いつまでもコスプレしてるの、恥ずかしいんだけど……」

「そんなこと言うと、輪廻姫さんに『キャラになりきってない！』って怒られちゃうよ」

「心配するでないぞ、モエカ」

　輪廻姫さんが萌花さんをじっと見つめながら言う。

「あのとき、姫の目の前に現れたモエカは……まさに、ミライちゃんそのものであった。姫は一瞬、本気で驚いたのだぞ」

「そ、そう？　けっこう、似合ってたかしら」

「よかったね、萌もえ花かさん」

「――う、うん。まぁ……そう言ってもらえたら、コスプレしてよかったかしら」

　僕たちは家に戻ろうと、階段のほうに歩き出した。

　――と、輪りん廻ね姫ひめさんの足が止まる。

「輪廻姫さん？」

　僕と萌花さんが振り返ると、輪廻姫さんは立ち止まったままじっとうつむいて……

「レイジ、モエカ……ありがとうな……」

　ささやくような声でつぶやいた。

　輪廻姫さんの目から、ぽろぽろと、涙がこぼれ出した。

「ううん、僕たち、大したことしてないよ」

「だが……二人とも、姫のために……」

「輪廻姫さんを元気づけてくれたのは、ミライちゃんと――ミライちゃんをこの世界に呼んでくれた、輪廻姫さんのお母さんなんだ」

「レイジ、お前もだ……。大切なのは力強い言葉ただ一つと教えてくれたではないか……」

　涙をこぼしながら、コクコクと何度もうなずく輪廻姫さんだった。



　　　　☆



「ただいま～」

　週明けの月曜日。学校が終わると、僕は一人で家に帰ってきた。

　萌花さんは放課後になると、完成した表紙カバーのデータを土ど鍋なべ印刷さんに送るため、三流木みつるぎ出版に向かったんだ。

「輪廻姫さん、いるかな？」

　僕は自分の部屋の扉をノックして、そっと開けた。

　夕ゆう陽ひの明かりに照らされた部屋で、ベッドの上で布ふ団とんがこんもり盛り上がっている。

「ん……」

　眠っていたらしい輪廻姫さんがもぞもぞと動き、顔を出す。

「うぅむ……。レイジ、帰ったのか……？」

「ごめん、起こしちゃった？」

　萌花さんがミライちゃんのコスプレをして、輪廻姫さんを元気づけてくれた夜。

　あの金曜日の夜から日曜日の昼過ぎまで、輪廻姫さんは徹夜で、新しい表紙のイラストを描き続けた。イラストが完成するなり、輪廻姫さんはベッドに倒れるように眠りこんだ。それきり、丸一日眠り続けてたんだ。

「む～、寝過ぎで頭がふらふらしておるぞ……」

　輪りん廻ね姫ひめさんは布ふ団とんをはいで起き上がる。

「って、輪廻姫さん、その格好……！」

　僕は思わず後ずさった。

　寝ていた輪廻姫さんは……体に包帯をぐるぐる巻いただけの姿だった。

「じ、じゃあ僕、リビングに行ってるから」

　慌あわてて部屋を出ようとした。

　……と、携帯が鳴る。ポケットから取り出してみたけど、僕の電話じゃなかった。

　机の上に置かれた、輪廻姫さんの携帯が鳴ってたんだ。

「……輪廻姫さん？　電話、鳴ってるよ？」

　しかし輪廻姫さんはベッドに座ったまま、携帯を手に取る気配もない。

　携帯は切れてしまった。僕は心配になって、携帯のディスプレイを覗のぞきこんだ。

　電話の相手は『発はつ熱ねつ』さん。――輪廻姫さんの部活の仲間だ。

「出なくて、よかったの？」

「――姫は、部の皆の期待に応こたえられなかったのだぞ。合わせる顔など、なかろう……」

「そんな……。みんな、気になんかしてないよ、絶対！」

　せっかくお母さんと仲直りできたって思ったのに……。輪廻姫さん、まだ学校の友だちに対しては、殻に閉じこもったままなんだ。

　部の予算獲得のため、みんなの期待を背負ってコンクールに出展したのに、入賞もできなかった。いくら輪廻姫さんが立ち直っても、その事実が消えたわけじゃない。

　――輪廻姫さんはもう一週間も学校を休んでる。このままじゃ、いつまでも……。

　また携帯が鳴った。今度は電話じゃなく、メールを受信したらしい。

「輪廻姫さん、返事くらいしてあげたほうが……」

「ならレイジ、代わりに頼む。――姫には、返す言葉などない」

　僕はどうしたもんか戸惑いながら、輪廻姫さんの携帯を手に取った。

　開いて中を見る。受信メールリストを見ると、未開封のままのメールが数通も届いていた。発熱さんが、毎日送ってくれてたんだ。

　僕に代わりをって言われても……。でもせめて『輪廻姫さんは立ち直りかけてるよ』、ってくらいは教えてあげたほうがいいのかな。きっと心配してるだろうし……。

「じゃあ、簡単に返信しとくね」

　僕はたった今送られたばかりの、発熱さんのメールを開いた。

　そこに書かれた内容を読んで、僕は……

「輪廻姫さん！　輪廻姫さん、これ、見てよ！」

　慌てて携帯の画面を輪廻姫さんに向けた。

「姫は、見たくなどない……」

「いいから！　――部活にね、予算の増額が認められたんだって！」

「……そうか。なら、姫がコンクールに出展したことなど、意味がなかったのだな。何もしなくとも、予算はもらえたのだ」

「違うよ！　輪りん廻ね姫ひめさんの絵のおかげなんだよ！　ほら、メールに書いてあるじゃない」

「……どういうことだ？」

「マジメにコンクールに出展する姿勢が、学校に認められたんだって！」

　輪廻姫さんは目を大きく開けて、しばらくの間、じっと僕を見つめていた。

　僕の伝えた言葉の意味を噛かみしめて……目が潤み始めた。

「輪廻姫さん、よかったね」

　こくりと、輪廻姫さんはうなずいた。

　目にたまった涙をぬぐい去ると、輪廻姫さんは元気よく立ち上がる。

「レイジ！　姫は……姫はな……」

　言って、全身に巻いた包帯に手をかけた。

「心の傷が……癒いえたぞ!!」

　輪廻姫さんはバッと勢いよく、体中の包帯を取り去った。

　僕のすぐ目の前で、包帯の下から現れた輪廻姫さんの体が……

　突然携帯が鳴って、ビクッとした。今度は僕の携帯だ。

「も、もしもしっ!?　――も、萌もえ花かさん!?」

『あ、孝こう一いちくん？　家に輪廻姫さんいるわよね』

　輪廻姫さんの名前が出て、僕はギクッとした。

「どうした、レイジ？　モエカか？」

　全身裸になった輪廻姫さんが、僕の携帯を覗のぞきこもうと体を寄せる。

「り、輪廻姫さん、服、服！」

『――服が、どうかしたの？』

「う、ううん！　輪廻姫さん、い、いるっていうか……その、なんていうか……」

『何キョドッてんの？　……アヤシイ。まさか輪廻姫さんと、なんかあったの？』

「ななな、ない、ない、なんにもないよ！　それより、なんの用事!?」

『……ま、いいわ。帰ったらよーく聞かせてもらうから。――それより、もうすぐ表紙カバーのゲラが上がるの。すぐチェックしてほしいから、輪廻姫さんを連れて土ど鍋なべ印刷さんまで来てくれる？』



　僕と輪廻姫さんは電車を乗り継ぎ、急いで土鍋印刷さんに向かった。

　三流木みつるぎ出版がある場所から、さらにバスで十五分くらい。

　白い壁の、ちょっとお洒落しやれな小さいビル。最近改装したらしい。

　ビルの一階は小さな車庫で、二階に受付があった。ビルの裏側は印刷所になってるみたいだ。

　ガラス戸を押し開けると、待合室のような狭いロビーがある。

　僕たちの顔を見るなり、ロビーの四角いソファに座っていた萌もえ花かさんが立ち上がった。

「孝こう一いちくん、輪りん廻ね姫ひめさん！　今、色校が刷り上がったとこなの」

　萌花さんは持っていた大判の紙を広げた。

　紙には、文庫のカバーが印刷されている。本のカバーを外して、広げた形だ。表紙、背表紙、裏表紙、それに左右の折り返し部分。

　カバーが印刷されている周りは余白になっていた。オレンジや青など、色見本のような数個の四角が並ぶ。四角の色はそれぞれ、カバーに使われている色と同じだ。

「萌花さん、色校って何？」

「色の校正よ。表紙のデータをカバー用紙に印刷して、色味がおかしくないかチェックするの。ちゃんと鮮やかに表現されてるか、とかね。――輪廻姫さん、どうかしら？」

　輪廻姫さんはじっと目を細め、カバーを見つめる。

　僕も一緒になって見つめた。

　表紙に描かれた、輪廻姫さんのイラスト。

　新たなコスチュームを着て、どこか遠くを見つめながらほほ笑んでいるミライちゃん。

　シンプルなイラストだった。でも、ミライちゃんがどこを見つめているのか、なんとなく気になってしまう。小説を読み終わったあとにもう一度この表紙を見たら――きっと、いろんな想像が思い浮かぶと思う。

　ミライちゃんの視線の先は、遠い宇宙へ帰ったメトロたちの故郷かもしれない。あるいは、ミライちゃん自身の故郷を思い出しているのかもしれない。

　そして僕には――優しそうなミライちゃんの表情が、故郷を思い浮かべる輪廻姫さんの心と重なって見えたんだ。

　イラストの上にはしっかりと、デザイナーさんが作ってくれたタイトルロゴが印刷され、表紙を引き締めていた。

「どう、輪廻姫さん？　何か問題ないかしら？」

　萌花さんが聞く。

　輪廻姫さんは顔を上げ、一度、大きくうなずいて――

「バッチリだ！　何もかも完かん璧ぺきだぞ！」

　満足そうな笑顔を浮かべたんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      


「るんたった～♪　るんたった～♪」

「わふわっふ～♪　わふわっふ～♪」

　輪りん廻ね姫ひめさんはワッフルを連れて、陽気に鼻歌を歌いながら町の通りを歩いていた。

「上機嫌ねぇ……。ワッフルまで一緒になっちゃって」

　後ろについて歩きながら、萌もえ花かさんが言う。

「きっと焼き鳥が楽しみなんだよ」

　十月の半ば。僕と萌花さん、それに輪廻姫さんとワッフルは、期間限定で駅前にできた、焼き鳥屋台のお店に行くことにしたんだ。屋台っていっても、本格的でおいしい焼き鳥を食べさせてくれる店らしい。

「よいか、ワッフル。めったにないチャンスだぞ。腹一杯食うのだ」

「わふっ！」

　輪廻姫さんの言葉に、ワッフルは勇ましい勇士のような吠ほえ声を上げる。

「あーあ、食い意地張って……。輪廻姫さん、悪いわね！　ワッフルがお世話になって」

「安心するがいい。焼き鳥代は忘れず、しかとモエカに請求するからな！」

「そ、そう……。とても安心できそうね……」

　今はもう、輪廻姫さんは自分の家に帰っている。萌花さんも、自分の家でワッフルと暮らしている。僕は元の一人暮らしだ。

　だからこうして、またこのメンバーで遊びに行こうってことになったんだ。

「輪廻姫さん。――卒業したらファッションデザインの学校に通うかもしれないって、僕、聞いたんだけど、ほんと？」

「うむ。そうしようではないかと、母と話しておる」

「じゃあ……結局、イラストレーターは続けないのかしら？」

「いいや、姫はこれからもアーティストとして活動するぞ。――これは、姫のアートをより高めるための一環なのだ。最新のデザインを取り入れ、より素晴らしきインスピレーションを得たキャラクターを創造するのだぞ！」

　輪廻姫さんはぐっと拳こぶしを握った。

「すごいなぁ。輪廻姫さん、やる気満々ねぇ……」

「ほんと。でも、やっぱりもったいないわよ。輪廻姫さんがイラストから離れたら」

　萌花さんは言って――手に持っていた一冊の文庫本を見つめた。

『銀河サイキック少女　ミライちゃん』の二巻。

　町の本屋さんでは、今日、発売になったばかりだ。

　輪廻姫さんが描いてくれたイラストが表紙を飾っている。文庫本の小さなサイズになっても、魅力が失われることはない。

「だけど、つくづく残念ねぇ……」

「残念って、何が？」

「最初に描いてくれた輪りん廻ね姫ひめさんの表紙よ。お父さんにボツにされちゃったやつ」

　今でも僕は、頭にはっきり思い浮かべることができる。僕の小説を、隅々まで描ききってくれたイラスト。

「そうだね……。表紙には向かなくても、絵としてはすごくよかったのに……」

　すると前を歩く輪廻姫さんが、ちらっと振り返った。

「もう言うでない。あのアートは未み来らい永えい劫ごう、姫の胸に保存するとしようではないか」

「う～ん、そうするしかないのかしらねぇ……」

　まだ納得いかないような顔で萌もえ花かさんは考えこみ……思いついたように顔を上げた。

「そうだわ！　輪廻姫さん、あのイラストのデータ、大事に取っておいて！」

「む？　それは構わんが、なぜだ？」

「画集よ！　将来、輪廻姫さんが人気イラストレーターになったら、それまでに描いたイラストを集めて画集を出すの。そこで、あのイラストも未公開イラストとして収録するのよ。画集は大型本で作れるから……」

「そうか、描きこんだイラストを、迫力あるまま見せることができるんだ！」

「そういうこと。輪廻姫さん、約束！　将来、必ず画集を出しましょうね！」

　輪廻姫さんは僕と萌花さんの顔を見つめ……

「うむ！　画集となれば、姫はもっともっと、神のインスピレーションをアートに昇華せねばならんのだな！」

　と、笑顔でうなずいたんだ。

　駅前の広場に着くと、赤い屋根が目立つ、大きな屋台が止まっていた。そよ風に吹かれて、焼き鳥のいい匂においが漂ってくる。盛況らしく、屋台の前には行列ができていた。

「おっ、見よワッフル！　あれが我らが聖地たる焼き鳥屋だぞ！」

「わふふふっ！」

「行くぞワッフル！　後おくれを取るな！」

「わほっ!!」

　輪廻姫さんとワッフルは元気よく屋台のほうに駆けていく。

「あらあら、元気なことねぇ」

「ところで萌花さん。僕には、焼き鳥おごってくれないの？」

「孝こう一いちくんも輪廻姫さんに負けないよう、小説の勉強がんばってくれるならね」

「むっ。そんなこと言ったら、萌花さんだって」

「わたしは日々、編集の勉強で忙しいんです」

「そうなの？　ほんとに？」

「当たり前でしょ。――もっと腕を磨いて、孝こう一いちくんや輪りん廻ね姫ひめさんが、思う存分仕事できるようにしなくちゃ、ね」

　萌もえ花かさんは僕にウインクしてみせた。

「う、うん」

　なんか、そんな萌花さんの顔がかわいくって、僕は思わずうつむいてしまったんだ。

「だってわたし、もっと満足したいんだもん！　もっともっと、面白い本作りたい！」

　萌花さんがそう言うと、僕のほうに近づく気配がして……

　次の瞬間、僕のほっぺに――柔らかくて、心地いい感触が……

「えっ？」

　顔を上げると、萌花さんはちょっとほおを赤らめ、素知らぬ顔をしていた。

「も、萌花さん……？　今、何を……」

「う～ん？　知～らないっと」

　僕は思わず、ほっぺを撫なでた。急に心臓がドキドキしてくる。

　い、今のって、萌花さんの、キ……

　ドンッと、背後から地面を叩たたく音がした。

　僕たちが振り返ると、そこに立っていたのは……



    

  
    
      



    

  
    
      「き、き、貴様ら……こんな真っ昼間から街中で、も、もも、『萌もえ』な行為を……」

　木刀を手に震えている、風かざ見み鶏どりさんだった。

「か、風見鶏さん、どうしてここに……」

「うるさいッ！　体力をつけようと、焼き鳥を食いに来てみれば……」

「まったくですわ。孝こう一いちさんともあろう人が……」

　風見鶏さんの隣に、華か撫なでさんまで立っている。

「はう～。見てもよかったんでしょうか～」

　その隣には、顔を真まっ赤かにした本もと谷やさんまで……。

「構いませんわ。やっておしまいなさい」

　華撫さんがビシッと僕たちを指さす。

「わたしに指図するなッ！　――いいか二人とも、そこに直れえぇ……」

　風見鶏さんが、ゆらゆらと黒いオーラが立ちのぼる木刀を振り上げた。

「ま、待って、風見鶏さん、華撫さんも本谷さんも、話せばわかるから……」

「孝一くん！　こっち！」

　萌もえ花かさんが僕の手を取り、走り出す。

「こら！　お待ちなさい！」

「おとなしく成敗させろッ!!」

「やですよ～だっ！」

　萌花さんは後ろに向かってあっかんべーをする。

　僕の手を引いたまま萌花さんは、道を越え、広場を越え、走り続ける。

「も、萌花さん。どこまで行くの!?」

　僕は萌花さんに聞いたんだ。

「どこまで？　どこまでって、決まってるじゃない」

　萌花さんは、このまま僕を連れて、どこまででも行ってしまいそうで――

「わたしたちの本が、もっとたくさん、読んでもらえるようになるまで！」



    

  
    
      　―特別付録―

　銀河サイキック少女

　ミライちゃんⅡ

　――あらすじ（後編）――



　ついに正体を現し、地球侵略を開始した宇宙生命体、アンドロメダ・メトロ。遠い宇宙から飛来するメトロの部下たちが今、人類を支配下に置くべく恐怖のオペレーションを開始した。セーラー服に擬態し、世のうら若き乙おと女めたちを操り手中に収める卑劣な敵に、シロウとミライちゃんは追い詰められていく。そしてついに、乙女を守るため犠牲となったミライちゃんがシロウの前から姿を消してしまったのだ！

　ミライちゃんを失ったシロウは、愛する人を捜す放浪の旅に出る。絶望に打ちひしがれ、孤こ独どくに世界中を旅するシロウ。しかし行く先のどこにも、ミライちゃんの笑顔は見つからなかった。メトロの侵略は苛か烈れつを極め、地球陥かん落らくは秒読み段階へと突き進む。

　シロウは地球を守るため、たった一人でメトロ本体への特攻を決意した。最後の夜にシロウは、ミライちゃんとデートしようと語り合った、約束の地を訪れる。一人、消された幸せの前にたたずむシロウ。そのとき、彼の前に女神のごとき少女が降こう臨りんした。

　美しき可か憐れんなコスチュームに身を包み、ラーメン横丁の屋台に降り立つ少女の名は――シロウの最愛の人にして、地球の最後の希望、我らがミライちゃんだった！



    

  
    
      



    

  
    
      
作者のあとがき



　俗に、このような言い回しがあります。

　――百聞は一見に如しかず。

　ビジュアルとは非常に大切なもの。小説執筆の際は、キャラクターの髪型から服装まで、担当さんと相談して決めることもよくあります。とある作家さんは、ヒロインのパンツの色について、担当さんと激論を交わしたそうです。嘘うそではありません。本当の話です。

　こんにちは、田た口ぐち一はじめです。

　今シリーズでは一巻から、各章の扉にあらすじが掲載されています。これは作中作のあらすじを読んだ担当さんの「こういうの書くの好きならやってみない？」という一言で始まったものです。最初のうちは私も面白がって書いていたのですが、巻が進むごとにネタが苦しくなって、ひぃひぃ言いながらネタを絞り出してたのは秘密です。

　ちなみにこの各あらすじ、タイトルと本文のテキスト、著者名などは私が書いているのですが、左にある『○○度』は、実は担当さんによるものなのです。

　さて『三流木みつるぎ萌もえ花かは名担当！』ですが、名な残ごり惜おしいながら今巻でラストとなりました。孝こう一いちや萌花の作った『銀河サイキック少女　ミライちゃん』を、もし本屋さんで見かけたら、ぜひ手に取ってみてくださいね。（発行部数がとても少ないので、見つけることは非常に難しいかもしれません）



　イラストレーターのをん様、今回はイラストレーターネタということで、好き勝手書いてしまってスミマセン。前シリーズから引き続き今作でも素晴らしいキャラクターとイラストを、どうもありがとうございました。

　本シリーズのデザイナー様。カバーや各目次ページのみならず、章扉のあらすじのタイトルにまでロゴを作製してくださり、ありがとうございました。初めて見たときは、ここまでやるとは思わず、ビビってしまいました。

　流通・書店の皆様。私自身、今作を書く上で初めて知ったことも多く、非常に興味深く思うと同時に、日々販売してくださることに改めてお礼申し上げます。

　担当編集の児こ玉だま様、編集長の三み坂さか様をはじめ、ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様。こんなネタの小説を発刊してくださり、ありがとうございました。また、大変お世話になりました。つきましては、編集部に新人美少女女子高生編集者（ツンデレだとなお可）が誕生した際には、ぜひ私の専属担当としていただきたく（以下編集部検けん閲えつにより削除）

　そして、本シリーズを読んで下さいました読者の皆様。ライトノベル製作の裏側を少しでも楽しんでいただけたら幸いです。それではまた、お会いできることを願いまして

二〇一〇年二月　田口一



    

  
    
      　著者

　田口一（たぐち・はじめ）

　　名古屋出身で東京在住。『魔女ルミカの赤い糸』で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の佳作を受賞。他に『黒姫のユズハ』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）を刊行。

　　学生時代はＲＰＧを買うと、一週間くらいでクリアしたものですが、近ごろは数ヶ月がかりとか、一年がかりとかで少しずつ遊ぶことが多くなってしまいました。大人になるって、こういうことなんだなぁと感じる今日このごろ。（ちょっと違う）



　イラスト

　をん

　　福岡在住。趣味は料理と釣り。

　　前巻に続きイラストを担当させて頂きました。

　　今巻も精一杯描かせて頂きます！



　　ＨＰ：‥AZ/HYBRID

　　http://ashybrid.noBODY.jp/



    

  
    
      三流木みつるぎ萌もえ花かは名担当！３



著者名……田口一

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー
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